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当 協 会 は,わ が国 にお け る情 報処 理 産業 の発 展 に 資す るた め,昭 和43年 以

来,毎 年 海外 に調 査 員 を派 遣 し,ア メ リカお よび ヨー ロ ッパ にお け る情 報 処 理

関連 の動 向 を 明 らか に して ま い りま した。 本 年 度(ヨ ー ロ ッパ班)は,最 近 話

題 に な って い るニ ュー メデ ィアを 主要 テ ー マ に調査 す る こ と と し,関 連 の国 際

会 議(テ レコム83)へ の 参加 と併せ,幾 つ か の ニ ュー メデ ィア 関連 プ ロ ジ ェ

ク トを訪 問 調査 い た しま した。

御 承 知 の よ うに,ヨ ー ロ ッパ にお い て は,ニ ュー メデ ィア と言 われ る シス テ

ムの うち,ビ デ オ テ ックス とテ レテキ ス トは,世 界 的 に も先 行 して お り ます。

一 方 ,CATVの 方 も各 国政 府が 一斉 に計 画 の具 体 化 に乗 り出 し,84年 以 降

ブー ムに な る気 配 を見せ て お ります。

本 報 告 書 は 特 に,ヨ ー ロ ッパ の ビデ オ テ ックス とCATVに 焦点 を あ てて と

りま とめ た もの です 。 海外 の ニ ュー メデ ィア の動 向 に関心 を もた れ る方 々の ご

参考 に なれ ば幸 い です 。

な お,本 調査 実施 に当 って ご協 力 を た ま わ った関 係各 位 に対 し心 よ り感 謝 の

意 を 表 します。

昭和59年3月
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調 査 の 概 要

1.目 的

海外諸 国におけ る情報処理 および情報処理産業 に関 し,そ の実態を調査す

るとともに,各 国での発展 の背景 と今後 の動向を把握 し,わ が国 における情

報処理および情報処理 産業の発展 に資することを 目的 とす る。

2.調 査 事 項

ヨー ロ ッパ の ニ ュー メデ ィアの 動 向

※ テ レコム83会 議 に お け る新 しい通 信 環境

米 ビデ オ テ ッ クス ・シ ステ ムの 動 向

米CATVの 動 向

3.調 査 期 間

昭和58年10月25日(火)出 発

昭和58年11月5日(土)帰 国

4.調 査 機 関 等

米Telecom83(電 気 通 信 国 際 会 議)

XTeletelSystem(フ ラ ン ス の ビ デ オ テ ソ ク ス ・シ ス テ ム)

XNovaParkElysees(CATV利 用 の ホ テ ル)

米AssociationLiegeoiseD'electricite(CATV提 供 の 電 力 会 社)

×PrestelSystem(イ ギ リ ス の ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム)

5.調 査 員

市川 隆

鈴木 茂樹

当協会技術調査部部長

当協会技術調査部調査課長代理
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b

カ6 訪 問 先 面接 者 リス ト

訪 問調 査 先 住 所 面 接 者 期 日

TeletelSystem Palexpo* MsMarie-ClaudePeyrache 1983年

NouveauPalaisdes AreaManagerforOECD 10月27日

Expositionsetdes Countries,PTT

Congres,Geneve・ Directi㎝DesAffairsIndu8t一

Switzerland riell〆SetlntematiOnale

Directionq〆n☆alede8T〆16一
・ ・

COmmUn1Cat10nS

38-40,RueduGeh6rale

Lectere

921311SSYLESMoulineaux

France

NovaParkEly3ees 51RueFranci81er 晦.Ren6Sc㎞a卿 1983年

75008,Pari8, Assi8tantduDirecteurde 10月31日

France 1aRestauratiOll

L'A880ciation RueLouvrex95, Mr.HermanLohest 1983年

Li〆ge・ise 4000Liege, 1㎎ ぱnie肛CiviL 11月2日

D・'もlectricit〆 Belgium DirecteurGeneral

Mr.GeorgesNaze

ChefduService

F TeIedi8tribution

Preste1 PrestelHeadquarter8, Mr.RichardDuggleby 1983年

Headquarters Briti8hTele-communi Comm皿ication8Servi㏄8 11月3日
・

catlons Manager

脆leph㎝eHouse Mr.PeterHamilton

TempleAvenue H㎝eBahki㎎Services

LondonEC4YOHL Mr.Carol河Dr㎜ond

England ProductManager-Travel

Pre8te1

*Teletelシ ス テ ム に つ い て は,テ レ コ ム 会 場 ブ ー ス に て 訪 問 調 査 し た 。
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1テ レ コ ム83

テ レコ ム83は,国 際 電 気通 信 連 合(ITU:InternationalTele-

communicationUnion)が 主催 す る電 気 通信 分 野 の国 際 会議 で,4年 毎

に 開催 され て い る。 そ の た め,「 通 信 技 術 のオ リンピ ック」 と も呼 ば れ てお り,

各 国 あ る いは 各企 業 の先 端技 術 が展 示 され る こ とで も知 られ て い る。

83年 の テ レコムは,10月26日 ～11月1日 にか け て,ジ ュ ネ ーブで 開

か れ た。 参 加 国72,展 示 企 業650と い う大 規模 な もので,ま さに技 術 オ リ

ン ピ ッ クの感 が あ った 。

1-1展 示 会

まず,各 国 あ るい は各 企 業 の展 示 の 中か ら,電 気通 信 分 野 の新 しい潮 流 を ま

とめ る と次 の よ うに な る。

① 各 国 政 府 お よび各 国 メー カー が,総 合 デ ィ ジタル ・ネ ッ トワー ク(ISDN)

の構 築 に意 欲 的 な取 り組 み をみ せ て い る。

② 通 信 分 野 の巨大 多 国籍 企 業 が,新 製 品 あ る いは ニ ュー ・シ ステ ムで 世 界 市

場 で の シ ェア増 を 目論 ん で い る。

③ 開発 途 上 国 も,提 携 して い る先進 国 主 要 企 業 の最新 鋭 機 器 を 展 示 し,経 済

/産 業 政 策 の 中で 通 信 を最 重 要項 目の ひ とっ に して い る。

④ ビデ オ テ ックス な ど ニ ュー メデ ィア ・シ ス テム の 出品 が 目立 って きて い る。

⑤ ニ ュー メデ ィア/電 気 通 信/デ ー タベ ー ス技 術 を ベ ー スに した総 合 オ フ ィ

ス ・オー トメー シ ョン(OA)市 場 重 視 の傾 向 が強 くな って い る。

⑥ 特 に,IBMとAT&Tと い った 巨大 企業 が,大 規 模 展 示 で総 合OA市

場 参 入 へ の 意 欲 を 見 せ て い る。

⑦ 通 信 と コ ン ピ ュ ー タ技 術 の 融 合 に 伴 い,世 界的 規 模 で 通信 機 器 メ ー カー

と コン ピュ ータ ・メー カー の提 携 が進 展 して い る。
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以 下,主 な展 示 風 景 か ら主要 企業 の動 向を ピ ックア ップ して み る。

IBMはLAN(ロ ーカル ・エ リア ・ネ ットワーク)を 初 め て 出品 す る と共 に,通

信 関 連 のプ ロダ クツを 多数 展 示 した。 既 に,PBXメ ー カー と して知 られ る,

Rolm社 の株 式 を18%保 有 して い るた め,特 設 パ ビ リオ ンでRolmの デ ィ ジタ

ル交 換 機 とIBMの デ ータ処理 ア プ リケー シ ョンの連 携 プ レイを デ モ ンス トレ

ー シ ョ ンした
。 最 近 の コンピュー タ ・メーカーに と っては,電 気通 信 で 音 声 お よ

よ び デ ー タ ・シス テムを 結 合 す る分 野 に どの程 度食 い込 んで い るか が 力量 の バ

ロ メ ー ター と して 問 われ て い る。 この 他IBMは,仏 の国 有 企業CGE(Com-

pagnieGeneraled'Electricite)と の 提携 も進 めて いる。さらにIBM

は,512Kチ ップ も発 表 して 注 目を 集 め た。

一 方 の雄AT&Tは ,今 回初 めて テ レコム に参 加 した。 展 示 に450万 ドル

もの金 を か け た と も言 わ れ,分 離後 の競 争 市場 に 参 入 しよ うとす る同 社 の 意気

込 み が 感 じ られ る。AT&Tの ブ ー ス には,5ESSデ ィジ タル 交 換 システムや

DIMENSIONSystem85を は じめ,最 新 の オフィス ・システムや ビデオテ ッ

ク ス ・シ ステ ムが 並 べ られ た。 この他,米 国 の顧 客 には馴 じみが あ って も,海

外 ユ ーザ ーに は初 め て とい う製 品 も多 く出 品 され た。

AT&Tに 関 して は,も う1っ 印 象 深 い光 景 が 見 られ た。オランダPhilips

の ブ ー スで も5ESSデ ィ ジ タル交 換 機 が展 示 され た こ とだ。しか も,"AT&T

andPhilipsTelecommunications"と い う新 会 社 名 で 出品 され て いた。

これ は83年 夏 に設 立 され た合 弁会 社 で,AT&Tの 海外 進 出の意 欲 を示 した

もの と して 反 響を 呼 ん だ 。AT&Tは これ まで,米 国市 場 独 占 とい う図 式 の 下

で や って きて お り,海 外 市場 には関 心 を 持 た なか った。 しか し,独 禁法 係 争和

解 に伴 う組織 分割 に よ って,国 内独 占 に安住 で き な くな った。 この ため 最 近 は

海 外 に 新 しい市場 を求 めて や っき とな って い る。

こ の他米 国 企 業 で 目立 ったの はITT。 通信 コング ロマ リッ トと して 名 高 い

同社 は,単 独 企 業 と して は テ レコム会 場 で 最 大 規模 の展 示を 行 った。System

12と 称 す るデ ィジタル交 換 システ ム を 中心 に,オ フ ィス機 器,電 子 メー ル,
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LAN,電 話,音 声/デ ー タ通 信 統 合技 術 な どを所 狭 しと並 べ た。 しか も,

ITTは ベル ギー,オ ー ス トリア,イ タ リー の ブ ースに も顔を 出 して いた。 ベ

ル ギ ーでは,子 会社BellTelephoneManufacturingCo・ が,最 近 中 国

で 販 売 に成 功 した とい うITT装 置 を 出品 した。

ITTは,イ タ リー のOいvettiと 提携 の話 し合 い を進 めて い る 。 さ らに,

OlivettiはAT&Tに 接 近 して いたが,84年1月 にAT&TはOli-

vettiの25%を 買収 した 。

米 国 企 業以外 では,ま ず イギ リスのBT(BritishTelecom)が 積 極 的 姿

勢 を示 した。 とい うの も,BTは サ ッチ ャー政府 の方針 によ って,目 下 民 営 化

路 線 を歩 ん で お り,84年 以 降 は厳 しい競 争 環境 の 中 に船 出す る こ と にな って

い るか らだ。 ジ ョー ジ ・ジ ェ フ ァー ソ ンBT会 長 は,Telecomの 会場 で の イ

ンタ ビュー の中で 「非 規制 とい った 環境 の 中で もBTは 成功 す る こ とがで き よ

う。 しか し,幾 多 の困難 と障 害 が横 た わ って い る こ とも事実 」 と述 べて い る。

例 えば,通 信分 野 に おい て は,既 にMercuryと い う新 会社 の挑 戦 を 受 けて い

る。84年 以 降 の新 生BTは,政 府 が51%保 有 の株 式会 社 に な る。 同会 長 は

政 府 が筆 頭株 主 に な る こ と 自体 は,そ う問 題 視 して い な い。 同会 長 お よび 他 の

BT首 脳 が現 在最 も頭 を痛 めて い るのはSystemXの 売 れ行 きが思 わ し くな

い こ とだ。SystemXはBTがPlessey,StandardTelephoneCo,

(ITT子 会 社),GeneralElectricCo,(米 国GEと は無 関係)と 共

同 開 発 した デ ィ ジ タル交 換 シス テ ムで,国 際 市場 で の販 売 を狙 って い た もの で

あ る。

規制 緩和 あ るい は 自由競 争 の方 向 は,イ ギ リスだけ で な く,日 本 お よ び米 国

で も同 じ。 日本 で は1982年10月 の第 二 次 回線 開放,さ らには84年 に入

って 日本電 信 電話 株 式 会 社 法 案 や 電 気 通信 事 業法 案 が 取 り沙 汰 され て い る。

米 国 で は,1984年1月1日 を き して ベル ・シ ス テ ム が 分 割 され て,新 生

AT&Tと 電話 持 株 会 社7社 が 誕 生 して い る。 日米 英 とい う世 界 を代 表 す る

通 信 主要 国 にお け る 自由化 路 線 は,今 後 の通 信環 境 に世 界的 規 模 で イ ンパ ク ト
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を与 えて い くこ と にな ろ う。

フ ラ ンス企 業 で は,CIT-Alcate1とThomson-CSFCommuni-

cationsが 音 声/デ ー タ統 合機 能 を 出品 した。CIT-AlcatelはCGE

(CompagnieGeneraled'Electricite)の 子会 社 。CGEお よ び

Thomsonは 何 れ も仏 の国 有 会 社 だが,同 政 府 は 通信 産業 強化 の一環 と して,

両社 の通 信 部 門 統合 を計 画 して い る。

統合 の 方針 と して は,Thomsonは 軍事 お よび 民 生 用 エ レク トロニ クス とい

う分 野 に特 化 し,CGEは 通 信 機器 で よ り攻 撃 的 な 企 業 を 目指そ うとい う もの。

今後 の方針 と して は,ま ずThomsonTelecommunicationsS・A・ と い う

持株 会 社 を設 立 す る。 出 資比 率 はThomson40%,CGE12%,仏 政府48

%。 次 に,CGEが 中心 とな って 第2の 持株 会 社 を 発 足 させ る。 これ はCIT

AIcatelを 傘 下 に持 つ もので,Thomson出 資 率 は16%。 こ の両持 株 会 社

を 舞 台 に合 併 準 備 を進 め,通 信 機器 に関 して は最 終 的 に はCIT-Alcate1

を 中核 に統 合 す る こ とに な って い る。 一 方,CGEの 軍 事 分 野 子会 社Sintra,

民 生 用 エ レク トロ ニ クス分 野 子 会社CEPEMはThomsonに 移 管 され る こ と

にな って い る。

カ ナ ダ企 業 で は,NothernTelecomの 展 示 が 目立 った。 同社 の ベ イ シ

ルA、 ベ ネ ト副 社 長 に よれ ば,同 社 は米 国 企 業 と カ ナ ダ企 業 の2っ の顔を 持 っ

て い る。 同社 は トロ ン トを 本拠 地 とす るBellCanadaEnterprisesLtd

の子 会 社 だ が,売 上 高 の半 分 は 米国 市場 で 達 成 して い る。 む しろ,米 国で は,

WesternElectric(WE)に 続 く第2位 の通 信 機 器 サプ ライ ヤー と言 った

方 が通 りが よい。 展 示 で も,カ ナ ダ ・パ ビ リオ ンに 最 新 の技 術 を 並 べ る一 方,

米国 パ ビ リオ ンで は コー ヒーや 質 問 に 回答 す るな どサ ー ビスを前 面 に 出 して工

夫を こ ら した。

この他,技 術 展示 で特 に 目にっ いた のは,音 声 認 識 の 分野 。 この分 野で は,

日本 電 気(NEC)が 自動 翻 訳 を と り入れ た ドラ マを 演 じて人 気 を呼 ん だ。

な お,AT&TのDIMENSIONSystem85お よびIBMの512K
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チ ップ にっ い て,ま た新 生AT&Tの 発足 経 緯 に っ いて は,資 料 編で 詳 細 を紹

介 して あ る。

表1世 界主要国 の展示状況

フ ラ ン ス イ ギ リ ス ド イ ツ ア メ リ カ

7,500㎡

展 示 ス ペ ース 7,200㎡ 5,800㎡ 3,600㎡ (AT&T:800㎡)

(IBM:1β00㎡)

・EIOSを 中心 に ・SYSTEM-Xの ・SYSTEM1240 ・%5ESSを ス イ

EIOシ リーズ の 集線装置にデ ィ の動態展示 スの公衆網に接

デ ィジタル

交換技 術

主要 装 置 を展 示

(静 態)

・MT25,MT35を

ジタル電話機を

接続 し実演
・UXD5の 展示実

・可搬 形EWSDの

動 態展示 お よび

デ ィジタル電 話

続 し,動 態 展 示

(ATT)

動態展示 演(GEC社 他) 機の収容

(THOMSON社)

・(64+8+8)kb為 ・(64+64+16) ・14m旭16QAM

ピンポ ン伝 送 kb勺 の加入者線 マ イ ク ロデ ィ ジ

(静 態)の 展示 伝送方式のNT タル無線装置 の

デ ィ ジ タル (GEC社) (回 線終端装置 展示

伝送技術 ・19GHzデ ィジタ =小 型)の 展 示

ル加入者無線装 (静 態)

置の展示

(THORNEMI)

・1401Mb乍 のSM ・5601>旭 のSM ・565Mb〆 のSM ・10月24日 に432

光 フ ァイバ伝 送 光 フ ァイバ伝 送 光 フ ァイバ 伝 送 Mb冶160㎞ 無 中

光 フ ァイバ の展示(動 態) の展示(静 態) (36㎞ 実験 レベ 継方式を報道発

伝送技術 (THOMSON社) (BT社) ル)の 展示 表(3波 長多重で

(SIEMENS社) 1Gbタ 程度の伝

送をねらう見込)

・自動 車電 話,移 ・自動車電 話,ハ

移動通信技術
動電話機 の展示

(静態)

ン ドフ リーホ ン

の展示(動 態)

(SECMAT社) (MOTROLA)

・2400,4300kbタ ・PSS(Padket ・電話網 とDATEX ・ユ ー ザ シ ス テ ム

で ス イ スの電 話 SwitchmgSyst －Lの 相 互 接続 に関 す るネ ッ ト

網を経由し本国 em)とIPSS の実験 ワ ー ク ・コ ン ト

デ ィジタル

デ ータ網技 術
のDBに ア クセ

ス

(lntemational

PSS)を 展 示 し,

ロ ール シ ステ ム

の展 示

各国の料金一覧
の出力実演
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フ ラ ン ス イ ギ リ ス ド イ ツ ア メ リ カ

・テ レテル の端末 ・64kbφ の伝送 ビ ・ ビ ル ト シ ル ム ・ ・ ビデ オ テ ッ ク ス

を会場内各所に ッ トイ レ トに よ テ キ ス ト端末 コ 端 末 で マ イ ア ミ

設 置 し,デ ー タ るプ レス テル端 一 ナ ー を 設 置 し, に あ る デ ー タ ・

ベ ースへ の接続 末を設置 し自然 本 国 の デ ー タ ・ ベ ー ス に ア ク セ

を 実施' 画 な どを シ ュ ミ ベ ー ス に ア クセ ス(AT&T)

ビデオ テックス レ一 夕を用 いて ス ・プ レス テ ル にア

通 信 網 出力(ブ ース内 ク セス 出来 る端

のみ)(BT社) 末(パ ソコ ンを

利用 しビデオテ

ックス機能有 り)

を作成 し実演

(IBM)

・電 子 式 ビジ ネス ・シ ステ ム に収 容 ・電 子式 ビジネ ス ・電 子 化 ビ ジネス

ホ ン,機 能付 電 した大 型 のデ ィ ホン機能付電話 ホ ン,機 能 付電

話機を中心に展 ジタル電話機を 機を展示 話機を展示

電話宅内技術
示実演 展示(動 態)

・電子化電話機,

・肌SD(交 換機)

にデ ィジタル電

・DIMENSION

PBX用 デ ィジタ

ビジネス機能付 話機を収容 し展 ル電話機を展示

電話機を展示 示(動 態) (動 態)

(64kbる+8kbφ)

・ ミニ ・テ レ テ ル ・テ レテ ック ス端 ・テ レ テ ック ス 端 ・超 大型 プ ラズマ

用 デ ィスプ レイ 末(テ レ ックス 末(プ リ ンタ主 デ ィスプ レイ

ホ ン と中型 プ ラ にも接続可,プ 体) (約aoOO字 を

データ宅内技術 ズマ デ ィスプ レ リン タ主 体) ・ ビデ オ テ ッ ク ス 表示)(IBM)

イパネルを展示 端末兼汎用小型
デ ィ ス プ レ イ ・

タ ー ミナル

◆2m,3mの ア ・MARISAT用 ・テ レ コ ム1用 ・衛生 モデ ル を展

ンテナを展示 船上局を展示 TDMA装 置の展 示
・直接TV放 送用 (動 態) 示(動 態) ・11mの イ ンテル

受信機を展示 ・可搬形地球局 ・1m,2m,5m サ ッ トTV用 ア

衛生通信技術 (動 態) (ア ンテ ナ 直径 ア ンテナ を用 い ンテナを展示
・テ レコ ム1用 3m)を 展示 OTSを 用 いて (動 態)

TDMA装 置の展 (動 態) FM-TV伝 送 を

示(静 態) 実演

(シ ミュレーシ 。ン)
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1-2フ ォ ー ラム

テ レコムで は展 示会 と共 に,電 気通 信 分 野 の最新 の テ ーマ を 設 定 した講 演 や

パ ネル ・デ ィ ス カ ッシ ョン も呼 び物 にな って い る。今 回 の フ ォー ラム83は,

3部 構 成 で行 われ た。

第1部(パ ー ト1)は,「 電 気 通 信 の政 策 お よび経 済 的側 面 」 と して,世 界

的 視 点か ら通信 網 の動 向や 問題 点 が論 議 され た。 第1部 に は セ ソ シ ョ ン1か ら

Mま で あ り,チ ャー ルズ ・ブ ラ ウ ンAT&T会 長(セ ッシ ョン1),小 林 宏 治

日電会 長(セ ッシ ョン皿一1),L・ メ クサ ン ドウ仏PTT会 長(セ ッシ ョン

N-2)な ど世 界を 代表 す る著 名 入 が 講演 を 行 った。.

第2部(パ ー ト皿)は,「 技 術 的 側面 」 を メイ ン ・テ ー マ と して,宇 宙通 信,

ISDN,移 動 通 信,各 種 端 末 機 器 な どの先 端技 術 が各 セ ソシ ョンで議 論 され

た。

従 来 の テ レコム ・フ ォー ラム は,上 記 の2部 構 成で 行 わ れ て きた が,今 回か

ら第3部(パ ー ト皿)が 新 た に追 加 され た。 第3部 の メイ ン ・テ ーマ は 「法 律

/規 制側 面 」 で,越 境 デ ー タ流 通 を は じめ国 際 的 な通 信 面 の課題 が 討議 され た。

フ ォ ー ラム83の オ ープ ニ ング ・セ ッシ ョンで 講 演 したAT&Tの ブ ラ ウ ン

会長 は,最 後 の締 め くく りの 中で,現 在世 界 の通 信 界 が 直面 して い る共通 の問

題 と して 次 の5点 を 指摘 した 。

① 「情 報 革命 」 の恩恵 を 開発 途 上 国 に もた らす には ど うす べ きか?「 産 業 革

命 」 の二 の舞を 演 じて は な らな い。

② 持 て る国(thehaves)か ら持 た ざる国(thehave-nots)へ 通 信

技 術 を ど う移転 す べ きか?

③ プ ラ イバ シー,国 家 安 全 保 障,情 報 主 権 に対 応 しなが ら,自 由な 情報 流 通

を 拡 大 す るには ど うす べ き か?

④ 国 内 お よび国 際 的通 信 イ ンフ ラス トラ クチ ャを阻 害 せ ず に,通 信 サ ー ビス

お よび サ プ ライ ヤ ーの 多様 化 に ど う対 処 す べ きか?

⑤ 大 規 模 な 多国 間 ネ ッ トワー ク管 理 スキ ー ムの開発 に関 して,各 国 間 の協 力
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誘 因 を いか に して 作 りあ げて 行 くべ きか?

以上 の指 摘 は,現 在 の通 信 分 野が か か え る課題 を 国 際的 視 点で 見 事 に と らえ

た もの で あ り,次 回 の1987年 の テ レコム まで に各 国 あ るい は 南北 が ど うい

う協 力態 勢 を組 め て い るか 注 目され る。

な お,AT&Tブ ラ ウ ン会 長 の講 演 にっ いて は,要 旨を 資料 編 で 紹 介 して あ

る。

表2フ ォー ラム83構 成 お よび テー マ

パ

ー

ト

ー

(

電

気
通
信
の

政
策
お

よ
び

経

済
的
側

面
)

セ

ッ

シ

ョ

ン

ー

セ ッ シ ョ ン ・テ ー マ 「グ ロ ー バ ル 通 信 網 の 運 用 」

米チ ャー ル ズ ・ブ ラウ ン(AT&T会 長)… …(オ ー プ ニ ング講

演)

「世 界 規 模 統合 通 信 網 お よ びサ ー ビス の将 来 」

米 ジ ョー ジ ・ジェ フ ァー ソ ン(BritishisTelecom会 長)

「公 衆 通 信 一 競 争 と経 済 性 」

セ

ッ

シ

ョ

ン

皿

セ ソ シ ョ ン ・テ ー マ 「通 信 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ の 開 発 」

-WCY記 念 セ ッ シ ョ ン

米W・M・ エ リングハ ウス(AT&丁 社 長)

「通 信 イ ンフ ラ計 画 の経 済 的 問題 」

米Th・F・ ブ ロー フ ィ(GTE会 長)

「国 際 通 信 新 時代 の協 力 と競 争 」

セ

ッ

シ

ョ

ン

皿

①

セ ッシ ョン ・テ ーマ 「世 界通 信 の変 動:ISDN政 策 と経 済 性 」

米小 林 宏 治(日 電 会 長)

「C&Cへ の戦 略 的 アプ ロ ーチ」

米G・ ジー ロフ(Philips取 締 役)

「ISDNの 国 際 的 規 制 と標 準 化 」

同
上
②

セ ッシ ョン ・テ ーマ 「世 界 の通 信 市場 と イ ン フ ラ開発 投資 」

米D・ クル イベ ール(PhiliPsグ ル ー プ ・デ ィ レクター)

「通 信機 器 の欧 州/欧 州 域外 販 売 戦 略 」

言

ζw
ン①

セ ッシ ョン ・テーマ 「世 界 通 信 の変 動:技 術 お よ び社 会 的 責任 」

XA・V・ ヘ ー ル(フ ィ ナ ン シ ャ ル ・ タ イ ム ズ 会 長)

「エ レ ク ト ロ ニ ッ ク 時 代 の 情 報 」
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セ

ツ

ζ
ン

w

②

セ ッ シ ョ ン ・ テ ー マ 「通 信 政 策 」'

×1、.メ クサ ン ドゥ(仏PTT大 臣)

「通 信お よび電 気 通 信 の独 占」

米W・ マ ッゴ ワ ン(MCI会 長)

「通 信 にお け る競 争 の効 力」

同
上
③

セ ッ シ ョ ン ・テ ー マ 「新 し い 高 度 通 信 サ ー ビ ス 」

×R・M・ フ ラナ ガ ン(Wσ 会 長)

「ユ ーザ ー需 要 へ の対応 一 現 在 お よび 将来 の通 信 サ ー ビス」

セ

ツ

ζ
ン

V

①

～
③

セ ッ シ ョ ン ・テ ー マ 「電 子 革 命 の イ ンパ ク ト」

セ ッ シ ョ ン ・テ ー マ 「ワ イ ア レ ス 社 会 」

米S・ ア ス トレイ ン(INTELSATデ ィ レクタ ー ・ジェネラル)

「国 際 通信 の経 済学:将 来 の 目標 」

セ ッシ ョン ・テ ー マ 「通 信 にお け るイ ンフラ開発 と人的 リソースの

格 差 是 正 」

セ

ツ

シ

元
Vl

セ ッ シ ョ ン ・ テ ー マ 「通 信 の 将 来 」

米J・ メ ゾ ンル ー ジ ュ(IBM上 級 副 社長)

「情報 の効 果 的利 用」

米北 原安 定(電 電 公 社 副総 裁)

「高度 情 報 化 社会 の電 気通 信 －INS」

パ

ー

ト

皿
(

テ
ク
ニ

カ
ル

・

シ
ン

ポ

ジ
ウ
ム
)

フ。

レセ

ナ ツ

リシ

イ ヨ

・ン

①

セ ッ シ ョ ン ・テ ー マ 「今 日 お よ び 明 日 の 技 術 」

来1・M・ ロ ス(ベ ル研所 長)

「明 日の技術 」

米国広 敏 郎(日 電副 社 長)

「通 信 産 業 へ の技 術 的 イ ンパ ク トと成 長 へ の挑 戦 」

ノW

ラ セ

レ ツ

ル シ

・ ヨ

ン

②
～
⑯

セ ッ シ ョ ン ・テ ー マ

「ス ペ シ ャ ラ イ ズ ド ・ ネ ッ ト ワ ー ク 」

「移 動 通 信 」

「地 域 ネ ッ ト ワ ー ク 」

「ス ペ ー ス 通 信 」

「ISDN」

「タ ー ミ ナ ル 」

「放 送 」
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「ネ ッ トワ ー ク」

「トラ ンス ミソシ ョン」

「地域 通 信 開発 と機 関」 … …(パ ネル 討論)

「電 気 通 信 の将来 」(ス ペ シ ャル ・セ ソシ ョン)

パ

ー

ト

皿
(

リ

ー

ガ

ル

・

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム
)

ち

ζ
ン1

セ ッ シ ョン ・テーマ 「越 境 情 報 の保 護 」

※F・M・ ネ グ ロ(ITUア ド ミ ニ ス ト ラ テ ィ ブ ・ カ ウ ン セ ル 会

長)… …(基 調 講 演)

ち

ζ
ン 皿

セ ッ シ ョ ン ・テーマ 「国際 機 関が 直 面 す る80年 代 以 降 の通 信 問

題 」

㌻

ζ
ン 皿

セ ッシ ョン ・テー マ 「電気 通信 規 制 お よび市 場 構造 」

米D.ジ ョー ンズ(オ ー ス トラ リア放 送連 盟)

(基 調 講 演)

㌻

ζ
ンIV

セ ッシ ョン ・テ ーマ 「電 気 通信 分 野 の国 際 的衝 突 と解 決 」
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llヨ ー ロ ッパ の ビ デ オ テ ッ ク ス の 動 向

皿一1ビ デ オテ ッ クス調 査 の視 点

現 在,各 国 に お いて ビデ オ テ ックス ・シ ス テムが 開発 され て い る。 ビデ オ テ

ックスは,電 話 回線 な どを伝 送路 と して,テ レ ビ受像 機 な どを 端末 と した双 方

向 の情報 メデ ィア。 当 初 は,電 話 回線 とテ レ ビ ・セ ッ トとい う既 存 メデ ィアを

組 み 合 わせ た ニ ュ ー メデ ィア とい うのが 典型 的 ビデオ テ ック ス ・システ ム の概

念 だ った。 しか し,最 近 で は,伝 送路 にCATV,端 末 に はパ ー ソ ナル ・コ ン

ピュー タ とい う形 態 もあ る。 っ ま りは,テ レテキ ス トな ど片 方 向 の ニ ュー メデ

ィ アに対 し,双 方 向性 機 能 を持 つ ニ ュー メデ ィア と して広 く とらえ られ る よ う

にな って き た。

ビデ オ テ ッ クスで 注 目すべ き こ とは,1983年 あ た りか ら続 々 と商 用 化 シ

ステ ムが 登場 して い る こ とだ。 勿論,イ ギ リスのPrestel(フ 。レス テ ル),

カナ ダ のGrassroots(グ ラ ス ル ー ツ),米 国 のGreenthumb(グ リー ム

サ ム)な ど,早 くか ら商 用 サ ー ビスが行 われ て い た もの もあ る 。83年 に は,

西 ドイ ツのBildschirmtext(ビ ル トシ ル ムテ キ ス ト),フ ラ ンスのTele-

tel(テ レテル)が 地域 限定 なが ら商 用化 に入 った。 この他,米 国で も,AT&T

とKnightRidderNewspaper(KRN)の 合 弁 プ ロ ジ ェ ク トで あ る

VentureOne(ベ ンチ ャー ・ワン)が フ ロ リダで 商 用 サ ー ビスに入 って い る。

さ らに,わ が 国 のCAPTAIN(キ ャプテ ン)も84年11月 の 商 用化 を め ざ

して 目下 準備 が 進 め られ て い る。 っ ま り,数 年 前 まで は実 験 あ る い は開発 レー

スだ った も の が,今 や 本番 と して 競争 を迎 え よ うと して い るこ とに な る。 また ,

テ
.tzテキ ス ト,双 方 向CATVあ るいは 衛 星放送 な どに先 が け て,本 格 的 ニ ュ

ー メデ ィア と して も先 陣 を 切 る こ とに な る。 こ う した意 味 に お いて
,今 後 は ビ

デ オ テ ック ス ・シ ステ ム に よ るサ ー ビスの 中 身が 重視 され る時 を迎 え よ うと し

て い る。

さて,ビ デ オ テ ッ クスを 見 る場 合,幾 つ か の重 要 な視 点 が あ る。 主 な ものを
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整理 す れ ば,次 の4点 に な ろ う。

第1に ニ ュー メデ ィア と して の位 置 づ け。 ニ ュー メデ ィア と呼 ばれ る もの は

非 常 に多 いが,代 表 的 な もの を3っ あげ れ ば,① テ レテヰ ス ト,② ビデオ テ ッ

クス,③ 双 方 向CATVで あ ろ う。 こ の うち,テ レテキ ス トは イギ リスのBBC

な どが 本格 的 に行 って い るが,他 の国 々で は ま だ実験 ない しは小 規 模 なサービス

に と どま ってい る。 双 方 向CATVは,CATV先 進国 の 米国 に お いて もま だ

実験 段階 に あ る。 む しろ,コ ス ト高 の た め に苦 戦 中 と い うの が実 情 の よ うだ。

これ に対 し,ビ デ オ テ ックス は,既 に述 べ た よ うに,各 国 で一 斉 に本格 商 用 化

を迎 え よ う と して お り,ニ ュー メデ ィア の 先陣 と して注 目 され て い る。(ニ ュ

ー メデ ィア の範 囲 にっ いて は ,図2参 照)

第2に ビデオ テ ックス ・シ ス テ ムの区 分 に よる特 色 と可能 性。

ビデ オ テ ック スを シ ステ ム と して見 た場 合,① パ ブ リッ ク ・シ ス テ ム,② プ

ライベ ー ト ・シ ステ ム,③ クロ ーズ ド ・ユ ーザ ー ・グ ル ープ(CUG)・ シ ス テ

ムの3通 りに分類 され る。 パ ブ リッ ク ・シス テ ム は,イ ギ リスのPrestelや

わが 国 のCAPTAINの よ うに,不 特 定 多数 を対 象 に した大 規模 な ビデ オ テ ッ

クスで あ る。 ヨー ロ ッパ 各 国 の通 信 主 管 庁(PTT)が 進 め て い るフ。ロジ ェ ク

トは全 てこの タイプに入 る。これ に対 し,プ ラ イベ ー ト ・シ ステ ム と い うの は,

コ ン ピュー タ ・メー カー な ど民 間 の企 業 が 独 自に 開発,販 売 して い る シ ステ ム

で,通 常 特 定 企 業 のイ ンハ ウス用 や 特定 グル ープ(農 業,旅 行 な ど)の 専 用 ビ

デオ テ ソ クスを 構築 す るの に利 用 され て い る。 一 方,CUGは パ ブ リッ クあ る

いは プ ライ ベー ト ・シ ス テ ムの 中 に,特 定 ユ ーザ ー(企 業,グ ル ー プ な ど)用

の ビデオ テ ック スを形 成 す るもの で あ る。

パ ブ リ ック型 は 家庭 市 場 を メイ ンに して い るの に 対 し,プ ライ ベ ー ト型や

CUGは,ビ ジ ネス市 場 で 強 み を発 揮 す る。 ビデ オ テ ックスの 市 場 性 とい う点

か ら見 て も,今 後 ど の タイ プ の シ ステ ムが 発 展 して 行 くのか 興 味深 い 。

第3は サ ー ビスの 中身。

ビデ オ テ ックスは双 方 向機 能 が 売 り もので あ り,サ ー ビス内容 も豊 富な もの
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が あ る。 大 き く分類 すれ ば,① 情報 検 索,② トランザ クシ ョン,③ メ ッセ ー ジ,

④ コ ン ピュテ ー シ ョンとい うのが 主 なサ ー ビス にな る。何 れ も双 方 向機 能 が不

可 欠 な もの だが,中 で も重 視 され る サ ー ビスが トラ ンザ ク シ ョン。 この 中に は,

エ レ ク トロニ ック ・バ ンキ ングや シ ョッ ピ ング が代 表 的 サ ー ビス ・メ『 ユ ー と

して 含 まれて い る。 あ る いは,切 符 を予 約 して支払 い も 自動決 済 で 行 う とい う

の も含 まれ る。

ビデオ テ ックスの成 否 は料 金 にあ る と も言 わ れ るが,サ ー ビス の 中身 も同 じ

重 要 度 を持 って くる こ とは疑 問 の余 地 が な い。 各 々のサ ー ビス ・タ イプ の 中で

い か に きめ細 か な情報 を整 備,提 供 で きるのか?そ れを可能 にす る制 度 的 な バ ッ

クア ップが どの よ うに 図 られ て い くのか?ビ デ オテ ックスの今 後 を 占 う上 で最

も注 目す べ き視点 で あ ろ う。

第4は 標 準 化 の行 方。

現 在,ビ デオ テ ックスの表 示 方 式 と して は,① ヨー ロ ッパ のCEPT方 式,

② 米 国/カ ナ ダのNAPLPS方 式,③ 日本 のCAPTAIN方 式 の3通 りあ る。

各 々に アル フ ァ ・モザ イ ク,ア ル フ ァ ・ジオ メ トリック,ア ル フ ァ ・フ ォ トグ

ラフ ィ ッ クとい う名 が付 与 され てお り完 全 互換 性 は ない。 こ の3方 式 が 目下 の

とこ ろ国際 標 準 方 式 とな って い る訳 で,今 後 各 々の優劣 あ る い は標 準化 の行 方

が ク ロー ズ ・ア ップ され て く るだ ろ う(表 示方式 と互換性 にっ いては 図3参 照)。
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ニ ュー メデ ィアの 意 義 と範 囲

一 産業 構造 審 議会 ・情 報 産 業部 会 中間 答 申(1983年12月)よ り 一

(1)ニ ュー メデ ィア の意義

「二=・・一メデ ィア」 とは,「 メデ ィア」㈱ の4っ の部 門(情 報 の収 集 ・作

成,情 報 の処 理 ・加工,情 報 の伝 送,情 報 の利 用)の うち の1っ あ るい は,

複 数 の部 門 に革新 的 な変 化 が もた ら され た メデ ィア とい う ことが で き る。 ニ

ュー メデ ィアを 考 え て い く上 で は,情 報 の伝 送部 分 に のみ 限 定 して と らえ る

ので はな く,4っ の部 門 が 一 体 とな った1っ の システ ム と して これ を と らえ

る こ とが 必 要で あ る。

ニ ュー メデ ィアを活 用 す る意義 は ,例 え ば,防 災 情報 シス テムを 例 に と る

と,広 範 囲 に設 置 され た セ ンサ に よ り災 害 に関す る情 報 を詳 細,迅 速 に収 集

し,そ れ を 防 災 セ ンタ ー の コン ピ ュー タに よ り適切 に処理,分 析 し,得 られ

た 結果 を 様 々な伝 送 手 段 を 用 いて,地 域 住 民 に迅速 に提供 す ると い う一連 の

活動 が有 機 的 に行 われ る こ とに あ るか らで あ る。

θ メデ ィア

メデ ィア とは,以 下 の情 報 収 集 ・作 成 か らそ の利 用 まで の 過程 に お け る

4つ の部 門 の うちの1っ の部 門,ま た は複数 の部 門 の組 合 わ せ と して と ら

え る こ とがで き る。

① 情報 の収 集 ・作 成 部 門 一 各 種 の情 報 を収 集 ・作成 して② の処 理 ・加

工 部 門 に提供 す る イ ンフ ォ メー シ ョン ・フ。

ロバ イ ダ ー

② 情 報 の処 理 ・加 工 部 門 一 ① か ら提 供 され る情報 の検 索,編 集,映 像 ・

音 声 ・文 字 へ の変 換等 を行 い,③ の伝 送 部

門 を 通 じて,④ の利 用 部 門 に提 供 す る シ ス

テ ム ・オ ペ レ ーター

③ 情 報 の伝 送 部門 ② の処理 ・加工部門の情報 を伝送 するキャ リア

④ 情報 の利 用 部 門 ③ の伝 送 部 門を 通 じて送 られ る情 報 を 端 末

機 等 で 受 信 し利 用 す るエ ン ド・ユ ーザ ー
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(2)ニ ュ ー メデ ィア の範 囲

① 新 た な手 段 に よ る伝送 部 門(例)ISDN(デ ィジタル総 合 サ ー ビス網),

衛 星通 信

② 新 た な手 段 に よ る伝 送 部 門 と新 た な形 態 の処理 ・加工 部 門 等 とを組 合 わ

せ た も の(例)双 方 向CATV

③ 新 た な手 段 に よ る伝送 部 門 と既 存 の処 理 ・加工 部門 等 とを 組 合 わせ た も

の(例)衛 星放 送

④ 既 存 の手 段 によ る伝送 部 門 と新 た な 形態 の処 理 ・加工 部 門等 とを 組合 わ

せ た もの(例)テ レテキ ス ト,フ ァク シ ミ リ放 送,ビ デオ テ ックス,VAN,

ビデ オ デ ィス ク等 のパ ッケ ージ 系
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図2ニ ュ ー メ デ ィ ア の 範 囲
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図3ビ デ オ テ ック ス3方 式 の比 較

一 新 キ ャプテ ン方式 の概要(電 電公社/キ ャプテ ン ・システム開発研究所)よ り 一

3-(D新 キ ャ プテ ン方 式 と北 米 方式,欧 州 方 式 との比較

方 式
項 目

新 キ ャプ テ ン方 式

(CAPTAINPLPS)

北 米 方 式
(NAPLPS)

欧 州 方 式
(CEPT)

1,表 示 方式 ハ イブ リ ッ ド方 式 コ ー ド方式 コ ー ド方 式

2母 体となる表示機能
、

ア ル フ ァ ・

フ ォ トグ ラ フ ィ ッ ク

ア ル フ ァ ・

ジ オ メ ト リ ッ ク

ア ル フ ァ ・モ ザ イ ク

3文 字 ・記号表示機能 アル フ ァベ ッ ト,数 字

記号,カ タ カナ,平 仮

名,漢 字

ア ル フ ァ ベ ッ ト,数 字,

記 号

ア ル フ ァベ ッ ト,数 字,

記 号

4図 形表 示 機 能

① フォ トグラフ ィック

② ジオ メ ト リック

③ モザ イク

④ 特 殊図 形

(DRCS)

あ り な し 自然画 表示 に のみ あ り

(64kb/S伝 送を前提)

あ り

(NAPLPS方 式蝦 処)

あ り あ り

(CEPT独 自方 式)

CEPTモ ザイ ク及 び

CAPTAIN独 自モザfク

CEPTモ ザイク(一 部) CEPTモ ザ イ ク

あ ・り

(CAPTAIN独 自)

あ り

(NAPLPS独 自)

あ り

(CEPT独 自)

5.付 加機能

① メロディ

② 簡易動画表示

あ り な し な し

あ り .な し な し1

6着 色方式 ブ ・ ・ク着 色及 び ド・

ドッ ト単 位 着色

ドッ ト単位 着 色 ブ ロ ック着 色及 び

ドッ ト単 位 着 色

71ハ ー ドコ ピ ー機 能(来) 可 難 可

&・ 表 示文 字 数 (雛)15　 |1>く8行(灘)

31列 ×16行

(英 数 カナ)

(最大)31　 1挟16行

62列 ×32行

'

(標準)40　 1♪〈20行 (麟)40列 ×124行

9.デ ータ伝送 速 度 下 り4800b/s

上 り75b/9

下 り1200bイs

上 り75又 は150b〆

下 り1200b/s

上 り75b/s

10.画 像 情報 入力㈹ 容 易

(カ メラ,FAXに よ

る 自動 入 力可)

自動入力難 自動入力難

(*)各 方式の母体とする表示機能の場合
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3-(2)ビ デオ テ ッ クス国 際 標 準案3方 式 の表現 機 能 の比較

簡 易 動画 表 示

メ ロ デ ィ 出 力

フ ォ トグ ラフ ィ ック

彫

×

×

＼

米

フ ォ トグラフ ィック

図形(64kb,奄 伝
送 による自然 画)

ジオメ トリック図形 互換あり ジオメ トリック図形 ジオ メ トリック図形

DRCS

(特 殊文字 ・記号)

DRCS DRCS

モザイク図 形モザイク図形 一部互換あり 一部互換あり モザイク図形

テキス ト

(文 字)

テキス ト

(文字)

テキス ト

(文 字)

NAPLPS方 式

(DataSyntax皿)

CAPTAIN方 式

(DataSyntaxI)

米 オ プ シ ョ ン機 能

CEPT方 式

(DataSyntaxH)

(開発中)

(開発中)

ご

皿 一2ヨ ー ロ ッ パ の3大 ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム

ヨ ー ロ ッ パ で は,多 く の 国 々 が ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム の 開 発 を 急 い で い る 。

こ れ ら の 中 で も,特 に 注 目 さ れ る の が,イ ギ リ ス のPrestel,フ ラ ン ス の

Teletel,西 ドイ ツ のBildschirmtextの3大 プ ロ ジ ェ ク トで あ る 。

(1)Prestel

イ ギ リ ス のBT(BritishTelecom)が 開 発 し,1979年 以 来 世 界

に 先 が け て 商 用 化 し て い る シ ス テ ム'で あ る 。 当 初 目 論 ん で い た 家 庭 ユ ー ザ ー

の 獲 得 に 失 敗 し,目 下 新 手 の サ ー ビ ス で 懸 命 に 巻 き 返 し を 図 っ て い る 。

1983年10月 に お け る ユ ー ザ ー 数 は30,000。 こ の う ち 家 庭 ユ ー ザ

ー は9
,000と 急 増 の 気 配 が 出 て い る が,比 率 の 上 で は ま だ ま だ 小 さ い 。 逆

一21一



に,ビ ジ ネ ス ・ユ ーザ ーの 伸 びが 大 き く,他 の諸 国 に対 し,ビ デ オ テ ソクスの

本命 市場 は ビジ ネス界 に あ り と い うこ とを実 証 して みせ る とい う皮 肉 な効果

を もた ら した。 こ の ため,西 ドイ ツの よ うに,初 め か ら ビ ジネ ス市場 重 視 の

開発 を進 め る とこ ろ も出て い る。

プ レス テル当 局 で は,家 庭 ユ ーザ ー獲得 努 力 と して,HomeLinkと 称

す る エ レク トロニ ッ ク ・バ ンキ ング およ び シ ョ ジピ ング ・サ ー ビスを 実 施 し

して い る。 加 えて,Micronetと 称 す る テレソフ トウ ェア ・サ ー ビスに よ っ

て,パ ソ コン ・ユ ーザ ーに ゲ ー ム ・ソフ トの利 用 を提 供 し始 φ て い る。 こ

うした 努 力 に よ?て ・ 全 ユ ーザ ーに 占あ る家 庭 ユ ーザ ーの 比 率 が ・ 当 初の

15～20%か ら,よ うや く30%の レベ ル に達 して きた 。

商 用 化 を急 ぎ す ぎ た不利 が つ き ま とって い るプ レス テ ル だが,今 後 先 行 モ

デ ル と して どご まで 実績 を 伸 ば す か は注 目 され る。

(2)Teletel

フ ラ ンスのPTT当 局 が,国 家的 電 気通 信 プ ロ ジ ェ ク ト 「テ レマ テ ィ ク計

画」 の一環 と して 進 め て い る ビデ オ テ ックス ・シ ステ ム。 テ レテル 実験 は,

1981年7月 以 来,ベ リジー(Velizx),ベ ル サ イユ(Velsailles),

バ ル ・ド ・ビェ ー ブル(ValdeBievre)の3地 区で 行 われ た。3地 区

の頭 文 字 を と って,通 称 「3V実 験 」 と呼 ばれ て い る。.

テ レテ ル ・シス テ ムの 特 色 は,① アル フ ァニ ュー メ リ ック ・キ ー ボー ド端

末,② スマ ー ト ・カー ドに よ る 自動 決 済,③ ゲ ー トウ ェイ機 能 重 視 に よ る ビ

ジネス市場 重 視 な ど。 ま た,こ れ とは別 に,電 子 電話 帳 と呼ば れ る興味 深 い

実験 も並 行 して進 め られ て い る。 これ は 紙 の電 話 帳 の代 わ りに,電 子 的 な電

話帳 を導 入 しよ う とい う もの で,最 終 的 に はテ レテル ・シ ステ ム の 中 に組み

込 まれ る ことに な って い る。PTT当 局 は,電 子 電 話 帳 用 の簡 易端 末 ミニ テ

ルを 全 国 にば ら ま き,テ レテ ル の ため の端 末 を特 別 に販 売 す る前 に ユ ーザ ー

層 に テ レテ ル端 末(ミ ニテ ル)導 入 の実 績 を 作 り上 げ て しまお う とい う腹 づ

も りも あ る よ うだo
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スマ ー ト ・カー ドは,バ ンキ ングや ク レジ ッ ト ・カー ドと同 様 の プ ラ スチ

ッ ク ・カ ー ドだ が,マ イ ク ロプ ロセ ッサが埋 め 込 まれ て お り,複 雑 な ユ ー

ザ ー確 認 や 暗 号 化 機 能 を備 えて い る。 これ を テ レテル端 末 機 の 読取 装 置 に

差 し込 む こ と に よ って,代 金 の 自動 支払 いが 可能 に な る。

テ レテ ル は 既 に 一 部 地 区 で 商 用化 に入 って い ると も伝 え られ る が,具 体

的 に ど の 地 域 で ユ ーザ ー が どの 程 度 っ い て いる のか確 認 で き なか った。 フ

ラ ンス は コ ン ピュータ や 通 信 と な る と,極 め て ナ シ ョナ リステ ィ ッ クに な

る傾 向 が あ り,こ の点 で もテ レテル の成 否 が 注 目され る。

(3)Bildschirmtext

西 ドイ ツで は1976年 に,電 気 通 信 シ ス テム 開発 委 員会(KtK)が,

ニ ュー メデ ィア開発 に 関す る提 言 を 行 った。 これ に基 づ き,同 国政 府 は プ レ

ス テル 方式 を 採 用 した ビデオ テ ック ス ・シ ステ ムの 開発 に着 手 した 。

同 シ ステ ムは ビル トシル ム テ キ ス トと名付 け られ,1980年6月 よ リベ

ル リン とデ ュ ッ,セル ドル フで 実験 が ス タ ー トした。 両 地区 の実験 に は,各 々

家 庭2,000,企 業1,0.00が 参加 した。 ビル トシル ム テ キ ス トの 特 色 は,

初 め か ら ビジ ネス ・ユ ーザ ー重視 を 打 ち 出 した こ と。 即 ち,ゲ ー トウ ェイ 機

能 に よ って外 部 の コ ン ピュー タ ・,センタ ーや デ ー タベ 一 考を豊 富 に接 続 レ,

専 門 的 な 情報 ニ ー ズに 対応 した。 こ の点 に おいて,ビ ル トシル ム テ キ ス トの

成 否 は,プ レス テ ル とは別 の意 味 で 各 国 の関心 を 呼んで い る。

ビル トシル ム テ.キス トの 開発 を 進 めて い る西 ドイ ツ郵電 蓄(DBP)は,

当 初1983年9月 の 全国規 模 商 用 化 を 予定 して いた。 しか し,同 省 は い っ

た ん この延 期 を表 明 した。 これ に対 し,情 報 提供 者か ら不 満が 出 る と ,地 区

を 西 ベ ル リンとデ ュ ッセ ル ドル フに 限 定 し,サ ー ビス機 能 も一 部 限 定 しなが

ら9月 に ど うにか 商 用 化 に踏 み 切 った 。 同省 で は,1984年5月 に新 システ

ム に切 り換 え,全 国 規 模 サ ー ビスを 実施 した い意 向で あ る。 同 省 は1986

年 末 に は,家 庭/企 業 合計 で100万 の加 入 者 を 見込ん で い る。
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皿 商 用 化 で 先 陣 を 切 っ たPrestel

皿一1開 発 経 緯

Prestelの ア イデ アが 英郵 電 公 社(BPO:現 在 は郵 便 が 分 離 して プ レス

テル はBT傘 下 にあ る)に 生 れ た の は1972年 。 当 時,電 話 お よ び カ ラ ー

テ レ ビの普 及 が 頭打 ち とな り,そ の対 応策 と して電 話 とテ レビを結び つけた新し

い情 報 サ ー ビスが模 索 され た。 っ ま り,電 話,テ レビ,デ ー タベ ー ス と い う

それ まで無 縁 だ った三 者を 連 携 させ るこ とによ って,新 しい情 報 サ ー ビス ・メデ

ィアが 開 発 され る こ とにな った。 これ に よ って,BT(BritishTelecom)

に とって は電 話 回線 の利 用増 にっ なが る し,電 気 機器 メ ー カーに と って は,ポ

ス ト・カラーテ レビ対 応 策 に もな る と い う目論 み で あ った。 従 って,開 発 当 初 は

家 庭 市場 がPrestelの 本 命 にな る と見 られ て いた(当 時 はPrestelと い う

名 称 で は な くViewdataと 呼 ば れ て い た)。

1978年6月 に は,ロ ン ドンな ど3都 市 で 実 験 が は じま り,さ らに同 年

10月 以 降 に は1,500の モニ ター(利 用者)が 参 加 して本 格 的 実験 とな った。

商 用化 は1979年3月 。Prestelの 名称 で ロ ン ドンの一 部地 区 の家 庭 を

対 象 と して サ ー ビスが提 供 され た。 同年9月 には,ビ ジネ ス ・ユ ーザ ー(企 業)

も含 め て 本格 的商 用 サ ー ビ ス とな った。

当 時,他 の各 国 はPrestelの 動 ぎに注 目 し,西 ドイ ツを は じめ技 術 導 入 と

い う形 で ビデ オ テ ックス開発 に乗 り出 した。 一 方,カ ナ ダや 日本 は独 自の ビデ

オ テ ック ス ・シス テム開 発 を進 め,国 際 規 模 で の 開発 レー スが展 開 され た。 こ

う した 中でPrestelは,先 陣 を 切 っ て商用 化 した こ とが 高 く評 価 され る 一 方,

各 国 にそ の 動静 を じ っ くり見 られ る とい う不利 あ る いは家 庭 よ り も ビ ジネ ス市

場 の方 が ビデ オテ ックス向 きで あ る こ とを 立 証す るな ど試 行 錯 誤 も繰 り返 して

きた 。
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表3Prestelの 開 発 経 緯

1970年 代 初 頭 ・一 ・… ビ ュ ー デ ー タ(Viewdata)の ア イ デ ア(BPO)

開 発 動 機

米 家 庭 に お け る 公 衆 電 話 網 の 利 用 促 進

米 ポ ス ト ・ カ ラ ーTVセ ッ ト対 策

米 汎 用 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 提 供

1975年9月 … … … 開 発 成 功 発 表

1978年6月 … … … ロ ン ド ン な ど3都 市 で 実 験 ス タ ー ト

1978年10月 … … … 本 格 的 実 験 ス タ ー ト 〔 モ ニ タ ー:1,500〕

1979年3月 … … …Prestel名 で ロ ン ド ン ー 部 地 区 で 家 庭 ユ ー ザ ー 対 象

に 商用化

1979年9月 … …… ビジ ネス ・ユー ザ ー含 め本 格 的 商用 化

皿・一一2ユ ーザ ー数

Prestel当 局(通 信 サ ー ビス担 当 マ ネ ジ ャー,R・ ダグ ル ビィ氏)に よれ

ば,1983年10月 時 点 の ユ ーザ ー数 は30,000。 内訳 は家 庭 ユ ーザ ーが

9,000(30%),ビ ジネス ・ユ ーザ ー2,100(70%)。1979年3

月 の 商用化(一 部 地 区 の み)の 際 は わず か700だ った。 当 初,Prestel当

局 は,家 庭 市場 へ の急 速 の普 及 を見込 ん で お り,1980年 まで50,000ユ

ーザ ー獲 得 を予 定 して い た
。 しか し,同 時 点 で の実 績 は わず か に7,400。 しか

も,そ の う ち家 庭 ユ ーザ ーは わず か1,000に 過 ぎ なか った 。

っ まり,こ の時 点 に お いて,Prestelは 失 敗 の 烙 印を押 され て も仕 方 の な

い状 況 に追 い込 ま れ た。 事 実,コ ンピュ ー タ施 設 や 人 員の縮 小 を実 施 して い る。

家 庭 ユ ーザ ー の数 が何 故 伸 び なか ったの か。 最 大 の理 由は,価 格 が 高す ぎた こ

とに あ る。 第1に,端 末 の価 格 が通 常 の カ ラ ーテ レ ビセ ッ トより400～600

ポ ン ド高 か った。 第2に 端末,電 話 料 金,情 報 料金 の合計 額 が,一 般 家庭 当 り
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年 間平 均200ポ ン ドに達 す る こ とが あ げ られ る。っ ま り,家 庭 に 普 及 させ る

に は,何 よ り も価格 を安 くで きな け れば 駄 目 とい う点 を立証 した こ とに もな っ

た 。1981年9月 に お いて も,ユ ーザ ー数 は11,500,こ の うち ビジネス ・

ユ ー ザ ー数 は9,800,即 ち85%と い う高 水準 を保 って いた。82年8月 にお

い て も,ビ ジネス ・ユーザー が 全体 の80%以 上 を 占めて いたが,83年10月

に 至 って,ビ ジ ネス ・ユ ーザ ーが70%と な った 。 つ ま り,家 庭 ユ ーザ ー の

比 率 が徐 々に増 大 傾 向 に あ る。Prestel当 局 の言 うよ うに,83年10月 の

家 庭 ユ ーザ ーが9,000世 帯 だ とすれ ば,82年8月 の3,000世 帯か らほぼ

1年 で3倍 増 を達 成 した こ と に な る。

30,000

25,000

20,000

15.000

10,000

5.000

1979年1980年1981年1982年1983年

』 角;胃 角 』 § 晋 』:角 晋 』 負 習 習

図4プ レ ス テ ル の ユ ー.一ーザ ー-tw推 移
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家 庭 ユ ーザ ー獲 得 の方 策 と して,PrestelはHomeLINK(ホ ーム ・リ

ン ク)と 称 す る エ レ ク トロニ ック ・バ ンキ ング/シ ョ ッピ ング ・サ ー ビスを打

ち出 して い る(サ ー ビスの項 参照)。 ビデ オ テ ックス ・シ ステムの 双方 向機 能

を 売 り もの に した トラ ンザ ク シ ョン ・サ ー ビスで これ が 家 庭 ユ ーザ ー に ア ピー

ル して い る と言 われ る。 も うひ とつTelesoftware(テ レソ フ トウ ェア)サ

ー ビス も ,家 庭 ユ ーザ ー獲 得 に一 役 買 って い る。 これ はパ ー ソナル ・コ ン ピュ

ー タの利 用者 を対 象 に した ゲ ー ム ・ソ フ トのサ ー ビ ス。 よ うや く家 庭市 場 とい

う当初 メイ ンに して い た分 野 を 開拓 しは じめ た訳 だ が,そ の テ ンポ は急 激 な も

の の,基 盤 自体 は依 然 小 さい。 ビデ オ テ ックス によ る家 庭 市場 の開 拓 ペ ースは

本来 が こん な もの な のか 。 あ るいは,Prestelの や り方 が まず か った のか 。

西 ドイ ツの ビル トシ ル ム テ キ ス トや フ ランスの テ レテル あ るい は わ が 国 の キ ャ

プ テ ンの場 合 は ど う な るか 。 これ ら シ ス テ ム が 本 格 商 用 化 した 後 の 家 庭 ユ ー

ザ ー獲 得 ペ ー ス と比 較 す れ ば興 味 深 い結 果 が 出 て くるだ ろ う。

一 方 ,ビ ジ ネス ・ユ ーザ ーの 中で は,① 輸 送/旅 行,② 流通,③ 金 融 の3部

門 に よる利用 比率 が 高 い。 ちなみ に,1981年9月 の,ビ ジ ネ ス ・ユ ーザ ー

9,800社 の うち,上 記 .3部 門 だ けで5,100社,即 ち52%を 占め て い る。

82年8月 に お いて も,13,800社 中7,000社(51%)と い う水 準 を保

って い る。

皿一3情 報 提 供 者(IP)と 情 報 量

PrestelのIPに は① ア ンブ レラIPと ② サ ブIPの2っ の タイ プ が あ る。

前者 はPrestel当 局 と直接契 約 して,デ ー タベ ー ス ・スペ ー スを取 得 す る大

手 の情報 提 供 業 者 。 後 者 は ア ンブ レラIPが 確保 して い る スペ ース の一 部 を 借

りる小 規 模IPの こと。

1983年10月 に お け るIPの 総 数 は1,100。 この うち ア ン ブ レ ラIPが100,

サ ブIPが1,000と な って い る01980年3月 に お いて は,IP総 数が約300で,

ア ンブ レラお よび サ ブ が共 に半数 ずっ あ った。 しか し,そ の後,ス ペ ース獲 得
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の料 金負 担 が重 い た めか,ア ンブ レ ラIPの 数 はむ しろ減 少傾 向 に あ る。

IPを 業 種 別 に 見 る と,圧 倒 的 に 多 い のが旅 行/レ ジャー分 野。 これ に政府

/公 機 関,小 売 り/流 通 な どの 分 野 が続 いて い る。

一 方
,蓄 積 され て い る情 報量 は,83年10月 で277,000ペ ー ジ。80

年3月 の15万 ペ ー ジか らほ ぼ倍 増 に な って い る。
ページ数

300.000

150,000

TP数

1500

1,000

500

吻 口

1980年1981年1982年1983年

3月6月12月3月6月9月12月3月8月10月10月

(ソ ー スlPrestel当 局)

図5プ レステルのIP数/情 報量推移

な お,Prestel当 局 に よれ ば,情 報 の内容 に関 して はIPの 良識 に まか せ

て い る との ことで,当 局 側 に よ るチ ェ ックはな い。 にせ 情 報 とか ポ ル ノ的 な も
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の な ど犯 罪 にか らむ よ うな情 報 は禁 止 して い る との ことで あ るが,

と ころそ う した 実例 は な い との こ とで あ った。

これ まで の

皿一4料 金 体 系

プ レステ ルの 料金 体 系 には,次 の3通 りが ある。

① エ ン ド ・ユ ーザ ーが プ レステ ル(BT)に 支払 うもの

② エ ン ド・ユ ーザ ーが 情 報提 供 業者(IP)に 支 払 う もの

③ 情報 提 供 業 者(IP)が プ レステ ル(BT)に 支払 うもの

以 上 を さ らに ブ レー ク ダウ ンす れば,① の 中身 と して は,④ 電 話 料 金,◎ 加

入 料金(定 額 料 金),◎ 利 用料 金 が あ る。 ② の 中身 は い わゆ る 情報 料 の こ と。

③ と して は,④ 登 録 料 金 と◎ 蓄積 料 金 が あ る。

な お,プ レス テル 当局 は1982年10月 に料 金 の改 定 を行 って い る。 そ の

内容 は以 下 の4点 。

① 家庭 ユ ーザ ー に定 額 料金制 新 規 導 入

② ビジ ネス ・ユ ーザ ー の定額 料金 引 き上 げ

(12ポ ン ド/四 半期 →15ポ ン ド)

③ 割 引 時 間帯 が無 料 へ(4ペ ンス/4分 →0)

④ 標 準時 間帯 の変 更,

この結 果,現 行 の利 用 料 金 は表4の よ うに,ま たIP料 金 は表5の よ うに な

った。
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表4Prestel利 用 料 金 表(1982年10月 改 定)

ビ ジ ネス ・ユ ーザ ー定額 料金 15ポ ン ド/四 半 期

家 庭 ユ ー ザ ー 〃 5ポ ン ド/〃

利 用料 金(プ レステル設 備 料金)

月 曜 ～金 曜 日8AM～6PM

土 曜 日8AM～1PM

上 記 以 外 の時 間帯

}・ ペ ンス/分

無 料

情 報 料 金 IPが 自由に設定(注1)

テ レ フ ォ ン ・ジ ャ ッ ク

設 置 費

レ ン タ ル

15ポ ン ド

15ペ ンス/四 半 期

電 話 料 金 通常の市内電話料金

(注1)情 報 料 にっ い て

ペ ージの右 上隅 に料 金 が表示 され る

米 情報 料 タ ダの とこ ろが多 い

米MetOfficeの 天気 予報4ペ ー ジ

米 通 常 の最 高額 は99ペ ンス

X特 定 な もの の最 高 は50ポ ン ド(コ ン ピュー タ によ る税 金 計算)
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表5フ 。レステ ル のIP料 金(1982年10月 改定)

登 録 料 金 5,500ポ ン ド/年 間

追 加 ペ ー ジ ・ レ ン タ ル(100フ レ ー ム 毎) 500ポ ン ド/年

CUGア ァ シ リ テ ィ 250ポ ン ド/年

,Sub-IPフ ァ シ リ テ ィ

(大 手IPか ら 借 り て い る ペ ー ジの 独 自編 集)

250ポ ン ド/年

追 加RFSキ ャパ シテ ィ(フ レー ム毎) 20ポ ン ド/年

追 加編 集 マ ニ ュ アル(1冊) 20ポ ン ド

編 集 装置(レ ンタル/リ ー ス/買 取 りあ り)

編 集 料 金

大手IPは な し

Sub-IP:月 ～金8AM～6PM

そ の 時間帯

8ペ ンス/分

8ペ ンス/4分

RF更 新 料 3ペ ン ス/フ レ ー ム

米 登 録 料 には以 下 の もの が含 まれ る

① 情報 入 力,修 正 お よびRF検 索用 の フ ァシ リテ ィ

②1・00フ レ ーム(ペ ージ)

③RF10ペ ージ分 の蓄積 キ.ヤパ シテ ィ

④ 編 集 訓 練(2日 間 のセ ミナ ー)

⑤IP編 集 マ ニ ュア ル1部

⑥ 年 間使 用 フ レーム のプ リン ト ・ア ウ ト(希 望 あれば)

⑦ 一 括 更新 用 ファ シ リテ ィ(希 望 あれば)

(尚,CUGグ ル ープむ け のIP登 録 料 は2,250ポ ン ド/年)

米

X

来

米

CUG:ClosedUserGroup

RFS:ResponseFrameStorage(ユ ー ザ ー がIPに メ ッ セ ー ジ を 送 る た め の ペ

ー ジ)

マ ニ ュ ア ル お よ び 編 集 料 金 以 外 は 全 て 付 加 価 値 税(VAT)の 対 象 に な る。

MrDugglebyに よ れ ばIP登 録 料 金 は5,000ポ ン ド/年,ペ ー ジ当 り5ポ ン ド/1

ペ ー ジ/年

ex.300ペ ージ登 録 して い るAmexの 場 合

5,000ポ ン ド+(5ポ ン ド×300)=6,500ポ ン ド/年

XIPか らの収 入 よ り も利用 者 か らの収 入 が大 きい(収 入額 は非 公表)
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皿 一5プ レ ス テ ル の 主 な サ ー ビ ス

プ レ ス テ ル は 商 用 化 後4年 に し て,よ う や く 多 様 な サ ー ビ ス ・メ ニ ュ ー を 整

備 し て き た 。 新 し い サ ー ビ ス の 中 で,特 に 注 目 さ れ る の が,既 述 し たHome

LINK。 こ れ はNot・tinghamBuildingSociety(NBS:住 宅 購 入 ロ

ー ン 会 社)
,ス コ ッ ト ラ ン ド銀 行,ト ー マ ス ・ ク ッ ク 旅 行 会 社 と フ。レ ス テ ル を

接 続 し,い わ ゆ る エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・バ ン キ ン グ/シ ョ ッ ピ ン グ を 行 う も の 。

こ の 他,Micronetと 称 す る テ レ ソ フ ト ウ ェ ア や,ビ ジ ネ ス ・ユ ー ザ ー 対 策

と し て 第 三 者 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー や デ ー タ ベ ー ス と の ゲ ー ト ウ ェ イ 機 能 も

拡 張 して い る 。 ま た,プ ラ イ ベ ー ト ・プ レ ス テ ル と 称 す る い わ ゆ るCUG(ク

ロ ー ズ ド ・ユ ー ザ ー ・グ ル ー プ)サ ー ビ ス も 人 気 を 集 め て い る6

プ レ ス テ ル の 主 な サ ー ビ ス を 整 理 す る と,次 の6種 類 と な る 。

(1)HomeLINK(ホ ー ム ・ シ ョ ッ ピ ン グ/バ ン キ ン グ ・サ ー ビ ス)

'NottinghamBuilding

Society(NBS)

①

来BuildingSocietyは 住 宅 購 入 時 の ロ ー ン会 社 で 全 国 で200

社,NBSは 中 堅 ク ラ ス

ホ ー ム ・一シ ョ ッ ピ ン グ

。本

。電 気 機 器

。 ワ イ ン/ウ ィ ス キ ー

。 ス ー パ ー(検 討 中)
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②

× 配 達 斜 な し

*48時 間 以 内 に 配 置(ス ー パ ー は 同 日 中)

エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・バ ン キ ン グ

。NBSお よ びBOS間 のEFT(ElectronicFundsTransfer)

。NBSお よ びBOS口 座 確 認

。NBS支 店(300ケ 所),ThomasCookTravelShops(全 国

規 模),BarclayBankCashDispenser(500台)か ら 現 金

引 き お ろ し

米1日 に っ き50ポ ン ドま で

米 手 数 料 な し

。オ ー ク シ ョ ン(せ り 市ex,中 古 車 を 売 り た い 時)

。予 約(Thomasdook)

HomeLINK加 入 料金NBSに 最 低1,000ポ ン ドの 口座 開 設

(2)旅 行 案 内

① 予 約

。航 空会 社 の コ ン ピ ュー タ とゲ ー トウ ェ イ接 続

(ex.PanAmericanだ け で400の 航空 会 社 の フ ライ ト情報 を

保 有)

。予 約 は旅行 会 社 の み が 可(家 庭 は ダ メ)

(現 在 旅行 会 社600社 が 利 用)

。"Skytrack"フ ラ イ ト情 報/予 約

② 旅 行 総 合 イ ンデ ッ クス

。鉄 道

。ホ テ ル

i。t。.
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(3)電 子 メ ー ル

。 メー ル ・ボ ッ ク ス ・サ ー ビ ス

米1981年9月 実 験 ス タ ー ト

米1982年1月 本 サ ー ビ ス 開 始(ロ ン ド ン地 区)

米1983年 以 降 全 国 化 予 定

(4)Micronet

。 テ レ ソ フ ト ウ ェ ア

,(5)CUG(ClosedUserGroup)orPrivatePrestel

シ ン ジケ ー トCUG 特 定 の専 門 家or特 定 業種 分野 にの み 開 放

ex・ 旅 行 代 理店,低 学,法 律

企 業 内CUG

(プ ライ ベ ー トCUG)

特定企業 とその従業員,関 係者 のみ加入可

ex・ 小売業者 の在庫管理

(6)ゲ ー ト ウ ェ イ(第3者 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ーorDB)

ゲ ー トウ ェ イ機 関 名 ビ ジ ネ ス

FriendsProvidentLife 保険会社

Baric 計 算 セ ンタ ー

Aregon/]MilLs&Allen 通信会社

Fintel/UCSL ビジネ ス情 報 計 算 セ ンター

Barclays 銀 行

Horizon ツ ア ー ・ オ ペ レ ー タ ー

EuropeanFerries フ ェ リ ィ ・ オ ペ レ ー タ ー

ThomasCook 旅 行 エ ー ジ ェ ン ト

ThompsonHolidays ツ ア ー ・オ ペ レ ー タ ー

BL モ ー タ ー ・ メ ー カ ー

AmericanExpress ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド会 社

HatfieldPolytechnic 教育機関

(ソ ー ス:フ ィ ナ ン シ ャル ・タ イ ム ズ)
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皿一6そ の 他

(1)ネ ッ トワー ク

プ レステ ル の ネ ッ トワークは,重 複配 置 型 ネ ッ トワーク(図6)か らPANDA

と称 す る新 しい ネ ッ トワ ー ク(図7)へ 移 行 しつ つ あ る。重 複 配置 型 で は,

各 地 の情 報検 索 セ ン タ ー(IRC)に,中 央 の 更新 セ ン ター(VDC)と 同 じ

内 容 の情 報 が 蓄 積 され て い た 。 こ の た め,ス トレーヂ容 量 を か な り必 要 と

す る し,ま た,余 り使 わ れ な い 情 報 も常 にIRCに 蓄 積 され て い る こ と に

な る。 つ ま りは 無 駄 が 多 か った 。

PANDA(PrestelAdvancedNetworkDesignArchitecture)

で は,プ レステル 情 報 セ ンター(PIC)に 全 情 報 を貯 えて お き,プ レステ

ル ・ユー ザ ー ・セ ンター(PUC)にca .利用頻度 の高 い情報 を入 れ て お く。

も し,PUCに 必要 とす る情報 が無 けれ ば,PICに ア クセ ス して取 って く

る訳 だ 。従 って,ネ ッ トワー クど して め効率 が非 常 に高 くな る。

(2)組 織

プ レス テル は組 織 的 に は,BT(BritishTelecom)の 一 部 門 とな っ

て い る。 プ レステル 当 局 に よれ ば,要 員 は150～200人 。 また,シ ス テ

ム運 用 業 者 と して の プ レステル の本 来 業 務 は,① 電話 回線 運 用,② イ ンター

フ ェ ース設 定,③ コ ン ピュー タ ・セ ン ター運 用 の3種 。

なお,コ ン ピ ューー今夕 ・セ ンタ ーは 現在,ロ ン ドン5,バ ー ミンガ ム2の 計

7ケ 所 。

(3)端 末

端 末 と して は,① 家 庭 用 テ レビ,② 専用 テ レビ,③ パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ

ー タの3通 りが利 用 で きる。

家庭 用TVに は ア ダ プ ターが必 要 にな る。価格 は当 初300ポ ン ドも して

いた が,現 在 は95ポ ン ドと3分 の1に な って い る。 専 用TVで は ソニ ーが

有 力 メ ー カーで あ り,値 段 は14イ ンチ ・カ ラー の場 合220ポ ン ド/年,

22イ ンチ ・カ ラーの場 合 で300ポ ン ド/年 。
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一
な お,プ レステ ル との イ ン ター フ ェー ス仕 様 は,セ ッ ト・メー カ ーに は無

料 で 提供 されて い るが,こ の他 の場 合 で は20ポ ン ドと格 安 に入手 で き る。

PSTN
1200/75
bit/s

S∀

線

コ
ユ品

25

用

銘

瓦

専

PSTN
1200/75
bit/s

PSTN:

IRC:

UDC=

PublicSwitched・TelephoneNetwork

InfqrmationRetrievalCenter

UpdateCenter

図6プ レス テル の重 複 配 置 型 ネ ッ トワー ク

PAC

フ レ スァ ル

管 理 セ ン タ

般
ユ ー ザ

PIC

フ レス ァル

情 報 セ ン タ

般
ユ ー ザ

て
報

ムー

べ
情

レ

す

の

フ

TPD

外 部 デ ー タ
ベ ス

パ ケ ッ ト交 換 網

PUC
プ レ ス テル
ユーザ センタ

般
ユ ーザ

報

の

情

ム

の

一

一

部

レ

ピ

ー
フ

・コ [ll欝〕

PIC

PAC

PUC

TPD

PrestelInformationCentre

PrestelAdministrativeCentre

PrestelUserCentre

ThirdpartyDatabase

出 所:「 施 設 」34巻4号

図7PANDA構 成 図
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IV電 子 電 話 帳 で 普 及 を ね ら うTeletel

フ ラ ンス の ビデ オ テ ック ス ・シ ス テ ム 開発 は,テ レマ テ ィク と呼 ば れ る国 家

規 模 の 電 気通 信 産業 育成 策 の一 環 と して位 置 づ け られ て い る。 テ レテル は電 子

電 話 帳(AnnualElectronique・)お よ び スマ ー ト ・カ ー ド(SmartCard)

とい う特 色 を備 えて お り,プ レス テル や ビル トシル ム テキ ス トとは,違 っ た方

向 を 打 ち出.して い る。

電 子電 話 帳 とい うのは 従 来 の紙 の電 話 帳 に と って 代 わ る もの で あ り,① 紙 の

コス ト高 の 回避,② 電 話利 用 の拡 大 と い う一 石 二 鳥 を ね ら って い る。 本 来,テ

レテル とは 別 の プ ロジ ェ ク トと して 開発,実 験 が進 め られ て きた が,仏PTTは

この電 子 電 話 帳 サ ー ビ スを テ、レテル の 中 に統 合 す る こ とに して い る。 これ は 単

にサ ー ビス の統 合 に と どま らず,ミ ニ テル と称す る簡 易 端 末 を 大量 にば ら ま く

ことによって・ テレテノレ端 末を あらか じめ醐 させて しまお うとい う肪 い も

込 め られ て い る。

以 下,テ レテル ・プ ロジ ェク トの担 当 者 との イ ン タ ビ ュ ーお よび 同 プ ロジ ェ

ク ト関 連 文 献 を も とに,テ レテル の動 向 を と りま とめ る。

IV-1テ レテ ル ・シ ス テム の 構成 と特色

テ レテル ・シ ステ ムは 以 下 の 各 要 素 に よ って 構 成 されて い る(シ ステム構 成 に

つ い て は 図8を 参 照)。

(1)ユ ーザ ー ・ター ミナ ル

*ス タ ン ドア ロ ン型 の ビデ オ テ ック ス ・ター ミナ ル

*標 準 の 家 庭 用TVセ ッ ト+ア ダ プ タ(モ デ ム,デ コーダ+キ ーボ ー ド),

それ ぞれ 組 み込 まれ て い るか 又 は 外付 け され る。

② 交 換 網

*電 話 回線 網 の利用

*デ ー タ網 の利 用(例:X25パ ケ ッ ト ・スイ ッチ ン グ ・ネ ッ トワー ク)
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図8テ レ テ ル ・ シ ス テ ム 概 略 図
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(3)デ ー タベ ー ス と イ ン タ ラ クテ ィブ ・サ ー ビス用 コン ピ ュー タ

ビジ ネ ス用,又 は一 般 用 の情 報 と インタラクテ ィブ ・サ ー ビス(例:事 務 処

理,予 約,電 話 シ ョ ッピン グ,計 算,電 子 郵便)

(4)イ ン タ ー フ ェー ス用 のデ バ イ ス

これ らは異 な る ネ ッ トワ ー クを 接続 す るた め の機 器 で あ る。 例 え ば通 常 の

電 話 回 線 やパ ケ ッ ト ・ス イ ッチ 回 線を ユ ーザ の ター ミナ ル に接 続 す るの に使

わ れ る。 これ らは ビデ オ テ ックス用 の コ ネ ク タ と"DistributedGate-

way"を 含 ん で い る。

(5)編 集 用 ター ミナル

これ らの機 器 は フ レー ムを 作 った り更 新 した りす るの に使 わ れ る。

次 に,テ レテル の技 術 的 特 色 を整 理 す る と次 の よ うにな る。

*パ ター ン(テ キ ス トと グ ラ フ ィ ック)は24ラ イ ン ×40コ ラム の ス ク

リーン に表 示 され る。

*画 像や 背 景 を 表 わ す の に8色,8ポ イ ン トの 濃 淡 レベル を 使 うこ とが で

き る。

*パ ター ンは,強 く光 るよ うに 指定 す る こ と もで き る。

*文 字 は アス キ ーの規 格(7+1ビ ッ ト)に 基 づ いて い る。 特 殊 文 字二も使

用 で き る他 文 字 の サ イ ズは変 更 可 能 で あ る。

*グ ラフ ィ ッグは モ ザ イ ク と呼 ば れ る2×3の ブ ロ ックマ トリッ クス に基

づ いて 定 め る こ とがで き る。

*モ ザ イ クは それ ぞれ ス ク リー ン上 の1っ の キ ャ ラ ク ター ・セル の領域 を

占 め る こ とがで き る。

これ らの 特性 は 大 部分ANTIOPEの 規格 に基 づ いて 決 め られ て い る。

ANTIOPEは,フ ラ ンス のFrenchTelecomAuthorityとBroadcast

Authorityの 合 同 の 研 究 セ ン タ ーで 開発 され た もの で あ る。 この 同 じANTI

OPEの 規 格 は,テ レテ キ ス ト技 術 に も使 われ て い るか ら,ユ ーザ ー ・タ ー ミ

ナル の デ コー ダは,イ ン タ ラ クテ ィブ ・ビデオ テ ックス ・サ ー ビス と,片 方 向
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の テ レテ キ ス ト・サ ー ビ スの ど ち らに も利 用 す る こ とが で きる。

さ らに最 近 にな って これ ら2っ の技 術 は組 み合 わ さ り,フ ラ ンスでINTEL-

TEXTと 呼 ば れ るCATVの フル チ ャン ネル にお いて(あ るい はoff-airで)

機 能す るハ イ ブ リ ッ ド ・シ ステ ムが作 られ て い る。

片 方向 テ レテキ ス ト 双方 向 ビデオ テ ック・ス

(・・・・…)
.(Tele'e1)

麟 麟

)
》

デ コー ダー

アル ファ ニ ュー メ リック

キー ボー ド

(出 所 ・T・1…IV・d…ex・ ・…1・ ・・・・・・…ance)

図9Antiope/Telete1統 合 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン
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IV-2テ レテル の サ ー ビス ・メニ ュ ー

フ ランス の ビデ オ テ ック ス技 術 だ け が 有 して い る 「DistributedGateway

ア ーキ テ クチ ャー」 に 基 づ いて 情 報 が 最 終的 に 蓄 え られ る こ とにな る。

文 書 キ ー ワ ー ドや ニ ュー メ リック・サ ーチ に よ る高 速 で 簡 単 な情 報 ア クセ ス能

力が あ る。 また これ は 基 本 的 な 木 構 造 の サ ーチ技 術 を 補 って い る。

エ レク トロニ ック ・メー ル ボ ック スお よび トラ ンザ クシ ョン ・サ ー ビスが あ

って,FrenchTelematiqueIndustryに よって 開 発 され た ス マ ー ト ・カ

ー ドに よ るテ レシ ョ ッピ ン グの 機 能 を 含 んで い る。

(1)ニ ュ ー スお よび 一 般 的 な 情 報 サ ー ビス

Telete1ビ デ オ テ ッ クスは 新 聞,そ の他 の 出版 社 に と って 強 力 な手 助 け

に な る。 これ はす べ て の 伝 統 的 な新 聞情 報 へ の ア ク セス を 可 能 に して い る。

即 ち

*ホ ッ トニ ュー ス

*ニ ュ ース の概 要

*ス ポ ーツ の結 果

*映 画,劇 場,TVフ 。ログ ラム

*地 方 の社 会情 報

② 旅行,ツ ア ー,レ ジ ャ ー

時 刻表,エ ン ター テ イ メン トの ガ イ ド,そ して ホ テル や レス トランの リス

トに 加 えてTelete1は 他 の重 要 な役 割 も提 供 して い る。 これ は予 約 を,ア

ル ファニ ューメ リックの キ ーボ ー ドを 使 って ホ ス トのデ ー タベ ー ス に直 接書 き

込 む 能 力で あ る。

座 席 や 旅 行パ ッ クが ま だ空 いて い るか な ど の情 報 は,各 自の コン ピ ュー タ

を 情 報 源 と して使 い,ま た予 約 を取 る ため に使 うこ とで,必 要 とあ れ ば時 間

単 位 で 最 新 の情 報 を 保 つ こ とが で き る。

(3)コ マ ー シ ャル と金 融 部 門

デ パ ー トは お客 にそ の 日の バ ーゲ ンや製 品 の在 庫 が あ るか ど うか にっ いて
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知 らせ る こ とが で き る。

郵 便 で 注文 の カ タ ログ を送 る会 社 もこれ と同様 の情 報 を 送 る こ とが で き る。

また さ らに各 家庭 の ター ミナル か ら直接 注 文 した り買物 をす るサ ー ビス も提

供 で き る。

保険 会 社 は,顧 客 に 契 約 の 個 人 ご との 条 件 をTeletelを 通 じて 質 問 と解 答

の会 話 形 式で 教 え る こ とが で き る。 銀 行 は,パ ス ワ ー ドに よる保 護 か,ス マ

ー トカ ー ドめ高 い安 全性 の も とで ,顧 客 に 個 人 の預 金 高 な どの情 報 を ダ イ レ

ク トに与 え る こ とが で きる。 加 え て,資 金 の移 転 は この 同 じ安 全 性 の条 件 の

もとで 行 う こ と が可 能 で あ る。

(4)教 育,

Telete1の も とで は,生 徒 と シス テ ムの 間 で完 全 な 会 話形 式 の や り取 り

が可 能 で あ る。 生 徒 は,教 育 プ ロセ スを,自 分 の 能 力 の レベル に見合 った も

のに選 ぶ こ とで,活 発で ダイ ナ ミ ックな教 育 シス テ ム の一 員 を演 じる こ とが

可能 に な る。 プ ロ グ ラ ム は,テ ス ト,質 問 とそ れ に 関 す る解 答を 合 わせ て作

られて いて,さ ら に 自動 的 に理 解 が不 足 して い る部 分 を 手 助 けす るた め 説明

の補 足 を 行 う機 能 も持 って い る。

㈲ 行政 の 分野

人 々の 日 々の生 活 に必 要 で 役 に立つ 情 報 の量 は 日増 しに 増 えて いて,ま た

この情 報を 最 新 の もの に更 新 して い くこ とが 重 要 な 問 題 に な って きて い る。

Telete1ビ デ オ テ ックスで は,1っ の ター ミナル か ら,こ れ らの タイ フ。の

情 報 の 多 くの異 な った ソー ス に ア クセ スで き る よ うにす る こ とで,こ の問題

を解 決 して い るo

(6)ビ ジ ネ ス上 の応 用

今 日の ビ ジ ネス 社 会 にお いてで さ え,大 多数 の 人 々はデ ー タ処理 や そ の特

別 な言 語 には あま り親 しん で いな い。 そ の 結果 これ らの シ ス テ ムの 強 力 なパ

ワ ーが本 来 生 み 出す こ とがで き る利益 は低 く制 限 され て しま って い る。

Telete1で は,使 い やす さ とオ フ ィス の一 般 的 な環 境 へ の 視野 を 広 げ る
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こ とで,こ のよ うな事 態 を 打 解 しよ うと して い る。

パ ス ワ ー ドに よ って 保 護 され た 情 報 ヘ ア クセ スす るこ とは 現 代 の 企業 に と

って 重 要 な こ とで あ る。 社 内 の 目録,会 議事 項,休 日の ス ケ ジ ュール,電 子

郵 便,そ の他 … … これ らのす べ て は,そ の シ ス テ ム用 にTeletelデ ー タベ ー

スを 備 え付 け,あ る いは そ の会 社 のす で にあ る コン ピュ ー タを サ ー ビス網 に

含 め る こ とに よ って 完 全 に 利 用で きる よ うにな る。

Telete1Videotexdatabaseを 作 った り更 新 した りす る ときの 簡 便

さは,多 くの企 業 で そ の 日々の 問題 を解 決 す るの に役 立 っ こ とに な る。 ビジ

ネ ス フ ァイ ル,図 表,そ の他 何 らか の 指針 とな る ものを 急 に利 用 す る必要 が

生 じた経 営 者 か ら,欠 席 や そ の キ ャ リア のデ ー タに よ る給 与 の チ ェ ックを 行

う 人 事 の 管 理 者 に至 る まで,Telete1ビ デ オ テ ックス は1っ の 有 効 な 回

答 を 用 意 して い る。

N-3電 子 電 話 帳

Teletelビ デ オ テ ックス技 術 に基 づ いて,フ ラン ス電 気通 信 管 理 局 は1978

年 に そ の 型 式 と規 模 にお いて他 に例 を見 ない 開発 プ ロジ ェ ク トに着 手 した。 こ

の プ ロ ジ ェク トは今 や 現 実 の もの とな り,1982年 には 加 入者 用 の大 きな デ ー

タベ ー ス も含 めて 完 熟 期 に到 達 した。 こ のデ ー タベ ー スは,名 前,住 所,電 話

番号 そ して 職業 を 含 む 情 報 か らな る"WhitePage"を 持 って い る。"Yellow

Page"に は トピ ックや 商 業,職 業 の リス トが 載せ られ て い る。 ま た,一 般 的

な 管 理 機 能 用 の フ ァイル も有 して い る。

こ の よ うな 高度 なデ ー タベ ー スを 作成 す る こ とが いか に複 雑 で あ るのか を 示

す 例 と して 次の こ とが あげ られ る。 現 在 フ ラン スで 発行 され て い るイ エ ロー ・

ペ ー ジは,4,500も の トピ ック スを 含 んで い る。 も し同義 語 の 問題 も考慮 す れ

ば,こ れ は9,000ト ピ ッ クス以 上 に ーまで拡 大 す る。 例 えば,医 療,健 康,病 気,

手 当 て な どは す べて 同義 語 で あ る。 さら に付 け加 え るな らば,関 連 性 のあ るキ

ー ワ ー ドの 「フ ァ ミ リー」 や グル ープ を 作成 す るた め に は論 理 的 な っ な が りを

一43一



確立 して お く必 要 が あ る。 例 えば,車,取 り扱 い業 者,ガ レー ジ,修 理 店,部

品 ア ク セサ リの供給 会 社 な どが 互 い に 関連 して い る。 異 な ったユ ーザが 勝 手 な

エ ン トリーポ イ ン トか ら情 報 検 索 を 行 う こ とに な る。 「ミック ス ウ ェ ア

米
("Mixware")」 が特 に フ ラ ンスで 開 発 され,こ れ らの ラン ダム な エ ン トリの

要 素を うま く調 整 す る よ うに 設計 され て い る。

*Mixwareは フ ラン ス,パ リの 「OFFICEd・ANNONCE」 の トレ ー ド

マ ー クで あ る。 特 に専 門 的で な いユ ーザ に もサ ー ビスを 提 供す るた め ,シ ス

テ ム は例 えば 人 名 や 地 名 のっ づ りの 誤 りな ど の 「orthographic」 の 問 題

に対 して も うま く対 策 を立 て なけ れば な らな い。 同様 に,最 初 に指定 した エ

リア にお いて 要 求 され た人 名 や 職業 を捜 し出す こ とに失 敗 した と きに は,エ

リアを 拡 張 して 近 接 した場 所 も捜 せ る よ うにで き る機 能 もユ ーザ に与 え られ

て い る必 要 が あ る。

これ は ま さ しく 「ユーザ ー ・フレン ドリ(ユ ーザ が な じみや す い)」 な,柔

軟 性 に 豊 ん だ機 能 で あ って,同 様 の ソフ トウェア上 のア ーキ テ クチ ャを 必 要 と

す る他 の ビジ ネ ス の アプ リケー ションにおい て も,先 に 示 した大 き な利 点 を 提

供 す るこ とに な る。 例 えば,

郵送 カ タ ログ の フ ァイ ル ー 郵 便 に よ る注 文 を行 う業 者 は典 型的 な 「非 専

門 的 な 」 ユ ーザ ーの 部 類 に 入 る。

ク レジ ッ トの保 証 一 小 売 やガ ソ リンスタ ンドの従 業 員 は ター ミナル を 操 作

で き る。

ク ラス参 照 用 フ ァイル ー 事 務員 は,一 般 的 に次 の よ うなフ ァイル に規 則 的

に ア クセ スす る必 要 が 生 じる。

●顧 客 の リス ト

・移住 の チ ェ ック

・部 品 の 目録

・在 庫 の フ ァイル,そ の他 ,な どで あ る。

これ らの ア プ リケ ー シ ョンはす べ て 共 通 に,見 出 し,副 見 出 しを持 ち,ア
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ル フ ァベ ッ トや数 値 の フ ィール ドを サ ーチ す る の に本 質 的 に必 要 とな るパ ラ

メー タや,一 連 の 同心 円状 のサ ーチ領 域 を 有 して い る。 これ らは,ち ようど

電 子 目録 の 応 用 の場 合 と同 じよ うに,ユ ーザ の側 に お いて,ρ づ りの誤 りや

不 完 全 な 記述 を起 こ しや す い。 本 質 的 に巨 大 な 電 話 加入 者 の 中で 生 じるこ の

よ うな 問題 を解 決 す る こ とがで きるソフ トウェアは,ど う して も上 にあ げ た い

くっ か の例 の リス トの 中で 示 され た要 求 を,謙 虚 に満 た す もの に な らざるを

得 な い。

1V-4テ レ テル ・タ ー ミナ ル 一 夕ーミナルの多 様 性 が 特 色

テ レテル ・ビデ オ テ ック ス の タ ー ミナル の機 種 は 幅広 く開発 され,極 端 に コ

ス トの低 い小 さな 白黒 の デ ィスプ レイか ら大 きな ス ク リー ンの ス タ ン ドア ロ ン

タイ プ の プ ロ用 の フ ロ ッピ[デ ィス クを 装備 した編 集 ター ミナル に至 る まで 用

意 され て い る。 本 来,ど の ビデ オ テ ックス ・シ ス テ ムで あ って も2っ の タイ プ

の タ ー ミナル の フ ァ ミ リが 用意 され て い る。 ユ ー ザ ・タ ー ミナ ル お よ び よ り

高 度 で カ ス タマ ナ イ ズ され た編 集 ター ミナル で あ る。(注 意:単 純 なユ ーザ タ

ー ミナル で もイ ン タ ラ クテ ィ ブな プ ロ グ ラム を 使 って ペ ー ジ の 作 成 を 行 う こ

とは で き る。 しか し大 量 の ボ リュー ムの ペ ー ジの 作成 に は適 して いな い。)

(1)ユ ーザ ・タ ー ミナ ル

2っ のバ ー ジ ョンが 使 用 可 能 で あ る。

基 本 的 バ ー ジ ョン 通 常 のTVセ ットの ア ンテナ 端 子 に接 続 可 能 な 外付 け

用 の ビデ オ テ ッ クス ・ア ダ プ タ,カ ラーで も白黒 で もよ い。

1200/75BPSの 同 期 式 の全2重 のモ デ ム,リ モ ー トコ ン トロール(赤

外線 の)付 きの アル フ ァニ ューメ リックの キー ボー ド。 これ は 大 文 字,0～9

の数 字,8個 の符号 と算 術 用 の記 号,10個 の コ ン トロ ール ・キ ーそ して 内

蔵 され た ダ イ ア リン グの 機能 を持 って い る。

Antiopeの ビデ オ テ ソクス の標 準 タイ プは デ ィスフ。レイ と コー ドの伝 送

の 両 方 に使 わ れ る。

一45一



ス タン ドア ロ ン ・タイ プ の 電 子 目録 タ ー ミナル 。 こ のユ ニ ッ トは,ビ デ オ

テ ックス の8色 に相 当す る6ポ イ ン トの 濃 淡 レベ ル(こ れ に加 えて 黒 と白)

の 白黒 のデ ィス プ レイ を提 供 して い る。 これ は,8(又 は12)イ ンチ の ス

ク リーン と内 蔵 の(叉 は 本体 か ら離 して 使 うこ とが で き る)キ ー ボ ー ドを 持

って い る点 を 除 け ば,基 本 的バ ージ ョンの タ ー ミナル と同 じで あ る。

これ は また,デ ィス プ レイ と伝送 の特性 に,Antiopeの 標準 の仕 様 を 使

って い る。 また基 本 的 な カ ラ ー ・デ コー ダ ・ター ミナル と完 全 に コンパ チ ブ

ル とな って い る。

キ ー ボ ー ドの レイ ア ヴ トは 慣 習 的 なQWERTYか 又 はABCDの アル フ ァベ

ッ トの レイア ウ トの ど ち らで も有 効で あ る。

ユ ー ザが この よ うな タ ー ミナ ル に強 い関 心 を抱 いて い る こ とは,電 気 通 信

管 理局 が これ らの タ ー ミナル を 電 子 目録 のプ ロ ジ ェ ク トの ため に30万 台注

文 して い る こ とか ら も明 らか で あ ろ う。 注 文 数 の トー タル は今 で は50万 台

に達 して い る。

この よ うに規 模 が 大 き くな る こ とに よる経 済 性 は,こ の ター ミナルの 生産 に

とって コス ト的 に大 きな 利 益 を もた ら して い る。 そ して この こ とが,世 界 の

他 の似 た モデル との 競 争 上 有 利 な 条件 を生 み 出 して い る。

(2)編 集 用 ター ミナ ル:フ ァイル とペ ー ジの 作成

フ ラ ンス の メー カ は2っ の主 なバ ージ ョン の ター ミナル を 開発 して き た。

これ らは顧 客 向 け に ペ ー ジ の作 成 や編 集 の プ ロセ ス の効 率 を 向上 す るよ うに

設計 され て い る。 こ れ らの ター ミナル は ま た 処 理 を 行 った ペ ー ジの 最終 的

な チ ェ ック を 行 うた め に プ ロ ダ ク シ ョ ン ・デ ー タベ ー ス に ア クセ ス す る メ

カニ ズ ム も備 え て お り,ユ ーザ アクセス ・タ ー ミナル と して2重 の能 力 を 提供

して い る。

(3)編 集用 キ ー ボ ー ド

この デ バ イ ス は1200/75ボ ー の モデ ム を装 備 して い て 標準 の電 話 線 を

使 って 中央 の シ ス テ ム の ポー トにイ ンターフェースす る こ とが 可 能 に な って い
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る。 ま たAntiopeビ デ オ テ ックス とTTYプ ロ トコル の 両者 を サ ポ ー トし

て い る。 これ は拡 張 機 能 を 持 った キ ーボ ー ドと して 設計 され,デ ィスプ レイ

のた め に標 準 の カ ラー と,白 黒 の テ レビを 利用 で きる。 テ レ ビへ の接 続 は ア

ンテ ナ端 子 を 使 って 行 わ れ る。

この ター ミナル は オ ン ライ ン利 用 を 意 図 して 設 計 され,オ フ ライ ン用 の デ

ー タ蓄積 機 能 とイ ンテ リジ ェ ンス は持 って い な い。 中央 の シ ス テ ム の メモ リ

とデ ィス クが,フ ァイル 作成 の 間 の ペ ージ ・ス トー レ ッジ と して,ま たサ ー

ビステ ス トのた め の一 時 的 な デ ー タベ ース と して 働 く こ と に な る。

(4)Micro-basedの オ フ ライ ン編 集 用 ター ミナル

ペ ー ジ の 作 成 を 行 う所 で は 少 な く と も1つ は これ らのデ バ イ スを 持 つ べ

きで あ る。 この デバ イ ス に よ っ て ペ ージ 作成 者 が 使 用 で きる機 能 の レパ ー ト

リーが 増え,複 雑 な画 像 のペ ージの 作成 の 効率 を 大 いに 高 め る こ とがで き る。

この シ ス テ ムは 先 に述 べ た キ ー ボ ー ドを シ ス テム の一 部 と して 使 っ て い るが,

情報 や イ メ ージ の処 理 能 力 は 大 い に高 め られ,同 時 に2つ の フ ロ ッ ピー デ ィ

ス クの ドライ ブに接 続 され て い る。

この ター ミナル を使 って ペ ー ジ 作成 者 は全 く新 しい画 像を 作 成 す る こ とも

で き る し,既 に作 られ た グ ラ フィ ックス を1つ,2つ 修 正 した り組 み合 わせ

る ことで,1っ の画 像を 作 り出す こ と もで きる。 ク リップ ・ア ー トの機 能 を

持 っ た ビデ オ テ ックス の1種 と して 位 置付 けて も よい。 オ プ シ ョンの装 置 を

取 り付 け る こ と もで き て,さ らに ペ ー ジ作成 機 能 を 高 め る こ と も可 能 で あ る。

例 えば 白黒 の テ レビカ メ ラの イ ンター フェースを 使 うこ とがで きて,ハ ー ドコ

ピー の画 像 に 焦点 を 合 わせ れ ば,そ れ をTeletelビ デ オ テ ックス の フ ォ ー

マ ッ トに変 換 し,そ れ を ア ー テ ィス トは 彼 の仕 事 の 土台 にす る こ とがで き る。

この よ うに して 初 期 画像 を レイ ア ウ トす る時 間を か な り節 約す る こ とが で き

る。
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IV-5テ レ テ ル の2大 実 験 プ ロ ジ ェ ク ト

1978年 に,テ レ テ ル の 重 要 な2つ の 実 験 計 画 が 策 定 さ れ た 。1つ は パ リ近

郊 の ベ リ ジ ィ(Velizy)地 区 な ど で 行 わ れ る こ と に な っ た,い わ ゆ るTele-

tel3V実 験 。 も う1つ は フ ラ ン ス 西 部 の イ ル ・ エ ・ ビ エ ー ヌ(Ille-et-

Vilaine)地 区 で 行 わ れ る 電 子 電 話 帳 の 実 験 で あ る 。

W-5-1テ レ テ ル3V-Velizy実 験

この実 験 の 目的 は,異 な った社 会,文 化,経 済 そ して 技 術 の組み 合 わせ が,

Teletelと い う新 しい媒 体 に お いて どん な意 味 を 持 つ か とい うこ とを現 実 に

評 価 す るこ と にお かれ た。

この試 み はVelizy,Versailles,Buc.Jouy-en-Josas'と,Les

Legesの 町 で 実 施 され た。3Vと い うの はVersailles,Velizy,Val

deBievreの3地 区 の頭 文 字 を 意 味 して い る。 参 加 者(2,500世 帯)は,

8,000の ボ ラ ンテ ィア の 中 か ら選 ば れ た。

評 価 の基 準 は,昔 か ら この種 の テ ス トに対 し使 わ れ て き た もの と同 じで あ る。

す な わ ち,

社 会 的 な職 業 の カ テ ゴ リ

世 帯 主 の年 齢

家 族構 成

テス トは1980年 の3月 に始 め られ,2年 間 を 目標 と した。

さ らに500の タ ー ミナル が サ ー ビスの提 供 者 の オ フ ィス とプ ロジ ェ ク トチ

ー ム ,そ の他 に設 置 され た。

(1)実 験 の特 色

サ ンプル に選 ば れ た 各 家庭 は,自 由 にTeletelの ビデ オ テ ックス の ア ダ

プ ターを 手 に入 れ られ る。 これ は既 に あ るテ レ ビの受 信 機 と,電 話 線 との接

続 の仲 介 を な す 。 通 常 の電 話 接 続 でTeletelビ デ オ テ ックス ・シ ステ ム に

ア クセ スす る場 合 に は,そ のIDは,要 求 して い る サ ー ビス と実 際 に接続 を
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行 う前 に,自 動 的 に シ ス テ ムが 質 問 して くる よ うにで きて い る。半 フ ラン

ス ・フ ラ ンの 料金 は,利 用者 とシ ステ ム(遠 隔 の ホ ス トも含 あて)の 間 の 距

離 に よ らず,5分 間 の 接 続 時 間当 た り要求 され る こ とに な る。 これ は 通 信料

金 も含 ん で い る。 これ 以 外 にTeletelビ デ オ テ ック スの ユ ーザ は,サ ー ビ

ス提 供 者 に よ って 課せ られ た条 件 や,デ ィスプ レイの最 初 の フ レー ムに よ って

知 らされ て くる表 示 に 従 って 料金 を支 払 う場 合 が あ る。 これ らは 次 の料 金

か ら成 って い る。

標 準 の 登 録料,こ れ に よ ってClosedUserGroupへ の ア クセ ス がパ ス

ワー ドで 行 え る よ うに な る。 特 定 の サ ー ビ ス ・ホ ス トに お け る ア クセ ス時

間 に基 づ く時 間単 位 の 料金 。 そ して ペ ー ジ当 た りの料 金 で あ る。

(2)シ ステ ム の技 術 的 な ア ーキ テ クチ ャ

フ ラ ン スの電 気 通 信 管理 局 の方 針 は,単 な る 「情報 の媒 体 」 と して の技 術

のみ を扱 う とい うこ とで あ るた め,情 報 セ ン タ ーや ホ ス トを 経営 す るこ とが

含 まれ て い な い。Teletelビ デ オ テ ック スの 開発 は,TranspaCの 利用 を

大 い に そ の 基 盤 に して 行 わ れ て き た。 これ は フ ラン スの 全 国 的規 模 のパ ケ

ッ ト交換 ネ ッ トワ ー クで,こ れ に よ ってTeletelビ デ オ テ ック スの距 離 に

依存 しな い料 金 制 度 が 実 現 で きた。

この こ とが ま たTelete1ビ デ オテ ックスに 採 用 された 独 自のDistributed

GatewayArchitectureを 開発 す る1っ の き っか け と な った。 そ して結

果 的 に 多 くの異 な った アプ リケ ーシ ョンを 提 供す る遠 く離 れ た ホ ス ト間を 接

続す る能 力を 増 強 す る こ と にな った。3Vの 実 験 期 間 中 に 少 な くと も20の

そ う した 「ホ ス ト」(IBM,DataGeneral,HoneywellLeve16,

Hewlett-Packard,DEC… …)が フ ラン スの あち こ ちに 設置 さ れ,利

用者 に ア ク セ ス され る こ と にな る。

この 実 験 の 構 成上 の 理 由か ら,中 央 のデ ータベ ース と,Distributed

Gaytewayの スイ ッチ との組 み合 せ が 電 気通 信 管 理 局 に よ って 実 施 され る こ と

に な る。VelizyCenterで は,集 金 シス テ ム,統 計 解 析,家 事 の 管 理 が 遠
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隔 の ホ ス トとの通 信 と,あ わ せ て行 わ れ る こ とに な る。 標 準 の オ ペ レーテ ィ

ン グ用 ソ フ トウ ェア は 組織 的 に使 われ,ア プ リケ ー シ ョンの ソ フ トウ ェア は,

部所 ご とにモ ジ ュール に 分 割 され設 計 されて きた 。 これ に よ って,例 えば1

つ の コ ン ピ ュー タで,「 提 供 されて い る大 きな可 能 性 を 秘 め た 機 能 」 を幅 広

く使 って い くこ とが で き る。 デ ー タベ ー スの サ イ ズや 機 能 の複 雑 さ に応 じて,

シ ス テ ムは2っ,3っ あ るい は それ 以上 の マ シ ンに拡 張 す る こ とが可 能 で あ

る。Velizyの セ ン タで は7台 のHoneywellLevel6を 使 用 して い る。

(3)ネ ッ トワー クへ の ア クセ ス

中 央 の コ ン ピ ュー タの 構 成 に

お い て は,そ れ 自身300の ユ

ーザ 用 ポ ー ト(3台 のLeve1

6そ れ ぞれ が100の ポ ー ト)

を サ ポ ー トして い る。 ま た応 答

に要 す る時 間 は98%の ア ク セ

スに お い て2秒 以 下 と な ってい

る。 ポ ー トを さ らに拡 張 す る た

め には100の 増 設ご とにLeve1

6を 付 け 加 え て い け ば よ い 。

(4)タ ー ミ ナ ル

す で に あ る テ レ ビ の た め の

2,500台 のTelete1ビ デ オ テ

ッ ク ス 用 ア ダ プ タ と500の ス

タ ン ドア ロ ン タ イ プ のTelete1

タ ー ミ ナ ル が3V実 験 の 試 験 地

域 に お い て 使 わ れ て い る 。 さ ら

に300の ス マ ー ト カ ー ド'

な お,モ ニ ターを 対 象 に した 分析 結

果 に よれ ば,人 気度 の 高 い サ ー ビ スは

次の とお り。

① プ レス ・サ ー ビ ス(ニ ュー ス)

② ゲ ー ム

③ ホ ー ム ・バ ンキ ング

④ 電 子 メ ール

⑤ カタ ロ グ販 売

⑥ 予 約

また,実 験 段 階 に お け る利 用 状 況 は

次 の よ うに な って い る。

*1日 の利 用 回数:2～3回

*1回 当 り利 用時 間:15分

*利 用 ピー ク時 間帯 ・夜 間

*利 用 ピー ク曜 日:土,日,水 曜 日

(水 曜 日は学 校 が午 後 休 み)
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リー ダーが300台 のTELETEL3Vユ ーザ の ター ミナ ル に部 分的 に接続

され,い ろ い ろな 私 的 なサ ー ビスへ の保 護 のつ い たア クセ スの 他,家 庭か ら

の 電子 的 な 支払 い な ど を 可能 に して い る。

㈲3V実 験 の サ ー ビス ・メニ ュー

先 に述 べ た概 要 を 強 調 す れ ば,こ の試 み は 「情 報検 索 」(retrieval)サ

ー ビスだけ で な く 「処 理 」(execution)サ ー ビスに も大 きな 重 点 を置 い

て い る。以 下 に示 す 例 は,利 用 者 が 現 在使 用 可 能 な数 々の 広 い提 供 サ ー ビ ス

を具 体 的 に示 した もので あ る。

i)情 報 検 索機 能(i・f・rm・ti・nret・i・val)

現 在,ロ ー カル 新 聞 の グル ープを 含 め20の サ ー ビ ス提 供 者 が 出 版,印

刷 業 界か ら参 加 して お り,こ れ らの提 供 老 は 「ElectronicJournal」

(JEF)を 作 成す る た め共 同で 働 いて い る。 また,40以 上 も の政 府 の 機

関が,消 費 者 の 問題,教 育,税 金,健 康,'そ の他 の課 題 で2万 ペ ー ジ に及

ぶ情 報 を 提 供 して い る。 さ らに,フ ラン ス全 国 の エ ン ター テ イ メ ン トの ス

ケ ジ ュール も作成 され て い る。

3っ の 主 要 なデ パ ー トは,セ ール ス商 品 の リス トや 特 価 品,他 の プ ロ モ

ー シ ョンを 提供 して い る。 この試 み に お いて これ らのデ パ ー トは後 に,

「Teleshopping」 を提 供す る こ とを 計 画 して い る。

ii)処 理(Execution)

第 三者 の デ ー タ ベ ー ス と して 接続 され た最 初 の予 約 シ ス テ ムは,フ フ ン

ス国 有 鉄 道 で あ る。 こ こで,1.500の 列 車 の時 刻表 に付 け加 え,TELET

EL3Vの ユ ー ザ が 予 約 の 選 定 を 行 うこ とが 可 能 に な って い る。

2つ の最 大 の メー ル オ ー ダ業 者 が 自分 達 のIBM370ホ ス トをTELE-

TEL3Vに 接 続 し,Teletelビ デ オ テ ック ス ・ター ミナル を 利 用 した ダ

イ レク トな注文 を 可 能 に して い る。 エ レ ク トロニ ック ・メー ル ボ ック ス ・

セン ターが遠 隔接 続 され,TEI,ETEL3Vの 実 験 者 達 は蓄 積 交 換 に よ って ・

メ ッセ ー ジを サ ー ビ ス提 供 者 に 対 して 送 るだ けで は な く,お 互 い交 換 し合
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うこ と も可 能 に な って い る。

世 界で も最 も大 き な部 類 に入 る休 日 リゾ ー トの 予 約業 者 は 自分 達 の リモ

ー ト ・コン ピ ュー タ ・セ ン タを この サ ー ビス に 接 続 し
,顧 客 が キ ーボ ー ド

を使 って イ ンデ ック スの カ タ ロ グを 確 認 して か ら予 約 す る こ とを可 能 に し

て い るo

全 体 と して,中 央 の デ ー タベースは7万5.OOOの 情 報 の フ レー ムを 維 持 し

て い るが,第 三 者 の デ ー タベ ースが 付 け 加 え られ る にっ れ ボ リュー ムの 総

数 は 増 加 し,数10万 フ レームに まで 増 加す る と思 われ る。 個 々の サ ー ビ ス

は,フ ラン ス各 地 に置 か れ た 第 三 者 の デ ー タ ベ ー ス を 通 じて 行 われ る こ

と にな るが,こ の サ ー ビ スへ は先 に述 べ たTranspacとDistributed

Gatewayの 構成 を 利 用 して ア クセ スす るこ と がで き る。

ユーザ ・ター ミナル

第 三者 データベース
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]V-5-2電 子 電話 帳 プ ロジ ェ ク ト ー111e-et--Vilaine実 験

(1)目 的

主 な 目的 は フ ラン ス のす べて の電 話 番 号 問 合 せ システ ム の改 善 を 行 う こ と

で あ る。 次 の2つ の理 由 で この 目的 が 決定 され た 。

紙 の電 話 帳 の コス トは 印刷,配 布を 含 め 年 々増 加 して き て い る。 少 な く見

積 って も登録 者数 の2乗 の オ ー ダで 増 え,も は や 広告収 入 で埋 め合 せ す る こ

とは で きな い。

加 え て,フ ラン スの 電 話 シ ス テ ムの 急 激 な 成 長 は1年 に200万 の新 しい

回線 を 敷 設す るまで に な って いて,印 刷 され た ば か りの 電 話帳 はす ぐに古 く

な って しま う し(40%の 内 容が 新 し くな り電 話帳 が新 しくな る たび に書 き換

え られ る必 要 が 生 じる)。 ま た こ の こ とが 直 接,電 話番 号 サ ー ビスの 呼 び 出

し回 数 の増 加 に結 び つ き,こ れ は 財 政上 の 負担 を 作 り出 して い る。

② 実 験 の 原 理

こ の試 み に お いて それ ぞれ の 電 話加 入 者 は小 さな デ ィス プ レイ ・タ ー ミナ

ル が 与 え られ,電 話 回線 に よ って コン ピ ュー タ化 され た 目録 シ ステ ム に 直 接

ア クセ ス す る こ とが可 能 にな って い る。 こ の タ ー ミナル に対 して 使 われ て い

る技 術(デ ィス プ レイ とデ ー タ伝送)はTeletelビ デ オ テ ックス の標 準 と

同 じもの で あ る。 慣 れ る ため の あ る一 定 の 期 間が 過 ぎた後 で,こ れ らの 加 入

者 の うち タ ー ミナル を 持 つ こ とに決 め た者 に対 して は電 話 帳 は も う提 供 され

な くな っ た。

(3)提 供 サ ー ビス の特 性

電 子 目録,こ れ はTelete1ビ デ オ テ ック ス ・システ ムの ま さ し く本 質 的

な 応用 例 の1っ とな って い る。 こ の電 子 目録 はWhitepageとYellow

pageの2種 類 が 用 意 され て い る他,索 引 も アル フ ァベ ッ ト順 に よ る 索 引 と

職 業 別 に よ る索 引 の2っ が 用意 され て い る。

(4)索 引 の モ ー ド

(Dア ル フ ァベ ッ トに よ る索 引
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氏 名 と住 所 の詳 細 が完 全 な 形 式 で 入 力 され れ ばそ の 加 入者 の電 話 番 号 は

即 座 に シ ス テ ム に よ って 見 い 出 され る。 も し住 所 がわ か らなか った ら,フ

ァー ス トネ ームか お そ ら くは職 業 を 入 力す る こ とで 正 確 な 答 えが 戻 って く

る。

(ii)職 業 に よ るサ ー チ

これ は,利 用者 に よ って入 力 され た職 業 の規 準 に 見合 った 加 入者 の リス

トを 出 力す るよ う設 計 されて い る。

紙 の 目録 のYellowpageに 挿 入 され て い た 広 告 コ ピー に置 き換 わ る も

の と して 次 の3っ の照 合 機 能 が 作 られ た。

*主 な仕 事 内容,副 次的 な仕 事 内 容

*提 供 され て い る専 門業 務

*ト レー ドマ ー クの リス ト

関 連性 の あ る職 業領 域 へ の入 力 に対 す るユ ーザ の 索 引の プ ロセ スを 簡 単

にす るた め に,こ れ らの項 目の リス トはか な り拡張 され て い て,多 くの 同

義 語 や 関 連性 の あ る名 称 が 同 じ結 果 を導 くよ うにで きて い る。

例 え ば,ガ レ ージ,車 の 修理,車 の セ ール スは 同 じ職 業 の リス トを 出 力

す る よ うに な って い る。

ユ ーザ の 補 助機 能

ユ ーザ に あま りに堅 苦 しい対 話 用 言 語 を 強制 す べ きで は な い。 そ れ ゆ え

次 の機 能 が 組 み込 まれ て い る。

アル フ ァニ ュ ー メ リ ックの キ ー ボ ー ド上 の キ ー操 作 に よ って,慣 れ て い

な い ユ ーザ の た めの 質 問 応 答形 式 の直 接 的 な対 話 か ら,よ り高 い処 理 速 度

と,初 め の 索 引 が失 敗 した 場 合 に 訂正を 行 う機 能 を 持 った りス トタ イプ の

対 話 まで の レベル を 選 択 す る こ とが 可 能で あ る。

配 達 のた め の地 名 の フ ァイル で は 隣 り合 わせ の地 域 の所在 に 関 連付 けて

名 前 を 定 め る こ とが許 され て い る。

最 後 に,予 期 しな い失 敗 が 生 じた場 合 に は,タ ー ミナル ・キ ーの1っ を
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使 って ユ ーザ は ア シ ス タ ン ト ・オ ペ レー タを 呼 び 出す こ とがで き る。 オ ペ

レー タは ス ク リー ン上 の不平 を 受 け取 って 問 題 が 生 じた テ キ ス トに ア クセ

ス した後 で,訂 正 を 行 うか 又 は 電話 を使 って ユ ー ザを 再 び 呼 び 出す ことに

な る。

㈲ シ ス テ ム の構 造

Ille-et-Vilaineの 地域 に お いて,紙 の電 話 帳 を 置 き換 えて い くた め

には,加 入 者 にデ ィレ ク トリ用 ター ミナル を 設 置 し,そ の地 方で 稼 動 して い

る加 入 者 用 の フ ァイ ル に ア クセ スで き るよ うに しなけ れ ば な らな い。 他 の 地

方 のユ ーザ にま で 情 報 を 提 供 す る ため に,サ ー ビスを一 方 で はllle-et-

Vilaineの ユ ー ザ に,そ して 他 方で とき た ま サ ー ビ ス へ の接 続 を 行 う別

の地 方 の加入 者 に ま で 拡 張す るた め には,シ ス テ ムが モ ジ ュ ラーな 構 造 に な

って い る必 要が あ る。

図11は,こ の構 造 を示 した もの で あ る。 これ は,一 連 の質 問 用 のchain

とフ ァイル 更 新 用 のchainか らな って い る。

質 問 用chainは4っ の レベ ル か らな って い る。

(Dデ ィ レ ク トリ用 タ ー ミナル

これ は小 さな9イ ン チ の ス タ ン ドア ロ ン型 のTelete1ビ デ オ テ ックス

の ター ミナル で6ポ イ ン トの 濃 淡 レベル と 白 と黒 の 表 示 能 力を提 供 して い

るoタ ー ミナル は 次 の特 徴 を 持 って い るo

*質 問 を 行 った り,答 え を 相 談 した り す る の に必 要 な フ ァン クシ ョン

・キ ーを 持 った アル フ ァニ ュ ー メ リ ックの キ ー ボ ー ド
。

*デ ィスプ レイ 用 の論 理 を 持 ったス ク リー ン

*ビ デ オ テ ック ス用 キ ャラ ク タ ・デ コー ダ

*1200/75BPSの 全二 重 ア シン ク ロナ スの モ デ ム

タ ー ミナル は 電 話 回 線 を通 じて ター ミナル ・コンセ ン トレ ー タに ア ク セ

スす る こ とが で き る。12イ ン チの プ ロ用 タ ー ミナ ル とデ ィス プ レイ ・テ

レフ ォ ン ・ター ミナル が この 試み にお いて 幅 広 い処 理 を 可 能 に して い る。
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(ii)デ ィ レ ク トリ ・ター ミナ ル ・コ ンセ ン トレ一 夕(DTC)

この装 置 は 電 話 回 線 とサ ー ビ スに ア クセ スす る ため のデ ー タ伝 送 の接 続

に お いて イ ン ター フ ェ ー スを行 って い る。 これ は,ス ク リー ン のデ ィス プ

レイ のた め に,エ コー の 返 送 とか ブロ ック ・モ ー ドに お け る伝 送 な どの特

定 の 機 能 を 取 り扱 って い る。 さ らに この 役 割 は,電 話 番 号 が受 信 され た

と きの機 能 と して,電 子 交 換 を行 え る よ うに拡 張 す る こ とが で き る。

1っ の コン セ ン トレ 一 夕で ～地 方 の加 入者 に も,都 市 の加 入者 に も使 え

るよ うに設 計 され て い る。(加 入 者 数 は20万 以 上)。

GiD質 問 取 り扱 い セ ン タ(IC)

この セ ン タは,ユ ーザ と の対 話 の運 用 を 行 って い る。 この 目的 の ため,

ICは 対 話 を サ ポ ー トす る ため の フ ァイル を 管 理 して い る。(地 域 フ ァイ

ル とす べ て の職業 にっ いて の ア クセ ス用 の キ ーの フ ァイル が あ る。)「 サ

ーチ 」 は ,も しそ れ が 正 しい フ ォーマ ッ トで 定 式 化 され て い るな らば,相

当す る文 書 セ ン タへ のみ 運 ば れ て い くこ とに な る。 文 書 セ ン タの フ ァイル

の構造 は,習 慣 的 なDP法 に 従 って い る。 こ の規 約 の範 囲 で 送 り戻 され て

くる情報 が 組 み 立 て られ デ ィ レ ク トリー ・タ ー ミナル に ビデ オテ ックスの

「ペ ージ」 の フ ォー マ ッ トで 表示 され る こ とを 保 証 で き る。

ICは ま た ア シ ス タ ン ト ・オ ペ レー タ(DQ)の ター ミナル に接続 され

て い る。 そ して こ こでICは,ユ ーザ ・サ ー ビス の 対 話 を メモ リに記憶 す る

の に使 わ れ,オ ペ レー タが 必 要 な ときそ の メモ リか ら情報 を 引 き 出 して き

て対 話 の 分 析 を 行 う こ とに な る。

最後 に,ICは シ ス テ ム 運 用 に必 要 な 統 計 計 算 を 行 う。ICは,専 用

の 接続 ライ ンを 使 ってDCに ア クセスす る こ とが で き る。 またTRANSPAC

を 使 って,他 の さら に 遠 く離 れ た文 書 セ ン タに ア ク セ スす る こと もで き る。

1っ のICは,20万 か ら50万 の範 囲 の ユ ー ザを サ ポ ー トで き る。

⑩ 文 書 セ ン タ(DC)

文 書 セ ン タは 加 入 者 が 入 力 した項 目 と関 連 した会 社 のin-houseの 電話
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帳 な どの情 報 を 管 理 して い る。 完 全 な 形 式 の フ ァイル は1っ のDCの グル

ープ を サ ポ ー トで きて300万 の加 入 者 まで サ ー ビスす るこ とが で き る。 安

全 性 を確 保 す る ため,全 く同 じ項 目が2っ のDCで 維 持 され て い る。DC

はICか ら送 られ て きた 要求 に対 す る1っ の機 能 と して フ ァイル 参 照機 能

を 保 持 して い る。 またDCで は,周 期 的 に コン サル タ ン トの機 能 を 更 新 す

るた め に,フ ァイ ル を再 構 成 す る こ と も行 われ て い る。DCは,目 録 質 問

用 の コ ン ピ ュー タに 共 通 に使 われ る セ ン タで あ って,電 子 目録 のた め に だ

け で な く,DQの オ ペ レ ー タの ため に も維 持 され っづ け る必 要 が あ る。

(6)chainの 更 新

更 新 は 次 の2っ の理 由か ら必 要 にな る。

テ レコ ミュ二 一ケ ー シ ョン の セ ール ス事務 所

これ らの事 務 所 で は,サ ー ビスへ の 新規 加入 の手続 きや,す で に加入 して

い るユ ーザ か らの,住 所変 更や キ ャン セル な ど の要 求 の処 理 を 行 って い る。

これ らの要 求 は 内 部 の オ ペ レー タ によ って管 理 され,確 認 され た後 で 電 子 目

録 文 書 管理 セ ン タに 自動 的 に送 られ る。

●
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Vヨ ー ロ ッパ のCATVの 動 向

ヨー ロ ッパ に お い て も,わ が国 同様CATVが ブー ムを 迎 え よ うと して い る。

これ まで は,難 視 対 策 用 の メデ ィア と して,CATVは 地味 な存 在 で あ ったが,

米 国 に お け るCATVの 急 速 な普 及 お よび 各国 の ニ ュ ー メデ ィア 開発 競 争 の あ お

り もあ って,82～83年 頃 か らCATVプ ロジ ェ ク トが急 に脚 光 を あび は じめ た。

ヨー ロ ッパのCATVの 特色 としては,① 政 府主 導で あ る こ と,② 最 初 か ら光 フ ァ

イバ ー ・ケ ー ブル 等 を ベ ース に 双方 向機 能 を打 ち 出 して い る こ と,③ 間 もな く

打 ち上 げ られ るDBS(直 接放 送 衛 星)へ の 対応 を 考 慮 に入 れ て い る こ とな ど

が あ げ られ る。

ヨー ロ ッパ は 国境 を接 して 多数 の 国 が隣 接 して い る た め,も し直接 放送 衛 星

時 代 に入 れ ば,放 送 の 中 身の コ ン トロール が難 しくな る。 ヨー ロ ッパ の テ レ ビ

番 組 は,米 国や 日本 と比較 す る と依 然厳 しい コン トロール 下 に あ るが,CATV

で 衛 星 か らの放 送 を 受 けれ ば,野 放 しの状 態 よ りは幾 分 ま しにな る とい う考 え

方 もあ る。

既 に,米 国 のCATV企 業 が ヨー ロ ッパ 市場 参 入 を ね らって お り,ヨ ー ロ ッパ

の 企 業 との提 携 も進 ん で い る。 各 国政 府 も,立 ち上 り に政 府 が 音 頭 を とる こ と

は あ って も,実 際 のCATV網 構 築 や,シ ステ ム運 用 は民 間 の手 に委 ね る意 向。

この 場 合,当 初 か ら高 度 な シ ス テムを 計 画 して い る だけ に,莫 大 な 先行 投 資 が

必 要 に な る。 民 間 側 が コス ト負 担 に耐 え られ る のか,有 料 テ レ ビ ・サ ー ビス市

場 が 米 国 と同 じよ うに形 成 され るのが,ニ ュー メデ ィア ・サ ー ビ スが どの程 度

実 現 され るのか,な ど課 題 も多い。

V-1イ ギ リスのCATV

イ ギ リス政 府 は1983年4月,い わゆ るCATV白 書 を 発表 した。 これ は82

年 以 来 検 討 され て きたCATV政 策 のあ り方 を カバ ー した もので あ り,同 国 内 の

CATV開 発 気 運 を一 挙 に盛 り上 げ る こ とに な った。
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CATV白 書 の 骨子 は 次 の とお り。

*CableAuthorityと 称 す る監督 機 関を 設立 す る。 同機 関 はCATV事 業

免許 の付 与 や番 組 の 内容 の監 督 等 を行 う。

*有 料 テ レビ(PayTV)の 提 供,特 にPPV(PayPerView)方 式 に よ

る視 聴番 組 ご との課 金 も認 め る。

*ポ ル ノな ど公 序 良俗 に反 す る番 組 は禁 止(BBCと 同 じ規 制)。

*番 組 の 制 作 にっ いて は,国 産 と海 外製 の もの に 関 して 適 切 な比 率 を 確 保す

るo

*BT(BritishTelecom)お よび マ ー キ ュ リー 社以 外 は,電 話 サ ー ビス

お よ びCATV施 設 の接 続 を認 め られ な い。 た だ し,ロ ン ドン,バ ー ミン ガム,

・マ ン チ ェス ター な どの 主要 ビジ ネ ス地 区 に お いて は,BTあ る い は マ ーキ ュ

リー と の共 同 の場 合 に の み,CATV運 用業 者(オ ペ レー タ)に デ ー タ通 信 サ

ー ビスが 認 め られ る。

*伝 送 路 と して は,同 軸 ケ ー ブル お よび 光 フ ァイバ ーの どち らで も可 。 ただ

し,光 ケ ー ブル に よ るス タ ー型 シ ス テム を奨 励 す るた め,同 シ ス テ ム の方 に

有利 な条 件 を与 え る。 例 えば,免 許 有 効 期 間 を ス ター 型 シス テ ム の場 合20

年,ト リー型 に は12年 とす る。

CATV白 書 が 発 表 され るや,37社 にの ぼ るCATV認 可 申請 が 産 業 省 お よび

内務 省 に提 出 され た。 これ は 英政 府 がCableAuthority発 足 ま で の暫 定 措 置

と して,12社 に事業 免 許 を 与 え るこ とに'して い た た め,CabieAuthority

が設 立 され た後 は,同 機 関 に認 可 申請 を提 出す る こ とに な る ため,サ ー ビ ス開

始 時期 が そ の 分遅 れ る こ と にな る。 この た め,37社 もの 申請 が 暫 定 措 置 を ね

らって 殺 到 した もの。

1983年11月 に,英 政 府 は こ の うち11社 に条件 付 きで 免許 を 認 可 した。

FinancialTimes紙(1983年11月28日 号)に よれば,11社 の名 称

お よび 地域 は表6の よ うに な って い る。 これ らの うち5社 に,BTが 出 資 して

い る点 が 注 目 され る。 なお,サ ー ビ ス開始 時 期 は,ス ウィン ドン地区のSwindon
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CableServicesが1983年 末を予定 してい るため,大 半 は1985年 を ター ゲ

ッ トに して い る。Swindon社 はThornEMIが 同地 区 で 実験 して いき施 設 を

グ レー ドア ップ して 利 用す る予定 。

なお,CATV白 書 を 受 け て,CATV法 案 が1983年 末 に上 院 に提 出 され た。

同法 案 に よ って,CableAuthorityの 新 設 が正 式 に 根拠 を持 つ もの にな る。

1985年 春 ま で に は,同 機 関 の手 に 免 許 申請 が 正式 に移 行 す る予定 に な って お

り,イ ギ リスのCATVは ま さに 新 しい 時代 に入 ろ う と して い る。

表6免 許を受 けた英CATY11社

WestminsterCable*

CableTelecommunications

CroydonCableTelevision

RediffusionConsumerElectronics

WindsorTelevision

SwindonCableServices

CoventryCable*

MarsaysideCableVision*

ClydeCableVision

AberdeenCableServices*

UlsterCableVision*

ソ ァ ィ ・オ ブ ・ウ エ ス ト

ミ ン ス タ ー

イ ー リ ン グ

.ク ロ イ ド ン

ギ ル フ ォ ー ド

ウ ィ ン ゾ ー ル,ス ロ ー,

メ イ ド ン ヘ ッ ド

ス ウ ィ ン ド ン

コ ベ シ ト リ イ

サ ウ ス ・ リバ プ ー ル

ノ ー ス ・ク フ ス コ ー

ア バ デ ィ ー ン

ベ ル フ ァ ス ト

(注)*印 の 企 業 はBTが 出 資 して い る。

(出 所;FinancialTimes1983-11-28)

V-2西 ドイ ツのCATV

西 ドイ ツで は1976年 のKTK(電 気通 信 シ ステ ム 開発委 員会)の ニ ュー メ
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デ ィア提 言 の 中 に,ビ デ オ テ ックスの 他CATVの 開 発 も盛 り込 まれ て い た。 こ

れ を 受け て,現 在4種 のCATVパ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェ ク トが進 め られ て い る。

これ らプ ロ ジ ェ ク トの概 要 は 次の とお り。

*西 ベル リン地 区:

テ レ ビ12チ ャンネル で,再 放 送 の他 に テ ー ブル テキ ス ト,ビ ル トシル ム

テ キス ト,衛 星 サ ー ビス な ど双 方 向 サ ー ビス も計 画 。運 用 は公機 関 だが 新 聞

社 が例 外 的 に 参 加 して い る。

*ド ル トム ン ト地 区:

テ レ ビ21チ ャン ネル で,サ ー ビス内 容 は 西 ベ ル リン地 区 と同 じ。 た だ し

運用 は 公 機 関で 民 間 企 業 は 含 まれ て いな い。

*ミ ュン ヘ ン地 区:

テ レ ビ60チ ャン ネル で,再 放 送 の他 外 国放 送 もサ ー ビスに付 加 され て い

る。 児 童 む け,老 人 む け,外 国 人 む け な どの特 化 した ザ ー ビス も予 定 して い

る。 新 聞社 以 外 は公 機 関 のみ で 運 用。

*ル ー ドウ ィ ヒスハ ー フ 三 ン地 区:

テ レ ビ11チ ャン ネ!レで,再 放 送,外 国放 送 の他,ケ ー ブル テ キ ス ト,ビ

ル トシル ム テ キ ス トな どの ニ ュー メデ ィア ・サ ー ビス も予 定。 運 用 は 公 機 関

だが,番 組 提 供 者 と民 間会 社 も参 加 して いる。

この うち最 も進 ん で いる の がル ー ドウ ィ ヒス ハ ー フ ェ ン地 区。 同地 区 の プ ロ

ジ ェク トは,民 間 会 社 が 情報 提 供 者 と して参 加 して い る点 で も注 目 され るが,

新 設 の ル ー ド ウ ィ ヒス り一フ ェン ・ケ ー ブル 通 信 社 は,1984年1月 以 降 の

試行 放 送 開 始 を め ど に して い る。

同社 は 当 面 テ レ ビ11チ ャ ンネル を 運 用 す るが,既 に新 聞 社 の 連合 組 織 な ど

40機 関 が チ ャン ネル 利 用 を 申請 して い る。

V-3フ ラ ン ス のCATV

フ ラ ン スで は 中 央政 府 の大規 模 なCATV構 想 の他 に,各 地 方 自治 体 が各 々独

一62一



自のCATVプ ロジ ェク トを 進 め て お り,全 体 像 が把 握 しに くい状況 に あ る。 ル

・モ ン ド紙 に よれ ば
,1982年11月 に 発表 され た政 府 のCATV構 想 は,① ネ

ッ トワ ー クは 国有,② 伝 送路 は 光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブル,③1端 子 当 りの 地 方

分 担金 は1,500フ ラン,④1端 子 当 りの年 間使 用料 は600フ ラ ン とな って い

る。

フ ラ ンス都 電 省(PTT)は,こ れ に基 づ き1983年 ～1985年 に65億 ～70

億 フ ラ ンを投 入 して140万 世 帯 の 加入 を め ざ して い る。 また,1992年 たは

600万 世 帯 加入 とい う 目標 を たて て い る。

フ ラン ス政 府 がCATVに 力を 入れ ば じめ た 理 由 は,① 米 国 のCATV技 術 に キ

ャ ッチ ア ップ し,最 終 的 に は輸 出産 業 に も って行 く,② 電 話 分 野 の投 資の 頭 打

ち に対 応 し,新 規 投 資 に よ って 今後 の雇用 増 を 図 る とい う もの。 っ ま り,コ ン

ピ ュー タや 半 導 体 同様,国 家的 規 模 の産 業,経 済 育 成 策 の一 環 と してCATVを

考 慮 して い る こ と にな る。

一 方
,地 方 自治 体側 は,政 府 の思 惑 とは別 に,独 自のCATV計 画を 進 めて い

る とこ ろ も出て い る。

例 えば,ヴ ォ ー ・ル ・ペニル郡(セ ー ヌ ・エ ・マ ル ヌ)で は,カ ナ ダの ビデ オ

トロン社 に 依 頼 して 双 方 向機 能 を持 つCATVシ ス テム の計 画 を 進 め て い る。 こ

の他,ニ ー スで も独 自のCATV網 を 計画 して い る。

こ う した動 きとは別 に,民 間 企 業 の 中 に もCATV分 野 の強 化 あ る いは 新規 サ ー

ビス を 打 ち上 げ る と ころ も出て きた。 例え ば,ThomsonCSFは,米 国 の

GeneralInstrumentと 提 携 し,合 併子 会 社 を 米 お よび フ ラン スに 設立 す る こ

とに な った。 また,フ ラン ス最 大 の広 告 会 社 アバ ス社(政 府 が 株 式 の50.26%

所有)は,1984年 秋 を 目標 に 有料 テ レ ビの開 始 を 予定 して い る。 この シ ス テ

ムはCanalPlusと 呼 ば れて お り,当 初50万 の 加入 を アバ ス社 で は見 込 ん で

い るo
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VIリ エー ジュ電力公社 －CATV運 用中の電力会社

ヨー ロ ッパ で 最 大 のCATV加 入 率 を誇 る ベル ギ ー に,CATVを 運 用 して い る

ノ ノ
興 味 深 い 電 力 会 社 が あ る 。L'AssociationLi6geoiseD'Electricite

と い う リ エ ー ジ ュ 州 の 市 町 村 連 合 と 州 政 府 が 運 営 し て い る 公 益 法 人 で あ る 。

W-1リ エ ー ジ ュ電 力公 社 のプ ロフ ィー ル

*公 益 法 人 で職 員 数 は1,197名

*業 務 内容

ア.電 力 の分 配

イ.CATV(1982年12月31日 現在)

加 入 者20万6,991世 帯

ケ ー ブル 全長5,444㎞

増 巾 器12,072台

中継 ア ンテ ナ10基

*主 要 構成 メ ンバ ー

リ エー ジ ュ州 の市 町 村 連 合 と州 政 府

*CATVの 内容

ベル ギ ー放 送

ルクセンブルグ放 送

フ ラン ス放 送

オ ラン ダ放 送

ドイ ツ 放 送

BBC

そ の 他

他 に ラ ジオ(FM)26CHの 放 送 を キ ャッチして流 してい る他,

音 楽 番 組(ク ラ ッシ ック と歌謡 曲)を こ こで 作 って 放 送 して い る。
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4CH(フ ラン ス語2CH,オ ランダ 語2CH)

1CH… … …ベ ル ギ ー向 けCM入 り

3CH

2CH

3CH

計 画 中

2CH… … … テ キ ス ト放 送 と マル チ ビデ オ

2つ の



W-2ベ ルギ ーのCATV事 情

ベ ル ギ ーに おけ るCATVの 普 及 率 は世 界 で 最 も高 く82%,契 約数260万

世 帯 で あ る。CATVが こ の よ うに普 及 した理 由 と して は,① ベ ル ギ ーが フ ラン

ス,オ ラ ンダ,西 ドイ ツ,ル ク セ ン ブル グ に囲 まれ,ア ンテ ナ さ え建 てれ ば 諸

外 国 の テ レ ビを見 る こ とが 出来 る こ と,② 国 情 が 複 雑 で 国 民 は フ ラン ス語 系,

オ ラン ダ語 系 に 分 か れて い るこ と,③ ベル ギ ー の テ レ ビ放 送 が チ ャン ネル 数

(フ ラ ン ス語 系,オ ラ ンダ語 系各2CH)が 少 な く,内 容 的 に 面 白 くな い こ と

等 が 挙 げ られ る。

現 在39のCATV会 社 が ベル ギ ー全 土 を カバ ー して い るが,経 営 形 態 は 民 間

会 社 が3分 の1,公 共 企業 が3分 の2,で 規 模 は小 さい もの で は数 千 加 入,大

き い もの で は20万 加 入 を 超 え る ものが2社 あ る。

ベ ル ギ ー は1平 方 キ ロ当 り323人 の 人 口を 持 つ,西 欧 で は最 も人 口密度 の

高 い国 の1っ で あ る。 人 口の 約10%は ブ ラ ッセル 首 都 圏(約100万 人)に

住 み,以 下 ア ン トワー プ(65万9,000人),リ エージ ュ(61万7,000人),ケ

ン ト(24万 人),シ ャル ル ロ ク(21万9,000人)と な って い る。

ベ ル ギ ーの テ レ ビ所 有 世 帯数 は約320万(全 世 帯数 の 約96%)と 見 られ

るが,受 信 料 を払 って い る世 帯 は300万 世 帯 で あ る。1982年 末 に はそ の う

ち260万 世 帯 がCATVに 加入 して い る。

今 後 数 年 間 に さ らに25万 世帯 が加 入 す る と見 られ,実 際 的 に は加 入 者数 は

飽 和 点 に 達 す る。 国 有 の 放送 機 関 は2っ の フ ラ ンダ ース語 番 組(BRT1,2)

と2っ の フ ラン ス語 番 組(RTBF1,2)と を 放 送 して い る。 ケ ー ブル 加 入

者 は 近 くに外 国 の 放 送 局 が あ るお か げで,3っ の西 ドイ ツ(WDR1,WDR3,

ZDF),3っ の フ ラン ス(TF1,A2,FR3),1っ のル クセ ン ブル グ

と2っ の オ ラン ダ語(NOS1,2)の 各番 組,お よ び場 合 に よ って は4っ の

英 国 チ ャン ネル まで 見 る こ とがで き る。
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W-3リ エー ジ ュ電 力公 社 のCATVシ ス テ ム

沿 革

電 力の供 給 は1960年 か ら始 め た。 また,電 力 とは別 に1968年 か ら番 組 の

供給 を始 め た。 番 組 供 給 の き っか け は 各 家庭 で 周辺 の 仏,英,独 か らのTVを

受 信 し得 る状況 に あ りなが らキ ャ ッチで きな い の は,公 共 の 利 益 に 反す るこ と

で あ り,こ れ を キ ャッチし て住 民 に 配 給す る こ と と した。 法 的 に 著作 権 の 問 題,

近 隣i諸国 と の 関係,技 術 上 の 問 題 が あ った が これ を1つ ず つ 解 決 して い った 。

最 初 は ア ン テナ も1っ で オ ラン ダ の放 送 を キ ャ ッチ して い た が住 民 に興 味 の

あ る フ ラン スの テ レ ビ放 送 を 南方 に ア ン テ ナを っ け無 線 リン クで飛 ば しキ ャ ッ

チで きる よ うに した(リ エージ ュは 仏 語 圏で あ る)。

この様 に して2年 後 に は50%の 所 帯 に テ レビ信号 を 供 給 した。

現在 は92%の 所帯 に供 給 して い る。(リ エー ジ ュの人 口は61万 人)

シ ステ ム の概 要

同軸 ケ ー ブル を 用 い400～600勿 毎 に増 幅 器 を っ けて い る。 増 幅 器 の 分

岐数 は4～5中 継 以 内 とな る様 に して い る。 幹線 に は3,000近 い増 幅 器 を 用

い,枝 線 に8,000の 増 幅 器 を 用 いて い る。

信号 の 伝 送 は番 組 の 送 信 と返 送 用 音 声 チ ャン ネル が あ る。 この 返送 用 チ ャン

ネル は2っ の 目的 に用 いて い る。1っ は遠 方 監 視 制御 用 で 残 りはCATVの 増

幅 器 監視 用 で あ る。 こ の シ ス テ ム はTV信 号 分 配 用 と電 力供 給 用 の 両 シ ス テ ム

が 合体 した も の とな って い る。

放送 の 内容 は受 信番 組 の 再 放送 と全 番組 が1っ の 画面 上 に編 集 され て い る番

組 セ レ クシ ョン用 の マ ル チ ビデ オ と テキ ス ト放 送 サ ー ビスを して い る。 テ キ ス

ト放 送 は公 社 とのか らみ で 送 信 した い情 報 全 て が流 せ るわ けで は な い。 将 来 は

有料 番 組 の 提 供 も考 えて い る。 法 規 制 が あ るた め 自主番 組 の 作成 は で き な い の

で 他 に会 社 を 作 り1年 ～6ケ 月以 内 の新 しい映 画(ヨ ー ロ ッパ で はTVは 映 画

を 見 る為 に あ る と い う習慣 が 強 い),教 育 講 座,ス ポー ツ等 の番 組 を 買 い供給 す

る こ と とな ろ う。
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料 金 は設 置 料1,000BFr,利 用 料300BF/月 で,有 料 番 組 を見 るために

は 他 に800BFr/月 程 度 で デ コー ダを リー スす る考 えで あ る。(1BFr=5

～6円) 。

番 組が 中断 す る と電 話 が 殺 到 す るが,そ の 時 はここの監 視 システムで不 良ケ所

を 探 索 し巡 回パ トロール 車 に無 線 連絡 を と り復 旧 させ る。

監 視 シ ス テ ムは 各 増 幅 器 毎 に20の パ ラ メー タ迄 を収 集 で き,常 時 は気 温,

出力 レベル,電 源,電 圧,バ ッテ リの余 力 チ ェ ッ ク,200Vの 受電 が き ちん

と され て い るか,万 一 バ ックア ップ バ ッテ リに切 り換 え る時 に うま く給 電 で き る

か,な どの チ ェ ックを して い る。 更 に不 良増 幅器 の番 号 と場 所,町 名,'通 りの

名称 や 電 供 して い る ス テ ー シ ョン番 号,不 良 に よ る影 響 の 範 囲 等 も表 示 され る。

e
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V皿NovaParkElyseeHotel－ 構 内CATVシ ス テ ム を

運 用

ノバ ・パ ー ク ・エ リゼ ・ホ テル は1981年 設 立 のパ リで も有数 の 高級 ホ テル

で あ る。 施 設 の面 で 売 り も の に して い るの が,地 下 に あ る ス テ ー ジ用 の ビデ オ

設備 とCATVシ ス テ ム。

V皿一1CATVシ ステ ム

CATVチ ャン ネル は8チ ャ ンネル,こ の他 に通 常TV放 送 の3チ ャン ネル と

あわせ て,宿 泊 客 は11チ ャ ン ネル を 利用 で き る。CATV用 テ レ ビは ホ テル 内

に250台 。 しか し,現 在,同 ホ テ ルで 実際 に放 映 され て い る の は,お 客 の リク・

エ ス ト(放 映 で き る もの の リス トが 配 られ て い る。)に 応 じて 放 映 す る もの

と,ホ テル の告 知 用 と して 流 して い る ものを 含 めて3チ ャ ン ネル(い ず れ もV

TRに よ る)の み で あ った 。 ホ テル の ステ ー ジは 遠 隔 装置 に よ り照 明,音 響,

シ ャンデ リア の移 動 等 が コ ン トロール で き る し,VTRの ミキ シ ン グ装 置 も設

備 され て い る ので 自主 放 送 も可 能 で あ るが,3名 の職 員 で は そ こ まで 手が 回 ら

な い とい うこ とで あ った。

な お,放 映 の リクエ ス トは,宿 泊客 か ら電 話 で 受 け,午 前10時 か ら翌 朝4

時 ま で無 料 で 放映 す る。

た だ し,ス テ ージ用 のVTRシ ス テム に しろ,CATVシ ス テ ム に しろ,あ る

いは 最後 に セ キ ュ リテ ィ ・シ ス テ ム も見 学 させ て も らった が,技 術 的 お よび サ

ー ビス面 に お いて も ,こ れ と言 って 目を ひ くよ うな ものは無 か っ た。逆 に言 え

ば,こ う した 面 に 関 して は,フ ラン ス は ま だ これ か らと い う印象 を 深 め た。

'
な お,表7は 同 ホ テル のCATVで 提 供 して い る映 画 の リス トで あ る。
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表7ノ バ ・パ ー クCATV提 供 の 映 画 リ ス ト

121LECOUPDESIROCCO-100mnCOMEDIE

FilmdeA.ArcadyDRAMAT『IQUE

avecR.Hanin-M.Villalonga『

1220TALIADEBAHIA-118mnCOMEDIE

FilmdeM.CamusMUSICALE

209LESAUVAGE-90mn"DRAME

FilmdeJ・P・RapPeneau 、PSYCHOLOGIQUE

avecC.Deneuve-Y.Montand 》
307LESVOYAGESDEGULLIVER-74mnDESSINS

d・M・xFl・isch・ ・ . .ANIMES

308LESADVENTURESDEPANDA-60mnDESSINS

.1ANIMES

309DOWNTHEWIND-26mnSPORT

Filmde'J.L.Bretenstein

avecRobbyNarsh-R.Smith-
　

C.Larned

310LAGRIFFEETLADENT-87mnDOCUMENTAIRE

ImagedeF.Bel-G。Vienne

SondeM.Fano

311LESMAITRESDUTEMPS二90mnDESSINS

R6alisationdeR.LalouxANIMES

DessinsdeMoebius

401LESSEPTCITESD'ATLANTIS-97mnFANTASTIQUE

FilmdeKervinConnor

avecD.McClure-P.Gilmore-C.Charisse

402LESCICATRICESDEDRACULA-95mnFANTASTIQUE
FilmdeRoyWarBaker

avecChristopherLee-D.Waterman

403LESDERNIERSJOURSDEPOMPEI-97mnCATASTROPHE

FilmdeM。BonnardetS.Leone

avecS.Reeves-A.M.Bauman
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404LELOUP-GAROUDELONDRES-97mn

FilmdeJ.・Landis

avecD.Naughton-J.Agutter-G.Dunne

405FONDUAUNOIR-100mn

FilmdeV.Zimmerman

avecD・Christopher-NBurton

500LAGUERREDUFEU-99mn

Filmd6J.J.Annaud

avecE.McGill-RaeDawChong

501'QUAIDESBRUMES-90mn ノ
FilmdeMarcelCarne

avecJ.Gabin-M.Morgan

600LECRIMEDEL'ORIENTEXPRESS
-120mn

FilmdeS.Lumet

avecA.Finnet-1..Bacall-1.Bergman

603FLICSTORY-120mn

FilmdeJ.Deray

avecA.Delon-J.L.Trintignant

604LASCOUMOUNE-120mn

FilmdeJ.Giovanni

avecP.Belmondo-C.Cardinale

608MORTSURLENIL-135mn

FilmdeJ.Guillermin

avecp.Ustinov-J.Birkin-

M.Farrow-D.Niven

611LAGUERREDESPOLICES-102'mn

FilmdeR.Davis

avecC.Brasseur-C.Rich-M.Jobert

612POLICEPYTHON357-90mn

FilmdeA.Corneau

avecY.Montand-S.Signoret

613DIVA-115mn

FilmdeJ.J.Beinex

avecW.Fernandez-F.Audrei

ー70－

FANTASTIQUE

FANTASTIQUE

AVENTURE

GRAND

CLASSIQUE

POLICIER

POLICIER

POLICIER

POLICIER

POLICIER

POLICIER

POLICIER



614LAVEUVECOUDERC-120mn

FilmdeP.Granier-Deferre

avecA・Delon-S.Signoret

615MAXETLESFERRAILLEURS-120mn

FilmdeC.Sautet

avecM.Piccoli-R.Schneider

616LECERCLEROUGE-140 ,mll

FilmdeJ.P.Melville

AvecBourvil-Y.Montand-A.Delon

617DEMAINLAFIN-90mn

FilmdeP.Collinson

avecO.Reed-S.George

704LEGRANDSILENCE-99mn

FilmdeS.Corbucci

avecJ.L.Trintignant-KKinski

904L'AMANTDELADYCHATTERLEY-98ipn

FimdeJustJeaokin

avecS.Christel

POLICIER

POLICIER

POLICIER

POLICIER

WESTERN

EROTIQUE

FILMSENV.O.ANGLAIS/SOUSTITRESFRANCAIS

1115LESOLDATRECALCITRANT-90mnCOMEDIE.

ATWARWITHTHEARMYCOMEDY

FilmdeAlWalker

avecDeanMartin-JerryLewis

1900FRITZLECHAT-76mnDESSINANIME

FRITZTHECATEROTIQUE

EROTICAL

CARTOON

deRobertTaylor

animation:TedC.Bemiller-G.Hesehong

1013 、LESDIABLESDEGUADALCANAL-102mnGUERRE

FLYINGLEATHERNECKSWAR

FilmdeHowardHuges

AvecJ. .Wayne-R.Ryan
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1003

1004

1005

1006

1103

1104

1105

1205

1206

FILMSENANGLAIS

(Englishspeaking)

THERAILWAYCHILDREN-90mn

D.Sheridan-B.Cribbins

CROSSOFIRON-128mn

J.Coburn-M.Schelle-J.Mason

DRIVER-88mn

R.O'Neal-B.Dern-1.Adjani

CONVOY-106mn

K.Kristofferson-A.McGraw

HOFFMAN-107mn

P.Sellers

PERCY'SPROGRESS-90mn

E.Sommer-V.Price

SPANISHFLY-90mn

T.Thomas-L.Phillips

THEMANWHOHAUNTEDHIMSELF
-90mn

R.Moore

DON'TLOOKNOW-106mn

D.Sutherland-J.Christie

1207ACCIDENT-100mn

D.Bogarde-S・Baker

1209THESAVAGE-90mn

C.Deneuve-Y.Montand

1401

1402

WARLORDSOFATLANTIS-92mn

D.MacClure-P.Gilmore

SCARSOFDRACULA-92mn

C.Lee-D.Waterman
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ADVENTURE

WAR

ADVENTURE

ADVENTURE

COMEDY

COMEDY

COMEDY

PSYCHOLOGICAL

DRAMA

PSYCHOLOGICAL

DRAMA

PSYCHOLOGICAL

DRAMA

PSYCHOLOGICAL

DRAMA

SCIENCEFICTION

FANTASTIC



1405FADETOBLACK-100mn

D・Christopher-N・Burton

1600MURDERINTHEORIENTEXPRESS

-120mn

I.Bergman-S.Connery

1603FLICSTORY-120mn

A.Delon-J.L.Trintignant

1604LASCOUMOUNE-120mn

J.P.Belmondo-C.Cardinale.

1606CATANDMOUSE-90mn

K.Douglas

1607THESWEENEY-90mn

J.Thaw-B.Foster

1608DEATHONTHENILE-135mn

p.Ustinov-J.Birkin

1614WIDOWCOUDERC-120mn

A.Delon-S.Signoret

1615MAX-120mn

M.Piccoli-R.Schneider

1617TOMORROWNEVERCOMES-90mn

O・Reed-S.George

2003

2005

2006

FILMSENALLEMAND

(DeutschSprechend)

JEDENMORGENHALTDERSELBE

ZUG-90mn

D。Sheridan-B.Cribbins

DRIVER-91mn

R.O'Neal-B.Dern-1.Adjani

CONVOY-110mn

K.Kristofferson-A.McGraw
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FANTASTIC

THRILLER

THRILLER

THRILLER

THRILLER

THRILLER

THRILLER

THRILLER

THRILLER

THRILLER

ABENTEUERFILM

ABENTEUERFILM

ABENTEUERFILM



2401

2402

2600

2608

TAUCHFAHRTDESSCHRECKENS-92mn
D.McClure-P.Gilmore

DRACULANACHTEDESENTSETZENS
-95mn

C.Lee

MORDIMORIENTEXPRESS-120mn

I.Bergman-S.Connery

TODAUFDEMNIL-140mn

p.Ustinov-J.Birkin

SCIENCEFICTION

FANTASIEFILM

KRIMINALFILM

KRIMINALFILM

FILMSENARABE

3109NAGUATELSAGHIRA

3110NAGUATEI.SAGHIRA

3111SHAHEDMASHAFEKHAYA

3300

3301

3302

3303

3304

3305

3306

L

L

L

L

E

E

E

E

LEITH

LEITH

LEITH

LEITH

HANI'S

HANI'S

HANI'S

L

L

L

L

A

A

A

A

ABYAD

ABYAD

ABYAD

ABYAD

ADVENTURES

ADVENTURES

ADVENTURES

3610ALFEYDA

ll蕊lll:}

へ
1erepartle

へ
2emepartie

へ
3emepartie

へ
4emepartie

iiliiiiiii}

Chanteuse

Comigue
128mn

Dessins
.'

anlme

Dessins
.,

anlme

Espionnage
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資 料1世 界 の 統 合 通信 網 お よ び サ ー ビスの将 来

' 一 チV－ ルズ ・ブラウンAT&T会 長 によるテ レコム

83フ ォーラム ・オー プニ ング講 演(要 旨)

テ レコム83フ ォ ー ラ ムでは,世 界 の通 信 界の 著 名 人が 多数 演 壇 に立 った 。

この 中か らAT&Tの ブ ラウ ン会 長 の オープニ ング講 演 の要 旨を 紹 介す る。

この よ うな会 議 を 催 す こ との イ ンパ ク ト,も し くは 「世 界 コ ミュニ ケー シ ョ

ン年 」 開 催 の 全般 的 な イ ンパ ク トを 計量 す る こ とは 困難で あ りま す が ・私 は こ

の2っ が 共 に非 常 に意 義 のあ るこ とだ と信 じて お ります。 この 会 議 の 参 加 者数,

それ に テ レコム83展 示 会 の規模 は,電 気通 信 産業 の重要 性 と将 来 性,そ れ に

出現 しつ つ あ る 「情 報 時 代 」 の展 望 とい っ た もの に対 して,世 界的 に盛 り上 り

つつ あ る関 心 の 大 き さ を如 実 に物 語 る もので あ ります 。

われ わ れ が新 しい地 球規 模 の通 信 お よび情 報 シ ステ ムの構 築 の 展 望 を 観照 す

るに 当 って,わ れ われ が 直面 して い る障害 は,も は や技 術士 の もの で は な い こ

とに 気 づい て い る と思 い ます 。 われ わ れ が いか な る選択 を 行 お うと もそ れ を実

現 す るため の技 術 は も う既 に あ ります 。 す な わ ち,わ れ わ れ が集 団的 に選 択 し,

そ して,そ れ を 達 成す るた め に よろ こん で協 力す る こ とが 不 可欠 の要 素 とな り

ます 。

建 設 的な 意 見 交 換 が で き るよ うな 舞台 を と とのえ るため に,国 際 的通 信 お よ

び情 報 処理 シ ステ ム と サ ー ビ ス の 開発 に当 って,わ れ われ が 当面 して い る

「機 会」(opportunities),「 障 害」(obstacles)そ れ に 「選 択」(op-

tions)と い っ た もの に つ いて 簡 単 に検 討 してみ た い と思 い ます 。私 の 狙 いは

意 見や論 議 を 刺激 す る こ とにあ ります 。

まず,通 信技 術 上 の 出来 事 を ざ っ と見て み ま し ょ う。 テ レ コム83展 示 会 へ

行 って 直接 に ご覧 にな っ た よ うに,通 信 技 術 の 革新 は 目 も く らむば か りの ス ピ

ー ドで進 行 して お り,ま ぶ しいば か りの新 しい 製 品,サ ー ビス,そ れ に機 能 と

い った もの をぞ くぞ く創 り 出 しっ っ あ ります 。
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技 術 の新 世 代 が現 われ るた び に,情 報 を送 った り処 理す るス ピー ド,容 量,

それ に多様 性 とい っ た ものが 増 大 す るばか りか,単 位 当 りの コス トが 低 減す る

傾 向 にあ ります 。 もち ろん,こ の革 命 の原 動 力は通 信 と コ ン ピ ュー タ技 術 の 融

合で あ り,こ れ は 電 気通 信 産 業 を 文 字通 り再 定義 しつ っ あ り ます 。

こ うした2つ の技 術 の 結 合 を言 い 表 わ す た め に い ろい な術 語 が用 い られて お

り,ア メ リカで はこのことを 「コン ピ ュニ ケ ーシ ヨン」(compunications)と

言 う人 々が い ます 。 フ ラ ンスで は 「テ レマテ ィーク」(telematique)と 呼 ん で

お り,日 本 で は 日本 電 気 の 小 林 博 士 が 「シ ー ・ア ン ド ・シー」(C&C)と 呼

ん で い ます 。 そ の他 に 「イ ンフ ォルマテ ィックス」(informatics),「 テ レイ

ンフ ォル マ テ イ ックス」(teleinformatics)と か 「テ レ マ テ ィ ッ ク ス 」

(telematics)と い う呼 称 もあ り ます 。

どん な名 称 を 選ぶ にせ よ,わ れ わ れ は情 報 を伝 え た り処 理 した りす るこ と に

関す る新 しい可 能性 の領 域 全体 につ いて 語 って い るので す 。 個 人 や 企 業そ れ に

政府 な どの生 産 性 と効 率 を 高め る こ とがで き る可 能 性 で あ り,社 会 全体 に わ た

って 生 活 の質 を 高 め る こ とが で き る可 能性 で あ ります 。 情報 処 理 シス テ ムが 情

報 伝達 シ ステ ム と結 合 します と,わ れ われ の通信 の 概 念 に 根本 的 な変 化 が生 れ

始 め ます 。電 話 は もはや 単 な る 音 声通 信 の ため の器 具 で は な く,む しろ情報 端

末(informationterminal)つ ま りい ろ い ろな源 か らの 情報 を,い ろい ろ

な や り方 でア クセ ス した り交換 した りす る手 段 の ひとつな ので す。 テ レビは もは

や単 に ニ ュ ースや 娯 楽 を 受 け取 るた め の消 極的 な器 具 で は な く,む し ろ会 話型

の通 信 装 置(interactivecommunicationdevice)で あ り,電 子 的 に進

行 中の トラ ンザ クシ ョ ンを 視 覚 的 に表 示 す る ものな ので す 。

PABXは もは や 単 に 事 務 所 か らか け た りか か って来 る電話 を取 りつ ぐ器 具 で

は な く,む しろ多 目的 オ フ ィス管 理 システ ム(multipurposeofficema-

nagementsystem)で あ り,在 庫 管理 か らエ ネル ギ ー管理 に い た るま で い

ろい ろな オ ペ レー シ ョンを サ ポ ー トす る ものな ので す 。

電話 回 線 は もは や 単 な る電 話 回線 で はな く,む しろ 多 目的 の 情 報 パ イ プ ライ
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ン(multipurposeinformationpipeline)で あ り,人 と人,人 と機 械,

も しくは機 械 と機 械 を 結 び つ け る もの な ので す 。

通 信 ネ ッ トワ ー クは 本 来,単 純 な音 声 級 の 接 続 を 行 う ため に設 計 され た も

の です が,い ろい ろな 電 子 的形 式,量,そ れに スピー ドで 情 報 の伝送をす る こ と

を ユ ーザ ーに許 す よ うな シ ステ ムへ と急速 に進 化 しっ っ あ ります 。 高度 化 した

私 設 ネ ソ トワ ー ク もまた,大 手 企 業 や 政府 機 関 の よ うに経 営 が 高度 な 通 信 や 情

報処 理 に大 き く依 存 せ ざ るを え ない ユ ーザ ーの特 定 のニ ー ズに 合 うよ うに変 化

しつ つ あ る。 台 頭 しっ つ あ る衛 星 や セ ル ラ ー型 無 線 システ ムは,従 来 の地 上 回

線 に よ る通 信 シ ステ ムに 対 し,新 た な 代 替案 を 提 起 して い る。 本 当 に,腕 時 計

電 話 の時 代 もそ う遠 い 話 で は な いか も知れ ませ ん 。

先 進 工 業 諸 国 にお いて は,通 信 と情 報処 理 とは 主要 な 成 長産 業 とな って い ま

す 。 そ して 開 発途 上 国 に お いて も,効 果 的 な電 気 通 信は 望 ま しい 目標 で あ るば

か りか,経 済 的社 会 的 進 歩 の ため の 前 提条 件 で あ る とい う認 識 が 高 ま りつつ あ

ります 。

向上 した技 術 が,世 界 中 の国 々の 間,お よび そ の国 内 にお け る通 信 を 拡 大 し

再 形 成 しつ つ あ ります 。 衛 星や 海 底 ケ ーブ ル ・シ ステ ムに 見 られ る不 断 の進 歩

は,国 際 間 の 音声通 信 の利 用 可 能 度 と信頼 性 を 高 め たばか りか,膨 大 な量 の情

報 を デ ー タ,ビ デ オ,そ れ に プ アク シ ミ リとい った 音声以 外 の形 態 で 伝送 す る

能 力を も向上 させ た ので す 。

世 界規 模 の電 気通 信 と情 報 処理 の ネ ッ トワー クは,国 際 通 商,金 融,そ れ に

旅行 な どに 関 して,ま す ます 大 き くそ して 重 要 な役 割 りを 果 して お ります 。 ま

こ とに ・現 代 の 通信 お よび 運 輸 ネ ソ トワー クは,国 際通 商の 枠組 み を 再 編成 す

る上 で 重要 な要 素 とな って お り,要 す る に単 二 の地 球市 場 を 作 り上 げつ つ あ る

の で す。

情報 技 術 の爆 発 的成 長 を 評価 す る に当 って,ユ ーザ ーの 観 点 に立 っ た場 合 に,

焦 点 は技 術 に あ るので は な く,情 報 に あ るの だ と認 識す る こ とは有 益 だ と私 は

思 い ます 。
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情報 革命 の本質 は,い か な る形 の情 報っ ま り話 し言 葉で あ ろ うと,書 かれた も

ので あ ろ うが,記 録 され て い よ うが 放送 され よ うが,情 報 が ひ とた びデ ィ ジタ

ル の形 態 に 転換 され て しまえば,誰 れで あれ 適切 な情 報 ネ ッ トワー ク も しくは

シ ステ ムに ア クセ スを 持 つ 人 に よ って 伝送 され,蓄 積 され,検 索 され,表 示 も

し くは 処 理 され うる とい うこ とに あ るので す 。

も し,普 遍 的 に そ して 画一 的 に配 備す るな らば,台 頭 しつ っ あ る情 報技 術 は,

個 人 に と って も団体 に と って も,は た ま た 全社 会 に とって も,世 界 中の 知 識 の

中か ら必 要 な ものを 選 び,リ ア ル タ イ ムに,使 い うる形 で しか も手 頃値 段で,

呼 び寄せ る潜在 的可 能 性 を 提供 す る もの な ので す 。

キ イ ・ワ ー ドは,も ち ろん,「 普遍 的」 で 「画一 的」 で あ ります 。 も し 「情

報時 代 」 が 地 球規 模 の現 象 に な り うる と した ら,情 報 に 電子 的 に ア クセ ス した

り処 理 した り,や り取 り した りす る ため の道 具 が 広 く入 手 可 能 で な けれ ば な り

ませ ん 。 また,情 報 を国 内で も,ま た 世 界 の国 々の 間 で 移動 した り管理 す るた

め にわ れ わ れ が 用 い る シス テ ムや ネ ッ トワー クには 適度 な 互換 性 が な けれ ば な

りませ ん 。

われ わ れ は 電話 的 に世 界の 国 々を相 互接 続 す る こ とに っ いて は 大 変大 きな進

歩 を遂 げ ま した 。 ほ とん ど誰 れ しもが 何処 に いて も電 話 を 持 って い るな らば,

世 界 中の これ また 電話 を持 って い るほ とん ど どん な人 で も呼 び 出す こ とが で き

るので す 。 これ は 決 して 小 さな 業 績で は あ りませ ん 。

しか しな が ら,統 合 され た汎 用 の 情報 伝 送 シ ステ ム の開 発 … しか も,あ らゆ

る国 の平 均 的 市民が アクセスで き,し か も経 済 的 に利 用可 能 な 伝送 シス テム の開

発 とい う 意 味 で は,明 白 に,わ れ わ れ に は 依 然 と して 進 歩 の 余 地 が 残 って い

ます 。

普 遍 的 な 情報 ア クセ スを 提供 す るた め の基 本 的技 術 は既 に存 在す るか,も し

くは,既 に 開 発 の い ろ い ろな 段階 に入 って い ます 。 しか しなが らそれ が 世 界 中

に配 備 され て い る度 合 いや,手 法 に は大 き な差 異 が あ るの です 。

世 界 の あ る部 分 で は,「 情 報 時代 」 が急 速 に現 実 にな りつつ あ り,人 々の生
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活 や仕 事 そ れ に遊 び とい った ものの様 式 を変 化 させ て い ます 。 た とえ ば,私 の

国で は労 働 人 口 の半 分以 上 が,情 報 の 移動,操 作,も し くは管 理 に関 連 の あ る

仕 事 に従 事 して お り,800万 人 以上 の人 々が 日常 ビデオ ・デ ィスプ レイ ・タ

ー ミナル を 必 要 とす る仕事 に就 いて い ます 。 コ ン ピ ュー タ ・エ イ デ ッ ド ・イ ン

ス トラ クシ ・ンは 小 学校 か ら大 学 に 至 るまで の,ほ とん ど全て の 教 育機 関 に お

いて あ りふ れ た もの に な りつ つ あ ります 。 そ して,パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ

は,市 場 に お け る最 も人 気 の 高 い消費者 向 けの製 品 のひ とつにな りつつあ ります 。

しか し・それ と同 時 に,世 界 の 多 くの 人 々は,基 本 的 音 声電 気通 信 サ ー ビス

ヘ ア クセ スす るこ とさえ で きな いで い るの で す 。

も し・われ われ が 本 当 に地 球規 模 の総 合 的通 信 情報 シ ステ ムを持 と うと言 う

ので あ っ た ら,そ して,も し情報 時 代 の 利益 を あ ま ね く人 々に 分 け与 え よ う と

言 うので あ っ た ら,明 らか に,こ の大 き く 一 そ して広 が りつ っ あ る 一 通 信 ギ

ャ ップを 埋 め る こ とが肝 心 で す。

確 か に,ひ とっ ひ とっ の国 の 中で効 果 的 な イ ンフ ラス トラ クチ ャーを 開発 す

るこ とは,効 果 的 な地 球 規模 の通 信 シス テ ムを 開 発 す る上 で 重 要 です 。 しか し

なが ら,そ れ と同程 度 に,通 信 技術 を 応 用 す る際 の 共通 の標 準 や,一 貫 し た ア

プ ロー チ に対 す る ニ ー ズ も重 要 で す。

長年 に わ た って,ITUの 協 議 委 員会 は,番 号 のつ け方 や,信 号 発 信 お よ び

交換 シス テ ム,そ れ に様 々な 相 互接 続 方 式 な どの一 貫性 の あ る世 界的 アプ ロ ー

チを 目指 して作 業 す ることによ り,貴 重 な 貢献 を して 来 ま した 。彼 等 の 努 力 が 無

か っ たな ら,今 日われ われ が 国際 通信 と呼ん で い る もの も,存 在 しな か った で

あ り ま し ょう。 過去 にお いて,こ う した努 力 の 多 くは,あ るひ とつ の 国 に あ る

通 信 ター ミナル と,他 の 国 にあ る同 じよ うな ター ミナル との 間 に,互 換 性 を もら

た接続 を与 え る こ とを 狙 い と して い ま した 。

今 日 ・強 く求 め られて い る の は何 か と言 えば,互 換 性を 持 った相互接続(in-

terconection)で あ り,も っと正 確 に言 うな ら,ま す ます多様 化 しつ つ あ る一 連

の通 信 プ ロダ ク ト・サ ー ビス,そ れ に システ ム間 の 相互 通信(intercommuniー
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cation)で す 。

こ の数 年 来,特 殊 電子 情 報 ネ ッ トワ ー クが 目覚 しい成 長 を み せ て い ます が,

そ うした ものに は,個 々の組 織 の ニ ー ズに 合 わせ た専 用 システムも,一 般 ユーザー ・

シス テ ム と して 設 計 され た もの もあ ります 。 また これ らには 音 声 とデ ー タ とを

総 合 した ネ ッ トワ ー クか ら高速 デ ィジ タル交 換 ネ ッ トワ ー ク,パ ケ ッ ト交換 ネ

ッ トワ ー ク,ビ デ オ会 議 ネ ッ トワ ー ク,そ れ に ソ フ トウ ェアを ベ ー ス に した

シス テ ムで 普 通 に は 互換 性 の な い 複数 コ ン ピ ュー タ間 のや り取 り,そ して 総 合

化 さえ もや って の け る もの もあ ります 。 セ ル ラー型 自動 車 無 線 や 直接 放送 衛 星

の よ うな よ り新 しい シス テム の 中 に は,新 しい形 の大 衆通 信 と して の 潜在 的可

能 性 を 持 って い る もの もあ ります 。

こ う した システ ム の殆 ん どの もの は,個 々の国 の国 内利 用 の た め に 開発 され

た もの です が,こ れ らを 地 球規 模 で 展 開で きな い とか,し て は な らな い とい っ

た 理 由は何 もあ りませ ん 。 全 くの と ころ,こ うした高 度 電 気通 信 シ ステ ム が国

際 的 に 用 い られ な けれ ば,こ れ ら シ ステ ムが 持つ 潜 在 的 な利 点 の 多 くに 気付 か

な い ま ま に過 ご し,わ れ わ れ みん な が損 をす るこ とで し ょ う。普 遍 的 な 電話 の

i接続 性(connectivity)が 過去 何 十 年 か の間 の主 要 な 目標 で あ った よ うに,普

遍 的 な 情報 ア クセ スを この 先 何十 年 か の 間 のわれ われ の主 要 な 目標 とすべ きで

あ ります 。

明 らか に,こ の 目標 を達 成す るた め の 基本 的 必要 要 件 の ひ とっ は,相 互接 続

を容 易に し,ひ いては高 度 通信 シ ステムの地 球 規模 の展 開 を刺 激 す る標 準 を 開発

す る こ とで す 。

標 準 の重 要 性 を説 明 す るた め に,ロ ン ドンの フ ィナ ンシ ャル ・タ イ ム ズ紙 の

GuydeJonquieresの 最 近 の 演説 か ら引用 させ て い た だ き ま し ょ う。 彼 は

世 界 の 電気 通 信 界 につ いて の よ り鋭 敏 な オ ブザ ーバ ー のひ と りで す が,次 の よ

うに言 って い ます 。

「共 通 の標 準 が 欠如 して い る と い うこ とは,ヨ ー ロ ッパ が セ ル ラー型 自動 車

通 信 の時 代 に,少 くと も3つ,も し くは そ れ以 上 の 数 の異 な る互換 性 のな い シ
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ステ ムを伴 な って 突入 しよ うと して い る こ とを意 味 す る。 これ は単 に,自 動車

(電 話)の ユ ーザ ーが 国 境を 超 えて 彼 等 の システ ムを利 用 で きる便 利 さを,否 定

される とい うことを 意 味 す るだ け で は ない 。 ター ミナル の生 産量 が 少 な くな る と

い うこ とを も意 味 し,そ の結 果,1台 当 りの コス トが必要 以 上 に 高 くつ くよ う

にな るか も知れ な い。 」

この他 に も,あ る種 の 新 通 信 シ ステ ムを め ぐって,同 じ様 な 問 題 が 起 こ りう

ることを 考 えて,同 氏 は 次 の 様 に観 測 して い ます 。 す なわ ち,

「人 は,も し19世 紀 に ヨー ロ ッパ が鉄 道 を 敷 設 す る際 に,同 じよ うな ア プ

ローチが と られ た と した ら,ど うな って い たか と語 か る こ とで し ょう。 国 毎 に

軌道 の 幅が異 な って いた ら,国 境を 超 え る度 に今 日の旅 客達 が 列車 を 乗 り換 え

ざ るを え な か っ た ので は な い か 」

この こ とは何 も電 気通 信 開 発へ のア プ ロー チが どこの国 で も同 じで あ るべ き

だ とい う意 味で は あ りませ ん 。そ の よ うな こ とは不 可 能で す し,ま た 望 ま しい

こ とで もあ りませ ん 。 われ われ が 必要 と して い るのは,ひ とつ の国 に あ る シ ス

テ ム と他 の国 にあ る シ ステ ム との間 の実 用 に供 しうる,経 済 的 で 理 解 しうる相

互接 続 を保 障 す るな ん らか の 基本 的標 準 に関 す る合 意 な ので す 。 目標 は効 果 的

か つ 効率 的 に コ ミュニケ ー トす るユーザ ーの能 力を,最 大 限 に強 化 す る こ とに あ

るの です 。

この 目標 に 向 けて の最 も難 し く,そ して 最 も 望 み の 持 て る ス テ ップ の ひ と

つデ ィジ タル総合 サー ビス網(IntegratedServicesDigitalNetwork-

ISDN)コ ンセ プ トの継 続 した開 発 努力 で す 。ISDNコ ンセ ブ。トは万能薬では

あ りませ ん が,反 面 これ は 互 換 性 とか 普 遍 性 な ど に関す る基 本 的 な心 配 の 多 く

に対 応 して くれ ます 。 何 よ り も これ は,電 気通 信 を 将来 国 家 的 に,地 域的 に,

そ して 全地 球 的 に 開発 して い く際 の ガ イ ドライ ンとな る統 一 的 な概 念 的 枠組 み
∫

を与 えて くれ る ものな の で す 。

私 に と って,ISDNの 何 が 最 も重要 で あ るか と言 います と,ISDNが 単 な

るオ ール ・デ ィ ジタル ・ネ ッ トワー クの ビジ ョンで はな く,む しろそ れ が 総 合
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ネ ッ トワー クとサ ー ビ スの ビ ジ ョンで あ るこ ととい う こ とです 。 い ろい ろな 種

類 の通 信 機 能 を 提供 す るた め に,全 く個 別の 独立 した 複 数 の ネ ットワー クを建 設

す る代 りに,ISDNコ ンセ ブ。トは 多 目的情 報 伝送 シス テ ムを 構 築 し,い ろいろ

と異 な る情 報 源か らや って くるい ろい ろ と異 な った形 態 を した情 報 が,共 通 の

ネ ットワーク施 設 上で,集 め られた り配 られ た りされ る よ っに しよ っと い っので

す 。

私 はISDNコ ン セ プ トは,必 ず し もひ とつ の 国 に は ひ とつ の ネ ソ トワ ー ク

が あれば よ い とか,単 一 の総 合 世 界 ネ ッ トワー クが あれ ば よ い とい っ た こ とを

意 味 す る もので は な い と信 じます 。 そ うで は な くて,様 々な アプ ロー チを持 つ

よ うにな る と思 い ます 。 ア メ リカの よ うな国 で は,多 分 い くつ か のISDNが

設 け られ るで し ょ う し,国 に よ って は 単一 の汎 用 ネ ッ トワー クを 選択 す る場 合

もあ るで し ょ う。 世 界 の あ る地 域 で は,い くつ か の 国 々に ま たが る地域ISDN

シ ステ ムが 作 られ るか も知 れ ませ ん 。

どの よ うな場 合 に せ よ,も しわれ われが,こ う した様 々な シ ステ ムを相 互接

続 す る こ とを可 能 とす る よ うな あ る種 の 基本 的 標 準 にっ い て合 意 す るな らば,

単 一 の地 球規 模ISDNを 作 りあ げ たの と同等 の 成果 を 得 るこ とが で き るはず

で す 。

しか しな が ら,将 来 を 展 望 して み た場 合,効 果 的 な 地 球 規 模 情報 ネ ッ トワー

クを達 成 す るの に最 も克服 し難 い 障 害 は,技 術 的 な もので は な く,む しろ,そ

の 性質上,政 治的,経 済 的 な もの で あ ります 。

今 日,国 際通 信 の世 界 に は相 対 立 す る2っ の 力 が 働 らいて い ます 。一 方 には

拡 大,強 化 した 国 際通 信 に対 して の増 大す る要 求 が あ り,こ れ は 通 商 と金 融 の

うち続 く地 球 化 に よ って お おか た 助長 されて い ます。 拡 大 主 義 の傾 向 に対 峙 し

て い るの は,広 く増 大 しつ つ あ る保 護主 義 の傾 向 で す 。

先進 国 に も開発 途 上 国 に も共 に 障壁 が は りめ ぐら され て い ます 。 っ ま り,関

税 お よ び非 関税 の様 々な 障壁 が,情 報 関係 の 産業 に対 す る外 国 か らの 競争 を制

約 しよ う とは りめ ぐ ら され て い るの です 。 ご く最 近 に は,国 境 を 超 えて の 情報
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一 特に コンピュータ化 された情報の流れ を制限 しようとい う試みが,こ うした

動 きに 加わ ります。

こう した動 きのあ るものは,通 信お よび情報産業が将来の経済発展 にとって

次第に重要性を増 しっっ あるとい う認識に立 って,自 国の こうした産業を保護

ない し援助す ることを意図 しています。国際的デ ータの流れに対す る制限の 中

には ・個人のプ ライバ シー,国 家の安 全,そ れ に文化的主権 に対す る危惧を反

映 した もの もあ ります。

こ うした動きの多 くは理解 しうるもので あり,そ して多分正当な国 家的危惧

を反映 した ものか も知れ ませんが,危 険なのは,そ の累積効果が通信 および情

報処 理産業 の成長 と発展 を国内的にも国際的に も阻害 し,そ してやがて はそ の

他の経済 の情報集約産業 の進歩にブ レーキをか けることな のです。

一 見魅力的 に見えて も,そ うした制約的慣行 は 自己破壊 にっなが りが ちです。

一般大衆が最新の しか も最 も効率的なフ。ロダク トにアクセ スす るのを妨げ るよ

うな政策は,革 新を阻害 し,非 効率を助長 します。保護障壁が持つ もうひ とつ

の問題 は ・障壁が外か らの侵入を防 ぐ一方では,内 にい る者を閉 じ込 めて しま

っとい っことです。

地 球規模 の通信の将来 に関 して,わ れ われはまさに岐路 に立 っているのだと思

います。私 の見 るところでは,わ れ われには2っ の基本的選択が あ ります。 わ

れ われは拡大的 アプ ローチをとって,国 際協 力の増大を求め るこ ともで きます

し,そ れ とともに,制 約的 アプ ローチを選 ん で保 護主義 と国 家的誇 りな る壁

の後 ろに引 きこもることもで きるのです。私の考えでは ,「 情 報時代 」が 地球

的現 実 とな りうる唯 一の道 は,通 信 と情 報技 術 の応 用を最 も幅広 く求めてい

く協 力的 アプ ローチなのであ ります。

われ われの 目標は,「 勝ち負け」 の状況を生み出す国家主義的戦略,も しく

は,し ば しば 全ての人が 敗者 となる といった状況 を生み出 しがちな保護主義的

戦略では な く,誰 れ しもを勝者 とす る結果 を もた らす協 力的戦略 を編み 出す こ

とであ るべ きであ ると申し上げたい。
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これ は何 も進歩が容 易に,も しくは素早 く達成できる とい うことを意味す る

もので はあ りません。 われわれは い くっかの極端に複雑 な問題 に直面 してお り

ます 。た とえば,

一 「産業 革命」がそ うであったよ うに ,「 情報革命」が世界の低 開発国をバ

イパ ス しないよ うにす るにはど うした らよいか?

一 情報技術を必要 としてい る側 にとっては手ごろであり,そ れを創造す るため

に多額 の投資を した側に も公正であ るといった条件 の下で,持 て る国か ら持

たざる国へ と通信技術の移転を起 こさしめるにはど うしたらよいか?

一 プ ライバ シーとか ,国 の安 全 と主権 に関す る正当な国家的危 惧に対応 しな

が ら,自 由な情報の流れを極大化す るには どうすれば よいか?

一 国 内的 及び国際的通信イ ンフ ラス トラクチ ャの過度な細分化 を起す ことな

く,増 大す るサ ービスお よび供給業者の多様化 にど う対処すれば よいか?

一 諸国 を して大規模 な多国間 ネ ッ トワー ク管理 スキ ームの開発に協 力せ しめ

るのに十分な誘因を作 りあげるには ど うすれば よいか。

こうした問題 は,わ れ われが直面 してい る難題 の ごく一部で しかあ りません

が,そ の反面われわれ が直面 している障害の どれ ひとつを とって も解決不可能

な もので はないと私 は確信 してお ります。 全 くの ところ,こ うした問題 の多 く

に対す る解答 は,こ の会場 に居 られ る人 々の手に届 くところにあり,こ うし

人 々の知 恵 と影響力 とを結集すれば,電 気通信の歴史の方 向を変え うるのだ と

思 います。

進んだ通 信 とコンピュー タ技 術 との組合せを もってす るな ら,地 球上のほ と

ん どあらゆ る地点か ら,人 々を して世界の最 も貴重な資源であ る知識 に,即 座

にア クセスす ることを可能にす る地球的情報伝送 システムを造 りあげ る技術能

力をわれわれは既 に持 ってい るので あります。

この上 われわれ に必要なのはや る気 と一緒に働 いてそれ を実現 させようとい

う意思な のです。
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資 料2AT&Tの デ ィ ジタ ル 交 換 シス テム

ーDIMENSIONSystem85一

1.将 来 の 自動 化 され た オ フ ィスの為 の 統 合 ビ ジ ネ ス ・シ ス テム

デ ィメ ン ジ ョン ・シ ス テム85は,複 雑 化す る情 報 サ ー ビスの 為 の総 合 的 通

信情 報 管理 シス テ ムで あ る。 これ は ソフ トウェ アを ベ ース と した,モ ジ ュー ル

化 され た シ ステ ムで あ り,利 用 者 の必 要 に応 じて 変 更,拡 張 が で き る柔 軟性 を

備 え て い る。 シ ステ ム85は 単 な る音 声,デ ー タ交 換器 で は な い 。 こ の シス テ

ムは,将 来 必 要 とな る情報 管 理機 能 をす べて サ ポ ー トしよ うとす る もので あ る。

アプ リケ ー シ ョンの つ な が り

シ ステ ム85に よ って,総 合 的 統合 射 精報 管 理 シ ステ ムが 構 築で き る。 ユ ー

ザ ーは先 ず 音 声通 信,通 話 管 理 か ら始 め られ る。 そ の 次に は,音 声/デ ー タ処

理,お よび 電子 郵 便 を付 け加 え るこ とが で き る。 更 には,事 務/業 務 アプ リケ

ー シ ョンや そ の他 種 々の機 能 の為 の先 進 的 ,統 合 的 システ ム 管理 へ と発展 させ

るこ とが で き る。 シス テ ム85は,ユ ーザ ーの 必要 に応 じて,能 力,機 能 を付

け加 え る柔 軟性 を 備 えて い る。

現 在 の 構 成

シス テム85は,そ の す べ て の ポ ー ト間の 音 声/デ ー タをサ ポ ー トす るプ ロ

トコル と,構 成 を 有 して い る。 これ は,種 々の接 続 端 末や ホ ス トコン ピュー タ

に適 合 し,又,通 信 網 の 発 展 に適 応す る構 造 的 柔軟 性 を備 えて い る。

通 信 機能

シ ステ ム85は,デ ジ タル通 信 の処 理,制 御 の為 の 種 々の通 信機 能 を提 供 す

る。 これ に よ りユ ーザ ーは,多 くの端 末,ホ ス トコ ン ピュー タ,そ して 又,音

声 デ ータ アプ リケ ー シ ョ ンの為 の 周辺 機 器 を統 合 す る こ とが で き る。 従 って ユ

ーザ ー に と って は ,シ ステ ム 内の どこか らで も,シ ステ ム内 の あ らゆ る所 にあ

る情報 を 呼 び 出 し,処 理 で き る統一 の とれ た システ ム とな る。,
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簡 易な操 作 性

システ ム85は,簡 単 な研 修 と使 い易 い イ ンター フ ェー スに よ り,簡 単 に操

作す る ことがで き る。 シス テ ム85は,自 動 的 に 自己 の動 作 を モ ニ ター し,管

理す る。 これ に よ り,ユ ーザ は 運 用 の 為 の経 費 を 削 減 し,経 営 の 問題 を 最 小

にす る こ とが で き る。 信 頼 性 を よ りい っそ う高め る為 に,先 進 自動 サ ポ ー ト・

システムに よ って,シ ステムの動 作 を 遠 隔監 視 す ることもで きる。

柔軟性 の あ る制御 の為 の シ ステ ム管 理

シ ステ ム85の 機 能 分割 構 造 に よ り,ユ ーザ は,必 要 とす る部 署 に適 当な 処

理 能 力を 持 たせ る こ とが で き る。 この シス テ ムは,モ ジ ュール グ ロー ス(各 モ

ジ ュールを 組み 合 わせ て1っ の シス テ ムを構 築す る)向 き に設 計 され て お り,

非 常 に経 済 的 な シス テ ムで あ る。

ユ ーザ は,ユ ーザ の 特 別 な 必要 性 に基づ いて 構築 され た シス テ ムを,運 用 し,

変 更 し,モ ニ タ ーす る 管理 権 を 持 つ 。 システ ムの ソフ トウ ェアは,ユ ーザ の必

要が 変 わ るにっ れて ユ ー ザ の運 用 形態 の変 更 を可 能 にす る。

既 に接続 され て い るモ ジ ュー ル端 末 を移 転 した り,又 は 新 しい端 末 を追 加 す

る こ と も,単 にそ れ らを 必 要 とす る シ ステ ムポ ー トに接 続 す る こ とで 実 現 され

る。

品質,信 頼 性,現 行 サ ポ ー ト

シス テ ム85はAT&Tの 研 究,開 発 研究 所 にて 設 計 され た もの で あ る。

AT&Tは 革 新 的,先 進 的 通 信 シ ス テ ム 開発 の リーダ ーとして 認 め られ ている。

こ の シ ステ ムは,革 新 技 術 を品 質 保 証 され た確 実 な通 信 情 報 管理 シス テ ムに

仕 上 げ る能 力 につ い て は,世 界 的 に知 られて い るAT&Tの 設 備,施 設 にて 作

られ た もの で あ る。

そ して 又,ユ ーザ ・シス テ ムの継 続 的 に運 用 す る為 の メ ンテ ナ ンスや制 御 を

行 う世 界 的 な サ ー ビス ネ ッ トワ ー クに よ る サ ポ ー ト体制 が完 備 され て い る・

シ ステ ム85は,ユ ーザ の将 来 にわ た る必 要 に答 え る世 界 的先 進 技 術 を ユ ー

ザ に提供 す るので あ る。
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この シ ステ ムは,通 信 情報 管理 の世 界 的 な専 門家 グル ー プ に よ って サ ポ ー ト

され て お り,彼 らは システムユーザの要 求を満 たす 多 くの経 験 や 種 々の ア プ リケ

ー シ ョンを ユ ーザ に提 供 す る。

デ ィ メ ン ジ ョン ・システ ム85;明 日の 為 の 今 日の 回答

デ ィメン ジ ョン ・システム85は,機 能性 と経済 性 を 兼 ね備 え た最 先 端 の 統合

事務 シス テ ムで あ る。

この シ ス テム は,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェア,種 々の ア プ リケ ー シ ョンを

提供 し,叉 世 界的 に急 速 に進 んで い る事務 環 境 の変 化に対 す るユ ーザ の要 求 を

サ ポ ー トす る弊 社 の先 進 情 報 シ ステ ム群 の,リ ーダ ー的一 員 で あ る。
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2.自 動 化 メッセー一一ージ機 能 へ の 発展

デ ィメ ン ジ ョン ・シ ス テ ム85は,メ ッセ ー ジ ング(MESSAGING)と 呼

ば れ る新 しい概 念 を 提 示 して い る。 この メ ソ七 一 ジ ングは,文 書 や メ ッセ ー ジ

を 作製 し,修 正 し,蓄 積 し,更 に は音 声 タ ー ミナルや デ ー タ ・タ ー ミナル か り

の取 り組 み,転 送 な どの機 能 を 持 って い る。

有効 な メ ッセ ー ジ操 作

デ ィメ ンジ ョン ・シ ス テ ム85の オ フ ィス管 理(OfficeManagement)は,

現 行 の メ ッセ ー ジ取 り扱 い手 法 内 の非 効 率 的 な部 分 を 自動 化 して い る。

この オ フ ィス管 理 の 多重 機 能 的 構 成要 素 に よ って,従 来 の メ ッセ ー ジのや り

とりに伴 う煩 雑 さを 大 幅 に 削減 し,文 書 を 素速 く,簡 単 に何 百 人 もの利 用 者 に

転 送 す る こ とがで き,従 って1人 当 た りの経 費を 非 常 に 低 くお さ え る こ とが で

き る。

メ ッセ ー ジ ・セ ンタ ー

シ ステ ム85の メ ッセ ー ジ ・セ ンター(MessageCenter)は,メ ッセ ー ジ

・セ ンタ ーの エ ー ジ ェ ン トを 介 して,シ ス テ ム内の いか な る局か らの呼 び 出 し

に も応 ず る。 この エ ー ジ ェン トは,す べて の メ ッセ ー ジ取 り扱 い の 責任 を負 っ

て い る。 メ ッセ ー ジ ・セ ンタ ーは,範 囲通 話(CALLCOVERAGE)や 言葉配

送 通 話(LEAVEWORDCALLING)と いった音 声 メ ッセ ー ジ機 能 を 超 え た

第2段 階 で あ る。

デ ィスプ レイ ・タ ー ミナ ル を使 って,エ ー ジ ェ ン トは メ ッセ ー ジ通 信 に介 入

し,検 索 す る。 従 って,や り と りを 行 う グ ル ープ に と って は,個 人の 秘書 の
＼

よ う な も の で あ る 。 こ の エ ー ジ ェ ン トは 又,通 話 を1群 の メ ッセ ー ジ ・セ ン タ

に ふ り 替 え た り,入 っ て 来 た 呼 を ビ ジ ー ・メ ッ セ ー ジ ・セ ン タ に 待 機 さ せ た

り す る こ と もで き る 。

電 子 住 所 録

デ ィ レ ク ト リ(Directory)サ ー ビ ス は,人 名,電 話 番 号,住 所,そ の 他 の

付 随 情 報 な ど か ら 成 る デ ー タ ベ ー ス を 提 供 す る 。 住 所 録 は,メ ッ セ ー ジ ・セ ン
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タの エ ー ジ ェ ン トや 受付 係,コ ンソー ル に向 って い る人 そ の他 値 入 情 報 を 得 る

必 要 の あ る人 な どに よ って ア クセ スされ る。そ して 叉 これ は,利 用 者 の必 要 に

応 じて プ ログ ラ ム化 す る こ と もで き る。

メ ッセ ー ジ ・セ ンタや デ ィ レク トリ ・サ ー ビスは,シ ス テ ム内 の す べ て の利

用 者が 必 要 と して い る能 率 を提 供 す る。すなわち,メ モ,メ ッセージを書 き残 す必

要 を大 幅 に 削減 し,ひ い て は,利 用 者(事 務 処理 のプ ロ)の 事務 処 理 に対 す る

イ メー ジを一 新 させ て しま う。

メ ッセ ー ジ ・セ ンタや デ ィ レク トリ ・サ ー ビスは,範 囲通 話 や 言 葉 配 送通 話

機 能 とい っ し ょに使 わ れ る時,そ の機 能 を余 す所 な く発 揮す る。

電子 文 書 通 信

電 子文 書通 信(ElectronicDocumentCommunication;EDC)は 文 書

処 理,蓄 積,情 報 伝 達 な どの機 能 を兼 ね備 えて い る。

EDCは3つ の異 な る部 分 か ら成 って い る。

①準 備(PREPARATION)機 能 は,文 書,メ ッセ ー ジ等 の 作 製,編 集,体

裁決 め,記 憶 な ど を 行 う。 シス テ ム ・ソ フ トウ ェア は,文 書 が 文法 的 に正 し

く ・叉読 み 易 いか ど うか を確 認 し,利 用 者 が よ り 良い書 き手 に な る様 に ア シ ス

トして くれ る。

②郵 便(MAILING)機 能 は,文 書 等 を 多 くのEDC利 用 者 に配 送 した り,又,

文書 が 配 られ た入 には そ の 事 を通 知 した りす る。 更 には種 々の 文 書 の 中か ら必

要 な もの を選 別 して取 り出す こ と もで き る。

③ 文 書 管理(DOCUMENTMANAGEMENT)は,関 連す る文 書 の記 憶 蓄積 ,

カタ ログ作 り,選 別 呼び 出 し等 の為 の シス テムで あ る。

こ の他 に追 加 機 能 と して,カ レンダ ー ・サ ー ビス(CALENDARSERVI

CE)が あ り,利 用 者 は よ り有効 に 自分 の時 間 を 管理 す る こ とが で き る。利 用

者は 画 面 の カ レ ンダ ーを 見 なが ら ・約 束事 や 定期 会 議 な どを 書 き加 え た り,消

去 した りで き る し,逆 に会 議 が近 づ い た りす る と,そ れ を 知 らせ て くれ るの で

あ る。
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シス テ ム構成 要 素

マ イ クロプ ロセ ッサ を ベ ー ス とす る コ ン トロー ラー上 で 動 作す る アプ リケ ー

シ ョン ・フ。ロセ ッサ(APPLICATIONPROCESSOR)は,ミ ニ コ ン ピ ュ

ー タの 中位 機 種 位 の機 能 性 を 持 って お り,シ ステ ム85の オ フ ィス管 理 は この

プ ロセ ッサ に 付随 して い る。

多様 な周 辺機 能,機 器に備 え た通 信 ポ ー トを 持つ ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ セ

ッサ は,最 大4個 まで シ ステ ム85に 取 り付 け る こ とがで き る。 そ して それ ぞ

れ は,1時 間 当 た り1500処 理 を サ ポ ー トす る。

シ ステ ム85と この ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロセ ッサ の 間 の イ ンタ ーフ ェー ス

はデ ー タ通 信 イ ンタ ー フ ェー ス ・ユ ニ ッ ト(DATACOMMUNICATION

INTERFACEUNIT)に よ って成 され る。 この ユ ニ ッ トは,通 信制 御 とア

プ リケ ー シ ョン ・プ ロセ ッサ 間のX.25パ ケ ッ ト交 換 イ ンタ ーフ ェー スを実 現

す る。

メッセ ー ジ ・セ ンタの エ ー ジ ェ ン トは,業 務 通 信端 末(BUSINESSCO

MMUNICATIONSTERMINALS;BCT)群 を 使 って この シ ステ ムを ア ク

セ スす る。 このBCTは 標 準ISOキ ー ボ ー ドを 持 った デ ィス プ レイ端 末 で あ り,

付 加 的 な プ ログ ラムや,編 集 機 能 も備 え て い る。

プ リン タ(PRINTERS)は 草 稿か ら清 書 まで,欠 かす こ とので きな い もの

で あ る。 シス テ ム85の プ リンタは,い ずれ も簡 単 に操 作 で き,プ リン ト幅 も

広 く,又 よ り 良い サ ー ビスの為 の 自己診 断機 能 も備 えて い る。

柔 軟な 制御 の為 の シ ス テ ム管 理

ユ ーザ は,経 済 性 が 高 く,価 値 あ る シ ステ ムを実 現 す る様,ユ ーザ 自身で 情

報 管理 シ ステ ムを 設 計 し,注 文 し,モ ニ ターす る こ とがで き るの で あ る。

シ ステ ム85は,情 報 を ア クセ ス した り,デ ー タベ ー スに加 え る為 に必要 な

ソフ トウ ェアを 提供 し,叉,シ ス テ ムの動 作を モ ニ タ ー し,そ の システ ムの経

済性 を 解 析す る。 ベ ー シ ックで 書 か れ た プ ロ グ ラ ミング言 語 は,専 用 ア プ リケ

ー シ ョンを 作 る道 具 と もな る。
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明 日の 為 に設 計 され た シ ステ ム85

シス テ ム85は,い か な る構 成 の下 で も,ユ ーザ の必要 に応 じた機 能 の追 加

が で き る。

現 行 の研 究 開発 は,必 ず や 将来 の必 要 性 に適 合 す るで あ ろ う。 この シ ステ ム

は メ ッセ ー ジに付 随 す る煩 雑 さを大 幅 に 削減 し,何 百 もの文 書 を 転送 し,蓄 積

で き る 多機 能 コ ンポ ー ネ ン トを提 供 す る。 シス テム 管理 は,ユ ーザ に,ユ ーザ

が本 当 に必 要 と して い る シス テムを もた らす 。

デ ィ メ ン ジ ・ン ・シ ステ ム85の オ フ ィス管理 は,将 来 の 為 に備 え られ るべ

き重 要 な ステ ップで あ る。

3.高 能 力デ ー タ通 信 へ の 発展

デ ィ メ ン ジ ョ ン ・シス テ ム85は,先 進 的,デ ー タ及び 音 声/デ ー タ能 力 を

備 え て お り,ユ ーザ に実 際 の業 務 の必 要 性 に合 った通 信 シ ステ ムを 提供 す る。

新 しい機 能

デ ィ メ ン ジ ョン ・シ ステ ム85で は,ユ ーザ の 現行 音 声 シス テ ムに,柔 軟 で

非 常 に有 効 な デ ー タ通信 を付 け 加 え る こ とが で き る。

先進 の デ ー タ交 換概 念 に 基づ き,シ ス テ ム85は,デ ジタ ル通 信 プ ロ トコル

(DIGITALCOMMUNICATIONPROTOCOL;DCP)や,タ ー ミナ ル

・エ ミュ レー シ ョン(TERMINALEMULATION)機 能 を 取 り入 れ た。

こ の ユ ニ ー クな シ ステ ムは,ユ ーザ の 各 ス テ ー シ ョンで の音 声 及 び デ ー タの

通 信を 統 合 す る と同 時 に,19.2キ ロ ビ ッ ト/秒 の構 内 デ ー タ転送 を 可 能 に し

て い る。 容 量 的 に は,64キ ロ ビ ッ ト/秒 まで可 能で あ る。 ユ ーザ は これ に よ

り,大 量 の デ ー タを迅 速 に取 り扱 うこ とが で き,通 信 シス テ ムの経 費 効 率 を 高

め る こ とが で き る。

シ ス テ ム85に よ り,回 線 コス ト,モ デ ム等 にか か る経 費 を切 りつ め る こ と

が で き る。利 用 者 は,好 きな 時 に,好 き な所 へ 音 声や デ ー タをふ り分 け,転 送

す る能 力 を持 つ こ とにな るので あ る。
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経 済 性 の 高い デ ータ交 換

シ ス テ ム85の デ ー タ交換(DataSwitching)は,同 種機 器 か らの 音 声,

デ ー タを取 り込 み,各 機 器 へ 振 り分 け る。 これ は1キ ロ メ ー トル か ら1.5キ ロ

メ ー トル程 度 の ロー カル回線 をサ ポ ー トして お り,更 に は,X25を 通 して,

他 の 回線 網 との接 続 も可 能 にす る。

現 行 の,も し くは予 定 して い る 回線 に,デ ー タ転 送 を付 加で き る こ とに よ り,

デ ー タ交 換 の設置 経 費 を 大 幅 に 削 る こ とが で き る,デ ジ タル音 声端 末 は,デ ー

タ ・モ ジ ュール を追 加 す る こ とで,高 度 デ ー タ機 能 を持 つ 。 これ に よ り,デ ー

タ端 末 を もサ ポ ー トす る シ ステ ム管 理 構 成で あれ ば,高 度 音 声/デ ー タ機 能 は

経 済 性 の 高 い もの とな る。

柔軟 な デ ー タ ・アプ リケ ー シ ョン

シス テ ム85は,ホ ス ト回 線 を ア クセ スす る為 の ア プ リケ ー シ ョンプ ロセ ッ

シ ング機 能 を提 供 す る。

端 末 の 利 用者 は,ホ ス トの 持つ 応 用機 能 をそ の 同 じ端 末 か らア クセ スす るこ

とが で き る。 これ は標219V.24(RS232C)イ ンタ ー フ ェースを 持 つ 同期

(SYNCHRONOUS),非 同期(ASYNCHRONOUS)タ ー ミナ ルを サ ポ ー

トして い る。

シ ステ ム85の 通 信 処 理機 能 は,ア プ リケ ー シ ョンプ ロセ ッサ を 用 い て,

ホ ス トに付 す る ター ミナ ル ・エ ミ=レ ー シ ョン(TERMINALEMULATI-

ON)を 提 供 す る。 この 結果,よ り少 な い端 末 で,よ り多 くの アプ リケ ー シ ョ

ンを サ ポ ー トで き る。 利 用 者 は,

。IBM3270/BSC

oTTY33/35

。IBM2780/3780

に よ り,ホ ス トと交 信 で き るの で あ る。

利 用 者 は,デ ジ タル 音 声 タ ー ミナル や ター ミナル の キ ー ボ ー ドを 使 って,も

し くは,ア スキ ー(ASCII)フ ォーマ ッ トの コン ピュー タを通 して,接 続,切
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り離 し(CALLSETUPSANDDISCONNECTS)が で き る。

この 柔 軟性 に よ り,音 声/デ ー タの 同時 転送,シ ステ ム 内 のデ ー タ端 末 へ の

ア クセ ス,コ ン ピ ュー タ間 の 直接 交信 な どが 可能 に な る。

デ ー タ端 末群

シス テム85は,タ ー ミナ ル群,モ ジ ュール,プ リン タな どを サ ポ ー トして

い る。 ・

この 中 には,デ ー タ,業 務 用 アプ リケ ー シ ョンを サ ポ ー トす る様 に 設 計 され

た,デ ィス プ レイ を基 本 とす る デ ー タ入 力 端 末 の 業 務 通 信 端 末(BUSI-

NESSCOMMUNICATIONTERMINALS;BCT)と い った先 進 端 末

も含まれ て い る。

フ。ロセ ッサ ・デ ー タ ・モ ジ ュール(PROCESSORDATAMODULE)

は,ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タや 同種 端末 との 直接 交 信 を可 能 に す る。

デ ィジ タル ・ター ミナル ・デ ータ ・モ ジュ ール(DIGITALTERMINAL

DATAMODULE)は,音 声/デ ー タ同 時通 信 を 可能 にし,デ ィジタル 音声 端

末 に付 属 して,種 々のサ ー ビスを 提供 す る。 これ は,既 存 の デ ー タ端 末 へ の,

V.24(RS232C)イ ン タ ーフ ェー ス機 能 を持 つ 。

トラ ン ク ・デ ー タ ・モ ジ ュール(TRUNKDATAMODULE;TDM)は,

デ ィジタル通 信 プ ロ トコル と外 部 回線 の 間 の イ ンタ ー フ ェー スを 提供 し,敷 地 外

の ホ ス ト ・シ ステ ムへ の ア クセ スを 可 能 にす る。

す べて の デ ー タ ・モ ジ ュール は,キ ーボ ー ド ・ダイ ヤル操 作 や,同 期,非 同

期 サ ポ ー トを提 供 す る。 そ れ らは,又,信 頼 性 を 高 め る為 の 動作 チ ェ ック,自

己診断 機 能 を備 えて い る。'

柔 軟 な制御 の為 の シス テ ム管 理

ユ ーザ は,経 済 性 が 高 く,価 値 あ る シ ステ ムを実 現 す る様,ユ ーザ 自信 で 通

信 シス テ ムを設 計 し,.注 文 し,モ ニ タ ーす る こ とが で きる。

端 末管 理(TERMINALCHANGEMANAGEMENT)ソ フ トウ ェアは,

容 易 な シ ステ ム管 理,制 御 を 可能 にす る。 ユ ーザ は常 に,内 部 の ハ ー ドウ エア
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を い じるこ とな く,新 た な機 能,サ ー ビスを付 加す るこ とが で き る。 モ ジュー

ル化 され た ハ ー ドウ ェア は,ユ ーザ の業 務拡 大 にっ れ た,シ ス テ ム85の プ ロ

セ ッサ,デ ー タサ ー ビス の増 設 を 可能 に して い る。 ユ ーザ は,端 末 や ポ ー トの

割 り当 て な どを,す み や か に編 集 し直 し,シ ステ ムを 拡 大す る柔軟 性 を有 して

い る。

明 日の為 に設 計 され た シ ステ ム85

シス テ ム85は,い か な る構 成 の 下で も,有 効 な 情 報 通 信 の制 御 の必要 性 に

応 じた機 能 を追 加す る こ とが で き る。

これ は,あ らゆ る範 囲 の デ ー タや 音 声/デ ー タの 同時 通 信 を 可 能 にす る,新

しい デ ィジ タル通 信 プ ロ トコルを提 供す る。 これ は 又,効 果 的 で効 率 の 良 いサ ー

ビスの為 に 必要 とな る周 辺 装 置 を も提 供す る。

ユ ーザ にあ わせ て 構 成 され る(特 注)シ ス テ ム管理 は,シ ステ ムを ユ ーザ の

正 確 な仕 様 や必 要 性 に 適合 した もの にす る。

デ ィメ ン ジ ョンシ ス テ ム85の デ ー タ管 理 は,将 来 の オ フィスの為 の 重要 な ス

テ ップで あ る。

4.情 報管 理 ネ ッ トワー クへ の発 展

デ ィメ ン ジ ョン ・シ ス テ ム85は,通 信 機 能 を充 実 させ る通 信 網機 能 を提 供

す る。 ユ ーザは 同 じ都 市 内の 事務 所,異 な る都市 の オ フ ィ ス,ひ い て は外 国 に

あ る事務 所 な どを結 ぶ 専 用 電 話 回線,情 報通 信 網 を 所有 す るこ とに な る。

通 信 の為 の 新 しい制 御

デ ィメ ンジ ョン ・シ ステ ム85は,ユ ーザ の通 信 シ ス テ ムに おけ る最 も重要

な機 能 の個 人 的 な制 御 を 可能 にす る。 ユ ーザ は シス テ ムを モ ニ ター し,問 題 と

な る場 所 を特 定 し,運 用 を制 御 す る能 力を 持つ 。

シス テ ム85は,ユ ーザ の通 信 経 費 を低 減 し,効 果 を 増 大 させ る。 又経 費を

部 署,個 人,プ ロ ジ ェ ク トな どに 振 り分 け るこ と も可 能で あ る。 これ は ユ ーザ

の業 務 の将 来 に わ た る必 要 性 に応 じて拡 張す る,柔 軟 な シ ステ ムで あ る。
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タ ンデ ム通 信 網

シ ステ ム85の 自動 経 路 選 択(AUTOMATICROUTESELECTION)

機 能 は,利 用 者 が特 別 な 操 作 を しな くと も,(自 動 的 に)最 も経 済 的 な交 信 経

路 を 選 び 出す 働 きをす る。 利 用 者 は単 に,希 望 す る番号 を ダ イヤ ルす るだ けで,

あ との 問題 は シ ステ ムが 迅 速 に,か っ 経 済 的 に処 理 して くれ るの で あ る。

も しそ の個 人 通 信 網 の 中で,対 象 とす る2つ の地 区間 の 主 要経 路 がふ さが っ

て い た時 に は,自 動第2経 路 選 択(AUTOMATICALTERNATEROU-

TING)が,他 の経 路 の 中で 最 も有効 で経 済 性 の 良 い第2の 経 路 を 選 択 す る。

通話 特 権 の制 御

ユ ーザ は,ユ ーザ の 現行 の,も し くは将 来 の 業 務 の必要 性 に基 づ き,利 用 を

制御 す る こ とが で き る。

設備 制 限 レベ ル(FACILITYRESTRICTIONLEVELS)に よ り,

ユ ーザ は,通 信 回線 を 完 成 す る為 に ど ち らの設 備 を 使 うか を 決定 す るこ とが で

き る。 これ に よ り,非 公 認 や 時 間外 の 通 話 を締 め 出す こ とが で き る。

公 認 コー ド(AUTHORIZATIONCODES)に よ り,特 定 の社 員 は,何

の制 限 も受 け ず に,端 末 の使 用 が可 能 とな る。

迅 速,簡 易か つ 経 済的 な ダ イ ヤル操 作

統 一 番号(UNIFORMNUMBERING)機 能 は,長 い番 号 や 特 別 な コー ド

を 削減 す る。 利 用 者 は,数 字 並 び を 考 え る必要 な く,単 に1つ の標 準 番号 を ダ

イヤ ルす るだけ で よい。

デ ラ ック ス ・キ ューイ ング(DELUXQUEUING)機 能 に よ り,利 用 者 は

1回 だけ ダイ ヤ ルす れば よ い 。 も しそ の 設備 がふ さが って い た な らば,シ ス テ

ムはそ の 呼 を 自動 的 に,待 ち行 列 に加 え,そ の 設備 が交信 可 能 に な っ た時 にっ

な いで くれ るので あ る。 又 この よ うに 回線 が っ なが って交 信 可 能 に な った 時 に

は,そ の事 を利 用 者 に 知 らせ て くれ る。

短 路 ダ イヤ ル(ABBREVIATEDDIALING)機 能 によ り,よ く使 わ れ る

電話 番 号 を,2～3の ダ イヤ ル番 号 に短 路で き る。 多機能7000シ リーズの端
硲
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末で は,1つ の ダ イ ヤ ル番 号 に 短路 で き る。

統一 的 か つ 有効 な通 信 操 作

シス テ ム85は,い くっ もの 遠 隔 の衛 星 シ ス テ ム の 制 御 を も行 うこ とが で

きる。 主 要 局/衛 星局 の 形状 は,通 信 シ ステ ムを 中 央 管制 的 な もの に して い る。

す なわ ち,す べ て の呼 は い った ん1ケ 所 へ 入 って来 て,し か る後,適 当 な ライ

ンへ 振 り分 け られ る。

中 央管 制 付帯 サ ー ビス(CENTRALIZEDATTENDANTSERVICE)

によ って,中 央部 の オ ペ レー タは,入 って くる呼 を 取 り扱 う。

中央 管 制 され た通 信 は,ユ ーザ の業 務 交信 取 り扱 い 能 力 を 向上 させ.オ ペ レ

ー タの為 の トレー ニ ング の必 要 性 を 低減 す る。

柔 軟 な制 御 の 為 の シ ステ ム管 理

ユ ーザ は,経 済 性 が 高 く,価 値 あ る システ ムを 実 現 す る様,ユ ーザ 自信 で通

信 網 を設 計 し,発 注 し,管 理 す る こ とが で き るの で あ る。

設備 管理(FACILITIESMANAGEMENT)ソ フ トウ ェア は,通 信 網 を

モ ニ ター し,制 御 す るた め に必 要 な道 具 を 提供 す る。 ユ ーザ は,通 信 網 を拡 張

し,機 能,能 力 を追 加す る柔 軟性 を 常 に有 して い る。

明 日の 為 に設 計 さ れ た シ ステ ム85

システ ム85は,い か な る構 成 の下 で も,ユ ーザ の業 務 の必要 に応 じた機 能

の追 加 が で き る。

この シ ステ ムは,構 内通 信 能 力 を備 えて お り,こ れ は,ユ ーザ の通 信 網 を,

各地 に点 在す る事 務 所 をす べ て カバ ーす る統合 業務 通 信 シ ステ ムに す る。 これ

は現 行 の シ ステ ム と簡 単 にや り と りで き,又,将 来 の 新 しい シス テ ムを生 み 出

す 様 な先 進技 術 に も適 合す る様 に 設 計 され て い る。 ユ ーザ 専 用 に設 計 され た シ

ステ ム管 理 は,シ ステ ムを,ユ ーザ の真 の 仕様,必 要 に 適合 した もの にす る。

デ ィメ ン ジ ョン ・シ ス テ ム85の 通 信網 管 理 は,将 来 の オ フ ィスの為 の重 要

な ステ ップ で あ る。

■
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5.有 効 な 音声 通 信 へ の 発 展

デ ィ メ ンジ ョン ・シス テ ム85は,先 進 的 音 声 処 理機 能 を 提供 す る。 これ に

よ りユ ーザ は,ほ ん の少 しの 指先 コ ン トロール に よ り,よ り多 くの機 能 を駆 使

す るこ とが で き る。

先進 的 音 声 機 能

デ ィ メ ンジ ョ ン ・シス テ ム85は,多 機 能 事 務 処 理 シス テ ムで あ り,基 本 的

な 音 声通 信 能 力 を 高め,更 にユ ーザ の 必要 に応 じた追加 的 な 音 声処 理 能 力を も

提供 す る。 個 々の利 用者 に よ る音声登 録 は100以 上可 能 で あ る。

簡略 化 され た ダ イヤ ル操 作

シス テ ム85の 音 声機 能 に含 まれ て い る,短 縮 ダ イヤル(ABBREVIATED

CIALING)は,頻 繁 に使 わ れ る電 話(番 号)を1回 の ボ タ ン操 作 で つ な が る

よ うにす る もの で あ る。又1つ のボ タン,す な わ ち自動再 ダイ ヤル(AUTO-MA

TEDREDIALING)を 使 えば,最 後 に ダ イ ヤル した番 号 の所 にか か るので

あ る。 転送 通 話(CALLFORWARDING)は システ ム内 の いか な る拡 張 部

分か らで も使 用 で き る。

切 り替 え 通 話(ALLTRANSFER),待 機(HOLD),会 議 通 話(CON-

FERENCE)は シス テム 内 の誰 で もが 容 易 に 使 え る。 これ らの機 能 は,貴 重

な時 間 を 節 約 し,又 通 話 を よ り便 利 な もの にす る。

よ り効 果 的 な メ ッセ ー ジ機 能

シス テ ム85は,メ ッセ ー ジの手 書 き を大 幅 に 削減 す る一 連 の メ ッセ ー ジ機

能が 備 わ って い る。

範 囲通 話(CALLCOVERAGE)は,か か って 来 た呼 を 自動 的 に他 の 場所

へ 転 送 す る もの で あ る。 も し くは,た だ言 葉 配 送 通 話(LEAVEWORD

CALLING)ボ タ ンを 押 せ ば,メ ッセ ー ジが,か け て来 た 人 々に伝 え られ る。

メ ッセ ー ジ待機 ラ ンフ。(・MessageWaitingLamp)が,電 話 がか か って来 た

こ とを 知 らせ て くれ る。

光 学40文 字 デ ィスプ レイ装置 は,個 々の 通 話 の 情報 表 示 に使 うこ とが で き
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る。 すなわ ちこれには,電 話をか けて来た人の名 前や,シ ステムの名 前,番 号 が表

示 され,叉 その 通話 が 他 の 場 所へ 転送 され た か否 か な ど も知 らせ て くれ るので

あ る。

この デ ィスプ レイで,メ ッセ ー ジ ・セ ンタ ー(MESSAGECENTER)か

ら詳 細 な メ ッセ ー ジを 引 き 出す こ と もで き る。そ の メ ッセ ー ジには,デ ー タや

時 刻,そ して 又,通 話 時 間 な ど も含 まれ て い る。 あ る メ ッセ ー ジが 呼 び 出 され

る と,1つ の ボ タ ンで 自動 的 に 逆 に電 話 を か け る こ とが で き る。

よ り高 い会 議機 能

新 しい シ ステム85の 通 話 設備 を 使 えば,会 議 もボ タ ン1つ で 簡 単 に で き る。

新 た に か か って 来 た電 話 を,既 に通 話 中 回線 につ な ぎ加 え る こ とが で き る。 シ

ステ ム内 の いか な る端 末 の 組 み 合 わせ で も,最 高6人 まで の 会 議 がで き る。

自動 化通 話管 理

統 一通 話 配 分(UNIFORMCALLDISTRIBUTION)は,多 くの通 話

の 回 線 割 り当て を 自動 的 に 行 う。 通 話 は,あ る決 ま った 手 順 で 最 も適 した端

末 に 接 続 され る。 中 央化 され た通 話 操 作 機 能 は,最 大40ケ 所 か らの通話 の 回

線 割 り当 て を行 う こ とが で きる。

叉 この シ ステ ムは,全 シス テ ムの運 用経 費 を も管理 して い る。 ユ ーザ は すべ

て の通 話状 況 を 記録,モ ニ タ ーす る こ とがで き,各 部 署 ご との経 費 を 正 確 に 把

握 す る こ と もで き る。 更 には,切 りつ め るこ とが可 能 な経 費 な ど も,そ れ と認

識 で き るので あ る。

情 報 通 信 網能 力

シス テ ム85は,公 的,私 的通 信 網 へ の ア クセ スを可 能 にす る。

シ ステ ムが備 え て い る 自動 回線 選 択(AUTOMATICROUTESELEC-

TION)機 能 は,最 も経 済 的 な 回線 経 路 を 見つ け て くれ る。 そ の他,た っ た1

回 の ダイ ヤル操 作 だけ の デ ラ ックス ・キ ューイ ング(DELUXEQUEUING)

や,よ り簡 単 な ダ イ ヤ ル操 作 の為 の簡 略 化 され た統 一番 号 付 け(UNIFORM

NUMBERING)機 能 な どが あ るo
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網管 理 に よ り,認 定 通 話 の み の為 の シス テ ム使用 を制 御 す るこ とが で き る。

公 認 コー ド(AUTHORIZATIONCODES)は 制 限 解 除機 能 で あ り,こ れ

に よ り,そ の資格 を 与 え られ た職 員 は,重 要 な通 話 の為 に,い か な る端 末か ら

で も規 制 され て い る部 分へ の ア クセ スが 可能 とな る。

種 々の シ ス テム ・コ ンポ ー ネ ン トに よ る音 声管 理 サ ポ ー ト

シ ステ ム85は,新 しい通 信 プ ロセッサ,デ ィジ タル ・スイ ッチ ング ・マ トリ

ク ス(digitalswitchingmatrix),ア ブ。リケ ー シ ョン ・プ ロセ ッサ,多 く

の周 辺機 器 ・音 声 端 末 群 な どに よ ってサ ポ ー トされ て い る。 シス テ ムは ,A－

法 も しくはMu－ 法 信 号 コー ド化標 準 に基 づ いて動 作 して お り,あ らゆ る国 際的

な運 用 に も順応 で き る。

漸 新 な デ ザ イ ンで,小 型 かつ 操 作の 簡単 な 音声端 末 で あ る,新 しい7000

シ リー ズは,音 声 処 理 能 力 が 高 め られて い る。

ア ナ ログ(ANALOG),デ ィジタル(DIGITAL),ハ イ ブ リッ ド(HYB-

RID)端 末 に は,メ ッセ ー ジ待 機,ユ ーザ 定義 ボ タ ン,多 重通 話 機 能 な どが備

わ って い る。 これ らは モ ジ ュール形 式 に 設 計 され て お り,使 い易 い イ ンター フ

ェー スで 操 作で き る。 この 他 に も,40文 字 デ ジタル ・デ ィスプ レイ や ス ピ}

カー フ ォ ー ン ・モ ジ ュール な どの オプ シ ・ン も用意 され て い る。

シス テム85は,標 準 的 な タ ー ミナ ルや,タ ッチ マ チ ック(Touch-a-ma-

tiCsets),現 行 の 電話 交換 台 な ど と共 存,共 動 で き る。

端 末操 作 は,付 属 コ ン ソー ル(ATTENDANTCONSOLE)に よ って サ

ポ ー トされ る。 こ の コ ン ソー ルは,入 って 来 る呼 や ,出 て 行 く呼 を総 括 的 に

制御 し,又 呼 の 回線 割 り当 て を 計画 した り,変 更 した りす る こ と もで き る。 叉

これ は,す べ て の ライ ンの 動 作状 態 を 把握 し,欠 陥 のあ る回線 を認 識 す る こ と

もで き る。

柔 軟 性 のあ る制御 の為 の シス テ ム管理

ユ ーザ は,経 済 性 が 高 く,価 値 あ る シ ステ ムを 実 現す る様 ,ユ ーザ 自身で 情

報通 信 シ ステ ムを 設 計 し,注 文 し,管 理す る こ とがで き る 。
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端 末 管理(TERMINALCHANGEMANAGEMENT)ソ フ トウ ェアに よ

り,ユ ーザ は,い っ で も必 要 な 時 に端 末 を移 動 した り,追 加 した りで き,又,

望む まま に,シ ステ ムの 形 態 を 変 更,更 新で き るので あ る。 ユ ーザ は 常 に ・シ

ス テ ムを継 続 的 に発 展 させ,又 将来 へ の発展 性 を 計 画 し得 る柔 軟性 を有 す るの

で あ る。

明 日の 為 に設 計 され た シス テ ム85

シス テム85は,い か な る構 成 の 下 で も,ユ ーザ の 必 要 に 応 じた機 能 の追 加

がで き る。

こ の シ ステ ムは,よ り有効 な メ ッセ ー ジ機 能,よ り簡 単 で ス ピーデ ィな ダイ

ヤ ル機 能,通 話 処 理能 力 を 高 め る新 しい 音声 ター ミナ ル群 な どを 提供 す る。特

注 シス テ ム管理(CustomizedSystemManagement)は,ユ ーザの 必要

性 に ま さに 適 合 す る よ うに,シ ステ ム を 組み 上 げ る こ とを 可 能 に して い る。

デ ィ'メンジ ョン ・シス テ ム85の 音 声管理(VoiceManagement)は,将

来 の オ フ ィスの為 の重 要 な ス テ ップで あ る。

6.技 術 仕 様

デ ィメ ン ジ ョン ・システム85は,最 先 端のデ ィジ タル通 信,情 報 管 理 システ

ムで あ る。 使 い 易 く人 間的 な イ ンタ ーフ ェー ス,`統 一 の とれ た組 織 計 画,簡 易

に制 御 で き る機 能 定義,そ して 優 れ た シス テム管 理 に よ り,運 用 が容 易で あ る。

シス テム85は,音 声,デ ー タの統 合 的通 信,広 範 囲 にわ た る先進 機 能,サ

ブ シ ステ ム間の も し くは サ ブ シ ステ ム内 の処 理機 能 の制 御 な どを 提供 す る。 そ

の柔軟性に富む構造 によ り,将 来の革新や技術の進 歩に適応す る様に,そ の構

成,サ ー ビスを拡 大 す るこ とが 容 易 にで き る。

システ ム85の 基本 要 素は,音 声,デ ー タの デ ィジ タル通 信,交 換 機 能 を持 つ

通 信 フ。ロセ ッサ(COMMUNICATIONSPROCESSOR;CP),音 声以 外

の 通 信 ア ブ。リケ ー シ ョンを サ ポ ー トす る,ア プ リケー シ ョン ・プ ロセ ッサ(AP-

PLICATIONSPROCESSOR;AP),そ して,先 繰 され た電 話 機 や端 末 な
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どで あ る。 更 に,柔 軟性 の あ るサ ー ビスを提 供 す る,統 一 の とれ た 構成 組 織 な

ど も含 まれ て い る。

シ ステ ム85は,今 日の ユ ーザ 業 務 の必 要 性 に真 に適 合 した機 能,能 力を 有

して お り,更 に,将 来 の技 術 に も順 応す る柔軟 性 を備 え て い る。

シ ステ ム85国 際 仕 様1.

技 術 総 括

〔一 般 〕

ハ ー ド ウ ェ ア;共 通 制 御 キ ャ ビ ネ ッ ト,モ ジ ュ ー ル 制 御 キ ャ ビ ネ ッ ト,ポ ー

トキ ャ ビ ネ ッ ト(オ フ。シ ョ ン),ア ブ。リ ケ ー シ ョ ン フ。ロ セ ッ

サ キ ャ ビ ネ ッ ト(オ プ シ ョ ン),補 助 装 置 キ ャ ビ ネ ッ ト(オ

プ シ ・ ン)

キ ャ ビ ネ ッ トサ イ ズ:183Cln(H)×76empm×61en①)

重 さ(概 算)340kg(全 装 着)

動 作 環 境;10℃ ～35℃20%～60%(湿 度)

強 度 一40℃ ～66℃5%～95%(湿 度)

基 本 電 力110V60Hz,240V50Hz,250V50Hz

〔通信機能 〕

交 換 技 術

交 換 構 造

Companding

容 量

ダ イ ヤ ル

パ ル ス コ ー ド変 調,時 分 割 多 重

2・048Mbit/S×16(バ ス)32チ ャ ン ネ ル(512タ イ

ム ス ロ ソ ト)

CCITTL－ 法,Mu－ 法

1536ポ ー ト,256全 二 重

内 部;自 由:2-4ケ タ

私 的 通 信 網;自 由:2-4ケ タ

公 的 通 信 網;18ケ タ(国 際 ダ イ ヤ ル)
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キ ャ ビネ ッ ト装 置;

共 通 制 御

モ ジ ュ ー ル 制 御

ポ ー トキ ャビネ ッ ト

キ ャ リ ア 形 状

共 通 制 御 キ ャ リア(Dupl.オ フ。シ ョ ン)

ポ ー トキ ャ リ ア(0-3)

モ ジ ュー ル 制 御 キ ャ リア(Dup1.オ プ シ ョン)

ポ ー トキ ャ リ ア(1-3)

ポ ー トキ ャ リ ア(1-4)

最 大16回 路 パ ッ ク

各 々 最 大8ポ ー ト回 路

〔 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッサ(AP)〕

モ ジ ュ ー ル;16-bit× イ ンフ。ロセ ッサ8-bit周 辺 制 御

構 成;ア ジ ャンク トモ ー ド(DCIU接 続)-4/シ ス テ ム

タ ー ミナ ル モ ー ド(PDM接 続)-DCPの ポ ー ト数 の み に 依 存

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム;APバ ー ジ ョ ンUNIX(ユ ニ ッ ク ス)

タ ー ミナ ル ・イ ン タ ー フ ェ ー ス;RS-232C/V.24(X.21ビ ス)

テ レ タ イ プSSI(56kb/s)

RS-366/V.25自 動 通 話 ユ ニ ッ ト

エ ミ ュ レ ー シ ョ ン;IBM3270,IBM2780/3780

TTY33/35

交 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス;X..25DCIU'(ア ジ ャ ン ク トAP)

〔デ ー タ ・モ ジ ュ ー ル 〕

モ ジ ュ ー ル;デ ィ ジ タル タ ー ミ ナ ル デ ー タ モ ジ ュ ー ル(DTDM),ト ラ ン ク

デ ー タ モ ジ ュ ー ル(TDM),プ ロ セ ッ サ デ ー タモ ジ ュ ー ル

(PDM)

デ ー タ;19,200ビ ッ ト/sま で

シ ス テ ム フ。ロ ト コ ル;4線 デ ィ ジ タル 通 信 プ ロ トコル(DCP)
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160kbit/s64kbit/s(音 声),64kbit/S(デ

.一 夕),64kbit/s(制 御)

イ ン タ ー フ ェ ー ス プ ロ トコ ル;RS232C/V.24(X.21ビ ス)

構 成;ス タ ン ドア ロ ン(TDM,PDM,DTDM)

も し く は,多 重 モ ジ ュ ー ル(TDM,PDM)

り

動 作 距 離;DTDM:1,035m(3,400フ ィー ト)

PDM:1 ,524m(5,000〃)

TDM:1,524m(5,000〃)

〔500BCT)

デ ィ ス フ。レ イ;

メ モ リ ー

フ。 ロ ト コ ル

距 離

330mm×152nn

25～80行,7×9ド ッ トマ ト リ ッ ク ス

64Kバ イ トRAM,4Kバ イ トROM

標 準 シ リ ア ル イ ン タ ー フ ェ ー ス(SSI)(4線56kビ ジ し/s)

1,520mま で(APか ら)
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表1DIMENSIONSystem85音 声 端 末

ス

ピ

ー

カ

ー

フ

ォ

ー

ン

*

*

*

*

*

*

*

ン

デ
ィ

ス

プ
レ

イ

モ

ジ
ュ

ー
ル

*

ヨ

D

T

D

M

*

*

シプ

機

能
モ

ジ
ュ

ー
ル

*

*

オ

範

囲
モ

ジ
ュ

ト

ル

*

*

㏄
R。
㎝
亘

晋

提
機
能

*

*

*

*

多
重

ラ

イ
ン

0

01⊥-

0

011

20

キ

ー

ボ

タ

ン

81

2

204寸10
0

り"

2041Q
∨

う●

2409一9
自

家

R
E

L
A

L

L
・

D

I

S

Cキー

*

*

*

*

*

*

端声
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待
機
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*

*""

ク
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ナァア

*

*

ド
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リ

ツフフWW

ノ

ノ

*

*レレノノ多多ジジイイデデ

音

仇7

斑

斑77

m

惚44

仇

m55

ワ

イ

ヤ

ー

長

⑯
ρ0

600

1
■

-工

9

9

7

799

1

1

1

3

種機

ooぴ502

3

3

A

A13001177

H

H350029一7・7

D

D350044707

レ

レノノ

一

一ユユ

ジ

ジモモ能臨機範

表2DIMENSIONSystem85プ リ ン タ

443

445

450

460

30Chars/Sec.

220Lines//M[in.

55Chars/Sec.

200Chars/Sec.

Matrix

Line

Impact.

Matrix

1,524m

610m

1、524m

L524m

DesktOP

Fioor

DesktOP

DesktOP
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資 料31BMの 実 験 的512Kビ ッ ト ・メ イ リ ー...・チ ッ プ

この新 しい素 子 は,512Kビ ッ ト ・ダ イナ ミッ ク ・ラン ダム ア クセ ス メモ リ

ー(RAM)チ ップ で ある
。 コ ン ピ ュー タ用語 で は,「K」 は1.024を 表 わ

す ので,こ の チ ソプ は 実 際 に は,524,288ビ ッ トの 情 報 量を 蓄 え る。 こ の チ

ップ は,記 憶 セ ル か らデ ー タを 読み 出す 際 に,「 フ。レー ト・フ。ッシン グ(plate

pushing)」 と呼 ば れ る電 子 技 術 を採 用 した,は じめ て の 完 全 な チ ップ で あ

るo

プ レー ト・プ ッシングとい う技 術 は,こ れ まで の デ ー タ読み 出 し方 法 で発 生 さ

れ る電 気 信 号 の2倍 近 くも大 き な信 号 を 発 生 させ る技 術で あ り,従 来 は,極 め

て 簡 略 化 され た 試 験 回 路 で の み 使 用 されて い た。 この 大 き な信 号 を 用 いれ ば,

チ ップ の性 能 を 高 く保 ち な が ら,集 積 度 と信 頼 性 を 向 上 させ る こ とが で き る。

新 しい チ ッフoの寸 法 は,7.96ミ リ×8.6ミ リ,即 ち,お よそ3/8平 方 イ

ンチで あ る。 記憶 セ ルか らチ ー タを 検 索す るの に 必要 な 時 間は,120ナ ノ秒

(1ナ ノ 秒 は10億 分 の1秒)で 済 む。 チ ップ の 回路 パ ター ン上 の,写 真蝕 刻

像 の最 小 幅 は,わ ず か1.5ミ クロ ン,即 ち,人 間 の毛 髪 の50分 の1ほ どで あ

る。 この新 しい チ ップ を収 容 した 多 くの ウ エハ ーがIBM研 究 所 で 作製 され た。

これ らの チ ップ を 検 査 した と こ ろ,す べ て の回 路 も設 計 どお りに機 能す る こ と

が確 め られ た。

こ の512Kビ ッ トの チ ップ にっ いて の技 術 報告 は,ハ ワイマ ウ イ島で 今 週

1983年9月 開催 され た,1983年VISI技 術 シ ン ポ ジ ウ ム の 席で,IBM

の技 術 者 で あ るHowardKalter博 士 と,ChrisMiller博 士 に よ って

行 わ れ た。 こ の シ ン ポ ジ ウム は,日 本 応 用物 理 学 会 と,IEEEの 共 催 で行 わ

れ た。

技 術 的背 景

新 しい512Kビ ッ トの チ ップか らデ ー タを 読 み 出 す 技術 につ け られ た名 称

で あ る プ レー ト・プ ッシ ング とい うのは,チ ップ の 記 憶 セ ルか ら余 分 の電 荷 を
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「プ ッシ ュす る(押 し 出す)」 電 圧パ ル スの 技術 を 指 して い る。

半 導体 メモ リ中 の情 報 は,チ ップ上 の 個個 の記 憶 セ ル 内 に 蓄 え られ て い る電

荷 の集 り に よ って 表 わ され て い る。 この 電荷 は,電 子 的 な キ ャパ シ ターの1つ

の極,つ ま り 「プ レー ト」 上 に蓄 積 す る。 そ して,1個 の トラ ン ジ スタ とあ い

ま って,現 在 使 われ て い る ほ とん どすべ て の半 導 体 ダイ ナ ミ ック ・ラ ンダ ムア

クセ ス メモ リー チ ソプ の基 本 的 要 素 を 構 成 して い る。

プ レー ト ・プ ッシ ング技 術 は チ ソプの信 頼 性 を 向 上 させ る。 と りわ け,「 ソ

フ ト・エ ラーksofterror)」,つ ま り,チ ップ の シ リコ ン材質 中を イオ

ン化 され た粒 子が 通 過 す る こ とによ る蓄積 電 荷 の 減 衰 は,プ レー ト ・プ ッシ ン

グで発 生 され る 大 き な信 号 に よ って 抑 制で き る。 この こ とは 重 要で あ る。 何 故

な ら,通 常 は,チ ップ の集 積 度 が 増 大 する につ れ て,ソ フ ト ・エ ラー も起 こ り

易 くな るか らで あ る。

プ レー トにパ レスを 加 え る こ と に よ って 作 られ る大 き な 信 号 は,ま た,高 集

積 化 に も寄 与す る。 そ れ は2つ の 筋道 で行 われ る。 まず,静 電 容 量 は従 来 よ り

小 さ くて 済 む ので,セ ル の 大 き さを 小 さ くで き る。 次 に,「 ビ ッ ト線 」が よ り

少な い と い う特 徴 を もっ ユ ニ ー クな チ ップ 設 計が 可能 に な る。 この 「ビ ッ ト線」

とは,セ ル に蓄 え られ て い る 電荷 量 を 検 出す る 回路 部 分 と個 々の セル とを 結 ん

で いる電 気 的 な通 路 で あ る。

ビ ッ ト線 の 数を 減 らす こ とがで き る とい うこ とは,支 持 回路 網 が 少 な くて 済

む とい うこ とで あ るか ら,記 憶 セ ル の ため の スペ ー スが 多 く とれ る。 全 チ ップ

面積 中,64%が 記憶 セ ル に 用 い られ て い る。 これ は,工 業 平 均 の約3分 の1

増 で あ る。

大 きな セ ル信 号 を 作 り 出す 目的 で,他 の技 術 を 用 いて も,望 ま しい結 果 は得

られ な い。 例 えば,よ り大 きな プ レー トや,薄 い 絶縁 膜 を 用 いて,よ り 多 くの

電 荷を キ ャパ シ タに 蓄 えれ ば,信 号 レベ ルを 増 大 させ る こ とが で き る。 しか し,

大 きな プ レー トは大 き な 面積 を 占有 す るので,集 積 度 は 低 下 す る。 ま た,絶 縁

膜 を 薄 くす れ ば,高 信 頼 性 を 保 証す るた め の余 分 な事 前 措 置 が 必 要 とな る。 プ

一108一



レー トに パ ルスを 加 え る こ とに よ って,集 積 度 と信 頼 性 の 両 方を 犠 牲 にす る こ

とな く大 き な信 号 が 得 られ る。

あ る応 用 に おい て は,こ の チ ップを120ナ ノ秒 よ り高 速で 動 作 させ る こ と

を で き る。 例 え ば,rO－ ジ ・モ ー ドと呼 ば れ る動 作で は,最 大4ビ ッ トか ら成

る先 頭群 の書 き込 み,読 み 出 しに は120ナ ノ秒 要 す るが,後 続 の最 大4ビ ッ

トの デ ー タ群 が 同 じア ドレス語 を 有 す れ ば,そ れ らは60ナ ノ秒 間 隔で 読 み 書

きで き る。 この チ ップ は,ま た,直 列 モ ー ドで 動 作 させ る こ と もで き る。 この

とき に は,最 大4ビ ッ トか ら成 るデ ー タ群 を,1ビ ッ ト当 り15ナ ノ秒 の速 度

で ア クセ スで き る。

こ の512Kビ ッ トRAMは,1ビ ソ ト,2ビ ソ ト,或 い は,4ビ ッ トの デ

ー タを 同時 に読 み 書 きで き る よ うに 動 作 させ る こ とがで き る
。 この こ とに よ っ

て,1ビ ッ ト出 力 に限 定 され て い る チ ップ よ りも,幅 広 い 潜在 的応 用 が可 能 で

あ る。

(ソ ー ス:IBMPressReleaseよ り)
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資 料4ベ ル ・システムの 分 割 と新AT&Tの 発 足

1新AT&Tの 発 足

1984年1月1日,新 生AT&Tが 船 出 を した。 そ れ は 混 乱 と未 解 決 の 問題

を 満 載 した 出 発で もあ った。 こ こに ベ ル ・シス テ ム とい う旧帝 国 は 崩壊 し,新

た に8つ の 巨大 企 業 が 出現 した。 す な わ ち,新 生AT&Tと7っ の 地域 持 株会

社で あ る。 資 産1,500億 ドル,従 業 員100万 人 とい うベ ル ・シ ステ ムの 分 割

だ け に,新 た に 出現 した8社 は,い ず れ も米 国 最 大 級 に ラ ン クされ る巨 大企 業

で あ る。

図1ベ ル ・シ ス テ ム 分割 か ら新AT&T発 足 まで の 経緯

(1)ベ ル ・シ ス テ ム

旧AT&T

総従業員 パ00万 人
資 産=1β50億 ドル
総 収 入:650億 ドル
純 利 益:70億 ドル

ll Il
BellOperan㎎
Companies

(22社)

Westem

Electnc

LongLines

DiVlslon

Americ訓

BelI

AT&T

互ntemanonal

(50%) (50%)

BeU

Laborator`es

(2)再 編 移 行 期 ◎

↓
一110一



(3)新AT(受T

総 従業 員:38万 人

資 産:350億 ロレ

総 収 入:565億 トル(1984年 見込 み)

純 利 益:21億 トル(1984年 見込 み)

新AT&T

<会 長,C・Brown>

〆一一プ

AT&TTechnologies

<会 長&CE(XJ.凡01so心

AT&T

Communications

1

「 一 一 ー ー ー 一 占 一 ー 一 一 一

1長 距離 サ ー ビス1

避懸巴里麸
BenLaboratories

<社 長,Ian砿Ross>

AT&TTec㎞010giesInc

〈 副 会 長&COO・

D・E・Procknow>

AT&TIS

<会 長&CEO.
C.E.Marcha11>

;

「 一 ー ー ー 一 －P-一 一 ー 一1

11

1研 究&開 発i
L__________J

l

1
「一一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 「

影 写纏 ㍗ システムi
]8肥 四四」旦 雀㍉

AT&TNetwork

SystemsGmup

〈社 長,E・ 礼W6eks品 〉

AT&TConsumer

ProductsGroup

<社 長,R.LTObias>

F

AT&TTechnology

Syst㎝sGroup

く社 長,厄RpTh㎝serら

AT&T

Internationa1

<社 長,鳥 且Sage㎜n>

「 一 一 一 一↓ 一 ー 一 一 ー ー 一 一 ↓ 一 ーー 一 一 一 一 ー 一 －L-一 一 一 一 ー 一4-一 ー 一

電話会社向け製品 住宅/ビ ジネス市場 キャプティブ/コ マー 海外市場l

l鰐:テ:雛)騰蕊茎:り雛 鵬璽)i
L__________________________________一.■.___」

⑳ 新AT&T'の 発 足 は1984年1月1日

⑳WesternElectric(WE)の21工 場 は,NetworkSystems ,ConsumerProducts.

TechnologySystems各 グ ル ー プ に 分 散 移 管 さ れ る 。

◎ ベ ル 研 に お け るR&D活 動 は,市 場 動 向 に 対 応 し ,AT&TTechnologies傘 下 各 社

と 密 接 な 連 携 を と って 行 わ れ る 。1984年 に は20億 ドル に の ぼ るR&D費 の73～75%

はTechnologies各 社 が コ ン トo一 ル す る 見 込 み 。

⑧AT&TIS(InformationSystem)はTechnologies組 織 に 包 含 さ れ る が,FCC

の 第2次 コ ン ピ ュ ー タ調 査 裁 定 に よ って 完 全 分 離 子 会 社 と して 活 動 す る 。

図1ベ ル'シ ステ ム分 割か ら新AT&丁 発 足 まで の 経緯
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図1の(1)～(3)に 新AT&T誕 生 まで の 分 割 経緯 を ま とめ た。 図1-(1)が ベ ル

・シ ステ ムあ るい は マ ・ベ ル と称 され た 旧帝 国 の陣 容 で あ る。 資 産1,500億 ド

ル,要 員100万 人。 こ の大 半 は ベ ル 系 電 話会 社22社 に集 中 して い た。 分割

で これ を 切 り離す こ とに な った わ け で,図1一 ② は 切 り離 した 後 の組 織 体 制 で

あ る。AT&T分 割後 の組 織 図 と して は,通 常 この 図が 通 り相 場 に な って い た

が,昨 年 末 に,さ らにWesternElectric(WE)解 体 とい う2段 構 え の

再編を行 った。っ まり,100年 あま りの軍吏を持つ 世界最大規模の通信機 器

{メ..rカ ーを 解 体 し,新 組 織 の 中 に分 散 配 置 ず る とい う ウル トラCを 見せ た。 こ

才tが 図1-(3)で あ る6

新AT&Tの 陣 容 は,ま ず,AT&TTechnologiesと,AT&TCom-

municationsの 両翼 に 分 かれ る。 つ いで に 言え ば,ベ ル研 以 外 の 組 織 名 の 頭

には全てA士 品触とい う称号が付 され る。誇 りたか きべ)レの称号を剥脱 された

AT&Tが,そ の対 応 策 と して 打 った手 で あ る。 ブ ラ ウ ン会 長 自身,「 分 割 に

伴 う精 神 面で の最 大 の 打 撃 は,ベ ル の 名称 を使 えな くな った こ と」 と述 べ て い

・る。 同時 に,「AT&Tを 冠す る こ とに よ っで,マ ー ケ テ ィ ング上 の悪 影 響 は

克 明 で き る 」 と も述 べ て い る。

表1.新 旧AT&Tの 要 因 比較

【
旧AT&T陣 容(82年1月) ,新AT&T(84年1月)

AT&T本 社 13,300人 AT&T本 社 2,000人

LongLinesDivision 42,800 AT&TTeleco㎜unications 120,000

AT&TInternational 500 AT&TInterllational 900

BellLaboratories 24,000 BellL,aboratories ,19,000

WもsternElectric 160,000 W6stemElectric*** 135,000

AmericanBellInc.* 28,000 AT&TInformationSystems 110,000

BellOperatingCompanies

(22社)

798,000 計 386,900

計 1,038,600** Holdi㎎Companies(7社) 580,000

CentralServiceOrganization 8,800

計 588,800

総 計 975,700

*AmericanBellInc.は1983年1月1日,非 規 制 子 会 社 と して 成 立

**AmericanBellInc.を 除 く

***WesternElectricは 実 際 上 解 体 して 新 グ ル ー プ(新 組 織 図 参 照)へ 移 行
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AT&TCommunicationsは 旧LongLinesを 継 承 し た も の で,84

年 の 年 間 収 入 は350億 ドル を 見 込 ま れ て い る 。 つ ま り,新 生AT&Tの 総 収

入565億 ドル(84年 見 込 み)の62%を 占 め る 。 一 方 のAT&TTech-

nologiesの 責 任 者 に は,本 社 副 会 長 の ジ ェ ー ム ズ ・E・ オ ル ソ ン が 就 任 し た 。

こ の 部 門 こ そ が,当 面 の 収 入 は と も か く と し て,新 生AT
、&Tが 勝 負 を か け る

非 規 制 分 野 を 扱 う と こ ろ ど な る の で あ る 。 同 部 門 の 第2陣 に は,AT&T

TechnologiesInc〔 を 中 心 に,Bell研 究 所 とAT&TInformation

Systems.(IS)が 並 ん で い る 。AT&TTechnologiesInc .の 責 任 者

に は ・ ドナ ル ド ・E・ プ ロ ク ノ ウWE社 長 が 任 名 さ れ た 。

さ ら に,、AT&TTecnologiesInc.の 下 に は,第3陣 と し て4っ の グ

ル ー プ が あ る 。 第1が 電 話 会 社 む け の 交 換 機 や ケ ー ブ ル を 扱 う ネ ッ ト ワ ー ク ・

シ ス テ ム ズ ・グ ル ー プ,第2が 住 宅/ビ ジ ネ ス む け の 電 話 やPBXを 扱 う コ ン

シ ュ ー マ ・プ ロ ダ ク ツ ・グ ル ー プ,第3が 政 府 市 場 を 含 む 各 種 市 場 む け に コ ン

ピ ュ ー タ や 部 品 を 扱 う テ ク ノ ロ ジ ー ・ シ ス テ ム ズ ・グ ル ー プ,そ して 第4は ダ

イ ナ ミ ッ ク な 海 外 復 帰 策 を 練 るAT&TI .nternationa1。.

ま たWesternElectricの 工 場 は,第1～ 第3グ ル ー プ が,お の お の 責 任

を持 つ こ とに な る。 この 陣 容 を 見 る限 り,市 場 ニ ー ズ にあ わせ た 開発/製 造/

販 売 を一 貫 して 行 うと い う新AT&Tの 意 図が 如 実 に示 され て い る。 実 際,こ

れ まで マ イペ ー ス型 の研 究 を 進 めて きた ベ ル研 も,今 後 はAT&TTechno-

10giesInc .お よび そ の 傘 下 の4グ ル ー フ。と密 接 な連 携を とる こ とにな って

い る。

2好 機 の 海外 復帰

1925年,AT&Tの ウ ォル ター ・S・ ギ フ ォー ド社長 は,海 外 市場 進 出を

重 点 目標 に して い た。 事 実,当 時 同氏 の指 揮 下 に あ ったInternational

WesternElectricCo.は,米 国を 除 く海外 電 話 機 市 場 の47%を 占有 し

て お り,ラ イバ ル 企 業 の 吸収 合 併 を続 けて い た。 しか し,当 時 の米 国の 電気 通
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信 機器 市 場 の発 展 は 目覚 ま し く,AT&Tで す ら も国 内,海 外 の両 市 場 を追 う

の は 困難 とな った。 ギ ブit-一 ドは 一 大 決 心を し,InternationalWestern

Electricを,当 時 は小 さ な メー カー に過 ぎなか ったITT(International

Telephone&TelegraphCorp.)に 売却 した。 売 却額 は2,930万 ドル。

以 後60年,こ の 売却 劇 は米 国 の電 気 通 信 産業 に 多大 の 影 響 を与 えて き た。 結

果 的 に は,AT&Tは 米 国 内を 牛 耳 る世 界 最 大 規模 の 通 信 会 社 とな った し,

ITTは 国 際通 信 コ ング ロマ リ ッ トと して の 地位 を 獲 得 した。

84年1月 以 降,AT&Tは 新 しい組 織 体 制 で スタ ー トした 。 しか も,再 度

海 外 市場 進 出を 最 重 点 目標 に か か げて い る。AT&Tに と って,こ の タイ ミン

グ は非 常 に い い と言 え る。 とい うの は,製 造 部 門 の役 割 を 果 して きた,WE

(WesternElectric)の 売 上 高 は,82年 に125億 ドル とな り前 年 比3

%の マ イナ ス とな って い るか ら だ。 さ らに,83年 第1四 半 期 に お いて も,前

年 同 期比16%減 とな って いた 。 しか も,分 離 され た ベ ル 電 話会 社 は,WE以

外 の新 たな メー カーを 探 しは じめ て い る。す で に,カ ナ ダのNorthernTel-

ecomは,ベ ル 電話 会 社 か ら8億 ドル相 当の 受注 を 得 て い る。 また,日 本 の

NEC,フ ラ ンスのCIT-Alcate1,ス ウ ェーデ ンのL.M.Ericsson,

そ して米 国 のITTやIBMな ど錘 々た る企 業 がAT&Tの 製 造 領 域 に 参入 し

よ うと して い る。 、

これ ら有 力 メー カー の参 入 に よ って,米 国 内の 通 信機 器 市 場 が 分割 され る の

は 必至 で あ り,規 模 の 経 済 を 継 続 させ よ う とす るAT&Tに と って は,海 外 市

場 進 出が 至 上 の もの とな る。 ち なみ に,AT&Tが ロ ン ドンに 新 設 した オ フ ィ

スの 責任 者,ロ バ ー ト ・ホ ー ル ダー 氏 は 「国 際競 争 に生 き残 るた め に 必要 な 規

模 は 次第 に大 き な もの に な りつ つ あ る」 と指 摘 して い る。 た とえ ば,高 度 な交

換 システ ム の開 発 に は8億 ドル も必 要 に な るが,こ れ を 回収 す る に は 巨大 な 市

場 規 模 とそれ に対 応 で き る企 業 規模 が 不 可 欠 とな る。

ジ ュ ネー ブの テ レ コム83に お いて,AT&Tは 海 外 に そ の 力 を誇 示 す るた

め 大 がか りな 展 示 を 行 った。 「わ れ われ は 競 争 が許 され るす べ て の 海 外 市場 に
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積 極 的 に参 加 して 行 き た い 」 とホ ール ダー 氏 は述 べ て い る。 同氏 に よれ ば,当

面 の 目標 は,82年 に4億 ドル だ った 海 外市 場 売 上 高 を5年 間で40億 ドル に

も って い くこ と。

5年 間で10倍 増 とい う野 心 的 な 目標 で あ り,達 成 には 相 当の 困 難 も予想 さ

れ る。 現在,世 界 の電 気 通 信 機 器 市 場 の 規模 は500億 ドル 。AT&Tは こ の

4分 の1を 占有 して お り第1位 の座 を 占め て い る。 しか し,海 外 売 上 高4億 ド

ルが 示す よ うに,ほ とん どは 米 国 内 市場 に依存 して い る。 これ に 対 し,ラ イバ

ル企 業 は各 々 の国 内 だ け で な く海 外 に も拠 点 を 築 いて い る。 第2位 のITTは

売上 高63億 ドル で 文 字 通 り国 際 市場 に強 い。 第3位 のSiemensは 西 独 国 内

市 場 を 占拠 す る一 方で 海外 進 出に も力を 入れ て き た。 第4位 の ス ウ ェーデ ンの

L.M.Ericssonは 世 界46カ 国 に参 入 を果 して い る。 これ に ア ジア諸 国 を

バ ックに持つ 日本 のNEC,フ ラ ンス語 圏 に強 い フ ラ ンス のCIT-Alcate1 ,

さ らに イギ リスのPlesseyやGeneralElectric両 社 の よ うな 実 績 の あ る

企 業 もひ しめ いて い る。

しか も,海 外 市 場 で は 技 術 力 よ り も政 治 力が物 を い う。 特 に,ア ジア な どの

開発 途 上 国で は この 傾 向が 強 い。 実 際,韓 国 と台 湾で は,AT&Tが 国 内 に販

売拠 点 を築 い た後 で,EricssonとITTに 契 約 を 勝 ち と られ て い る。

3WEの 解体

1980年 以 来,海 外 市場 を 担 当 す るAT&TInternationalは 世 界15カ

国 に 販 売事 務所 を 開 設 して きた。 さ らに,こ の ほか12カ 国以 上 の国 々の 企 業

と販 売で 提 携 関係 を 樹 立 して い る。 こ の中 に は,オ ラ ンダPhilipsと の 提携

な ど内外 の 注 目を 集 め て い る もの もあ る。 ま た,イ タ リア の01ivettiと の オ

フ ィス機 器 販 売 に関 す る話 合 い の よ うに,タ ーゲ ッ トを 絞 り込 ん だ もの もあ る。

これ ら拠 点や 提 携 に よ って,AT&Tが 販売 して い こ うと して い るもの は何か?

販 売 リス トの最 上位を 占め るの は,Dimension85で あ り,No.5ESSで あ ろ う。

Dimension85は 最新 の交換 機で あ り,No .5ElectronicSwitchingSystem
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はAT&Tの 「スター ・プロダクツ」と称 され るディジタルPBXで ある。 両プ ロダクツ

とも,テ レコム83のAT&Tブ ースにおいて主役を演 じた ものであり,AT&Tが 海外に

その評価を問 うた 自信作 である。特に,No.5ESSは,NorthernTelecomの

DMSな ど と競 合 す る もの で あ り,デ ィジタルPBXで 遅 れ が 目立 って い たAT

&Tの 逆襲 のの ろ しで もあ る。 す で に 指摘 した よ うに,NorthernTelecomが

ベ ル電 話会 社 か ら8億 ドル相 当 の受 注 を得 た の も,DMSに よ る とこ ろが 大 き

か った。 この意 味 で も,No.5に 対 す るAT&Tの 期 待 は 大 きい ものが あ る。

AT&TとPhilipsの 合 弁 会 社 社 長 に任 名 され た ア レキ サ ンダ ー ・c・ ス

ター クJr.は 次 の よ うに抱 負 を 語 って い る。 「私 は か つ て 製 造畑 とは無縁 だ っ

た。 また,こ れ まで ハ ー ドを 売 った経 験 もな い。 しか し,私 は よ い 電話 シ ステ

ム とは 何 か を知 って い る し,PTT当 局へ の 売 り込 み に は 自信 が あ る」

テ レ コム83の ブ ー スで,AT&Tの 幹 部が 語 って い たが,「 わ れ われ の ラ

一 二 ング ・カー ブ は ち ょうど 今 垂 直 方 向 にむ か って 伸 び は じ め た」状態 にある。

新 生AT&Tの お 手 並 み 拝 見 とい うと ころだ が,84年 以 降 に対 応した組織 再

編 を 見 れ ば,AT&Tの 意 気 込 み が 自然 と明 らか に な る。

48人 の 巨 人 の 出 現

1984年1月1日 を も って,米 国 の 通信 サ ー ビスは 新 しい時代 に突 入 した。

ベ ル ・シ ステ ム の解 体 に よ って,8つ の 巨大 通 信 会 社 が 出現 したか らだ。8人

の 巨人 とは,新 生AT&Tと ベ ル 系電 話会 社 を 統 合 した7っ の 地 方持 株会 社

(表1)。

これ ら各 社 の84年 収 入 見 通 しは,新AT&Tの566億 ドルを は じめ,持

株 会 社7社 合 計 が600億 ドル と,米 国を 代 表す る大手 企 業 に ラ ンクされ る。

個 々の持 株 会 社 を み て も,最 も収 入 見込 み の 少 な い と こ ろで もUSWestの

75億 ドル と ビ ッグ ・カ ンパ ニ ーの 名 を ほ しい ま ま に して い る(表2)。

これ ら 巨大会 社 が,規 制下 の電 話 事 業 を は じめ,非 規 制 の 高 度通 信 サ ー ビス

に 意欲 的 に乗 り 出そ うと して い る。 一 方,IBMな ど今 まで 通 信 事業 と無縁 だ
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った 企 業 も,高 度 通 信 サ ー ビス市場 へ の 参 入 を 開 始 して い る。 また,MCIな

どの 長 距 離 サ ー ビスを 売 り もの にす る キ ャ リアの 台 頭 もあ って,米 国 通 信 市 場

は戦 国 時 代 を迎 え よ うと して い る。 新 時 代 へ の 突 入 は,ま さに戦 国 時 代 の幕 開

け を も意 味 して い るが,こ こ数 年 は本 格 戦 闘 を 前 に した混 乱期 にな りそ うだ 。

現 在,新AT4T,持 株 会 社,MCIな ど長 距 離 キ ャ リア,さ ら には 議 会,

FCC(連 邦通 信 委 員会),利 用 者を も巻 き込 んで,移 行 に 伴 う重 要 な 問 題 が

論 争 されて い る。 逆 に 言え ば,こ れ ら問題 が 解 決 され な い まま に,AT&T分

割 が 見 切 り発 車的 に行 われ た と もい え る。

論 争 を 呼 んで い る 問題 は 多 くあ るが,中 で も重 視 され て いるの が,ア クセ ス

料 金 と長 距 離 サ ー ビス の行 方 を め ぐる 問題 。

5ア ク セ ス 料金 論 争

ア クセ ス料金 とい うの は,ベ ル電 話 会 社 をAT&Tか ら分離 す る こ とに 伴 っ

て 出現 して き た 問題 。 っ ま り,旧AT&Tに お いて は,電 話会 社 の事 業 はAT

&Tの 長 距 離 サ ー ビスの 収 益 の 助 成を 得 て まか な われ て いた。 例 え ば,ニ ュー

ヨー クの場 合,公 衆 電 話 は10セ ン トで か け られ るが,電 話会 社 に と って は こ

れ が28セ ン トにつ いて い る。 この差 額 が 長 距 離 サ ー ビスの あが りで 充 当 され

て き た わ け だ。 長 距 離 サ ー ビスの収 入1ド ル にっ き,40セ ン トほ どが 市 内 電

話 会 社 に 流用 され て き た と もい われ る。 これ を 民 間 ベ ー スにす る と,33億 ド

ル とい う巨額 の助 成 金 にな って い た。

しか し,今 や,市 内電 話 会社 はAT&Tと は 縁 が 切れ た。 つ ま り,こ の莫 大

な サ ポ ー ト資金 は 入 って こな い。 この穴 埋 め と してFCCが 提 唱 した の が ア ク

セ ス料 金で あ る。 これ に は① 電 話 加入 者 が 市 内電 話網 か ら市外 網 へ の 接 続 へ の

対価 と して 支 払 うもの と② 長 距 離 サ ー ビス業 者(AT&T,MCI,GTEな

ど)が 市 内 回線 網 に 接続 す るた め に支 払 うもの の2通 りあ る。 受 け取 り手 は も

ち ろん 市 内電 話 会 社 。

FCCの 計 画で は,住 宅 電話 加入 者 の ア クセ ス料 金 は 当初 月額2ド ル,事 務
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用 電 話 の場 合 は 同6ド ル とな って いた 。 しか し,こ れ らの 支 出は 利用 者 に と っ

て は 今 ま で 必要 の なか った もので あ り,そ の ま ま値 上 げ にっ な が る。 特 に低 所

得 者 層 や 中 小 企業 に とって は,痛 い 出費 とな ろ う。 ま た,MCIな どの長 距 離

業 者 に と って も,こ れ まで の よ うに甘 い汁 だ け を 吸 って い るわ け に は いか な く

な る。 した が って,FCCの 計 画 は,利 用 者 に もAT&Tを 除 く長距 離 会 社 に

も評 判 が 悪 い。 さ らに,選 挙 の 年 とい う事 情 も加 わ って,議 会 で も大論 争 が 展

開 され た。 そ して 下 院で は,住 宅 用 電話 にっ いて はFCC計 画 に歯 止 めを か け

る法案 が 可決 され た。

FCCは 当初,新 生AT&Tが 正 式 発 足 す る84年1月1日 を もって ア クセ

ス料金 を課 す 方針 で いた が,こ う した 状 況 下で4月3日 に延 期 して い る。

6長 距離 サ ー ビ スの 行 方

長 距 離 サ ー ビスを め ぐる問 題 点 も大 き く2つ に 整理 され る。 第1は,新AT

&Tの 長 距 離 サ ー ビス とMCIな ど新興 キ ャ リア との 顧 客 獲得 合 戦 の 行 方。 第

2は,新 興 キ ャ リア の 生 存可 能 性 の 問題 だ。

現 在,長 距離 市 場 の95%はAT&Tが 占有 して い る。2位 のMCIは わず

か3%,こ れ にGTEのSprintが3位,AllnetCommunicationsが4

位 で続 いて い る。 これ までMCIな どAT&T追 撃組 ぱ,安 さを 売 り物 に して

顧 客 に ア ピール して き た。 これ に 対 し,新AT&Tは 高 品質 を 前 面 に押 し出 し

反 撃 に 出て い る。 例 えばMCIは,① 通信 時 間 帯 制 限 の撤 廃,② 電 子 メー ル な

どの新 サ ー ビスの 拡 充,③ 電 話 や 新 聞 に よ る勧 誘,④ 街 頭 で の勧 誘 とあ らゆ る

手 段を 駆 使 して 顧 客 獲 得 に 血 眼 にな って い る。

MCIに と って,① 市 内電話 料金 の値 上 げ お よ び長 距 離 料 金 の値 下 げ と ・②

ア クセ ス料 金 の 支 払 い とい う動 き は,企 業 の死 活 問題 にっ なが って い る。 身軽

に な ったAT&Tは 昨秋,長 距 離 料 金 を10%が た値 下 げす る と発 表 した。84

年 に 入 る と,値 下 げ幅 を も っ と大 き くす る と もほ の めか して い る。 こ うな れ ば,

MCIも 値 下 げ を 余儀 な くされ,マ ー ジ ンが 落 ち込 む こ とは必 至 だ。
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実 際,昨 年 秋,FCCが94ペ ー ジに わ た るAT&T分 離 後 の 方策 を 発 表 し

た 時,MCIの 株 価 は が た 落 ち し,総 額11億 ドル とい う損 失 を 招 いた 。MCI

の株 価 は 昨秋 の 落 ち込み か ら依 然 として立 ち直 ってい ない。現 在 の株 価15ド ル

は,最 高時 の半 分で あ る。

しか し,証 券 ア ナ リス ト達 は事 態 を 冷静 に見 守 って い る。 ア クセ ス料金 を め

ぐる議会 やFCCの 動 きが 流 動的 だ か らだ。 下 院 はMCIな ど新 興長 距 離 キ ャ

リアの ア クセ ス料 金 支 払 い を,1985年9 .月ま で 延 期 す る法 案 を検 討 して い る。

これ に 対 しFCCは,「 馬鹿 げた,恥 ず べ き,下 等 な 」法 案 と反対 して い る
。

」一 方でFCCは ,当 初 計 画を 修 正す る方 向 も打 ち 出す 柔 軟 性 も見 せ て い る。

も し,FCCが 軟 化 す るか,あ るい はAT&T競 合 キ ャ リア に有 利 な 法案 が

通 れ ば,MCIは 再 度 強 力な チ ャ レ ンジ ャー にな る とい うのが アナ リス ト達 の

見 方 だ。MCIは 今年3月 で 終 了 す る会 計 年 度 に お いて,総 売 上高16億 ドル,

純益2億2,500万 ドル,同1株 当 り90セ ン トが 見 込 まれて い る。 も し,仮 に,

今年4月 以 降,FCCの 計 画 が 当初 予 定通 りス タ ー トす れば ,来 年 度 のMCI

の1株 当 り純 益 は65セ ン トに落 ち込む とみ られ て い る。 一 方,下 院 の法 案 が

過 ぎれば,同1.5ド ル と業 績 が ア ップす る と試 算 され る。

MCIが 現 在 払 って い る 回線 当 りの ア クセ ス料 金 は 月間234ド ル 。 これ が

今後 もこの ま ま で 行 くの か?あ るいは,FCC計 画 に よ って倍 増 にな るのか?

MCIに と って オ ペ レー テ ィ ング ・マ ー ジ ンが 半 分 に 落 ち込 む か ど うか の重 要

な問 題 で あ る。FCC修 正 案 が 出て きて,仮 に 回 線 当 り300ド ル に落 ち着 け

ば,1株 当 り1.2ド ル の純 益 とい う好 業 績 も望 め る。

ま して,MCI以 下 の弱 小 長 距 離 キ ャ リア に と って は ,一 層 深 刻 度 は 強 い。

か っ て,AT&Tの 長 距 離 サ ー ビスに よ る市 内 電 話 へ の 補 助は 評 判が 悪 か った

が,今 や,「 電 話 は ベ ル 帝 国 の福 祉 サ ー ビス」 との 声 も出て い る。 こ こ当 分 は,

議会 ・キ ャ リア ・ユ ーザ ー ・FCCを 巻 き込ん だ論 争 の嵐 と混 乱 は収 束 しそ う

もな い。
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表1.新AT&Tお よ び地 方 持 株会 社7社 の1984年 業 績 等 見通 し

一

－
N
O
ー

新
AT(彩T

Bell

Atlantic

US

West
Nynex

Ameri-

tech

Pacific

Telesis

Bell

South

South

Western

Be11

7社 合計 8社 総計

収 入

(10億 ドル)
56.54 8.32 7.44 9.83 8.34 8.10 9.80 7.76

.

59.59

1

116.13

純 益

(100万 ドル)
2,110.0 952.2 877.8 937.6 923.7 827.4 1,200.0 869.6 6,588.6

.

8,698.6

1株 当 り純 益

(ド ル)
2.02 9.69 8.96 9.54 9.47 8.0 12.21 8.93 一 一

資 産

(10億 ドル)
34.27 16.26 15.05 17.39 16.26 16.19 20.81 15.51

.

117.47

.

1

151.74

既発行株式数

(10万)
989.1 98.3 98.0 98.3 97.5 98.1 98.2 97.4 685.8

.

1,674.9

要 員 数

(人)
385,000 80,000 75,000 98,200 79,000 82,000 99,100 74,700 588,000 973,000

　

*旧AT&Tの1982年 収 入 実 績 は650億 ドル。 これ に対 し8社 の84年 見 込 み収 入 は1,160億 ドル と倍 増 に な るが,

これ は,こ れ まで 未 計上 だ った各 社 間 の取 り引 きを 分離 ・計 上す る ため 。
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表2持 株会 社7社 の プ ロフ ィー ル

●

`P

、
」

持株会社名 傘 下 の電 話 会社 担 当 地 域 加入回線数 特 徴

Bell

Atlantic

●BellofPensylvania

・NewJerseyBel1

・DiamondState

Telephone

・他

ニ ュ ー ヨ ー ク 市 郊 外

～

ワ シ ン トンD.C.

(本 部:

フィラデノレフ ィア)

14,000,000

*大 西洋岸回廊地帯の人口密
集地域を担当

*加 入線1本 当たりの営業経
費(417ド ル)は 全持株会
社中最も低い(平均は484ドル)

USWbst

・NorthwesternBell

・MountainBell

・PacificNorthwest

Bell

カ リフ ォルニ アを 除

く西 部域14州

(本 部:デ ンバ ー)

1α500,000

*14州 を カバ ー し,地 理 的

に今 後 の可能 性 を 秘 め た最

も広 大 なエ リアを 担 当
*負 債残 高52億 ドル で,全

社 中最 も負 債率 が高 い

Nynex

・NewYork

Telephone

・NewEngland

Telephone

ニ ュ ー ヨ ー ク 州

～
ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド

(本 部;ニ ュー ヨーク)

13,000,000

*大 手 ユ ーザ ー集 中地 区 を担

当
*デ ィジタル交 換,光 フ ァイバ ー

導 入 な ど の近代 化 で 他持 株

会社 よ り遅 れ が 目立 つ

Ameritech

・111inoisBell

・IndianaBell

・MichiganBell

・OhioBel1

・WisconsinBell

5大 湖 地 区

(本 部:シ カ ゴ)

14,000,000

*セ ル方 式 自動車 電 話 を持 株

会社 中最 初 にスター ト(シカ
ゴ地 区)

*加 入 線1万 本 当 り従 業員

75人 は,全 社 平均93人 よ

りかなり低 くコス ト効率が よい
*ニ ュー・ベンチャーに積 極 的

Pacific

Telesis

冷PacificBel1・

・NevadaBell

カ リフ ォ ル ニ ア

(本 部:

サ ンフランシスコ)

10,500,000

*私 設 マ イ ク ロウ エ ーブ網 が

多 い地 区 のた め,バ イパ ス

対 策 が課題
*PacificBel1(旧 称Paci-

ficTelephone)の 社 債評

価 はベ ル電 話 会社 中最悪
*パ ソ コン保 有率 は全 米 で最

も高 い地域

BellSouth
●SouthCentralBell

・SouthernBe11

フ ロ リダな ど南 東部

(本 部:ア トランタ)

13,000,000

*人 口増 加 率,個 人 所 得上 昇

率,雇 用 率 で 全米 第 一 の サ

ンベ ル ト地 帯 を担 当

*資 産210億 ドル は全持 株

会社 中最 大

*ビ デ オ デ ックス な どニ ュー
'ベ ンチ ャ ーに積 極 的

Southwes-

ternBel1

・Southwestern

Be11

テ キサ ス,オ ク ラホマ,

ミズ ー リな ど

(本 部 二七ン トルイス)

10,000,000

*電 話 会社1社 の みで そ の ま

ま 分離
*電 子 交 換 導 入率70%で,

全社 平 均55%を 大 き く上

回 る'

θ 本 稿(「 ベ ル ・シ ステ ム の分 割 と新AT&Tの 発 足 」 につ いて は,PICQ(コ ン ピ ュー タ ・エ ー ジ社

発行)の 連 載 よ り要 約転 載 した。
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昭和59年3月 発 行

財団法人 日本 情 報 処 理 開発 協 会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

株式会社 正 文 社

東京都文京区本郷3丁 目25番8号

TEL(815)7271(代 表)
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